


　高齢者雇用を進めるためのポイントは、業種や業態によって違いがあります。
　そこで当機構では、産業別団体内に推進委員会を設置し、高齢者雇用に関する具体的な実態を把握するとともに、
解決すべき課題などを検討して、高齢者雇用を推進するために必要な留意点や好事例を「ガイドライン」として取り
まとめています。そしてこれまでに、90業種の高齢者雇用推進ガイドラインが完成しています。
　2020年度は、以下の6つのガイドラインを作成しました。いずれも、当機構のホームページで全文を公開中です。

高齢者雇用推進事業
のご案内

産 業 別

一般社団法人 日本工業炉協会
工業炉製造業
高齢者の活躍に向けたガイドライン
～高齢者の活躍を企業成長に生かす～

1

一般社団法人 マンション管理業協会
マンション管理業
高齢者活躍に向けた
ガイドライン

4

一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会
情報サービス業
（情報子会社等）における
シニア人材活用に関するガイドライン

2

全日本葬祭業協同組合連合会
葬儀業における
高齢者活用推進のためのガイドライン
～高齢者の活用による業務スタイルの変化への対応～

5 公益社団法人 全日本病院協会
病院における
高齢医療従事者の雇用・働き方
ハンドブック

6

一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会
ハイヤー・タクシー業
高齢者の活躍に向けたガイドライン
～公共交通機関として安全・安心輸送のために～

3

産業別　高齢者　ガイドライン 検 索

「ガイドライン」の
  ラインナップが増えました
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Leaders Talk

1961（昭和36）年、香川県生まれ。早稲田大
学政治経済学部卒業後、日本経済新聞社に入社。
証券部、『日経マネー』副編集長、生活経済部次
長などを経て、現職。ファイナンシャルプラン
ナー、証券アナリスト。著書に『人生100年時
代の年金戦略』、『はじめての確定拠出年金』（日
本経済新聞出版）など。

たむら・まさゆき

　
私
た
ち
の
老
後
の
生
活
を
支
え
る

重
要
な
柱
の
一
つ
に
「
公
的
年
金
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
現
役
世
代
が
受

給
世
代
を
扶
養
す
る
「
世
代
間
扶
養
」

の
仕
組
み
で
す
が
、
若
い
世
代
だ
け

で
な
く
、中
高
年
の
な
か
に
も
、
本
当

に
将
来
に
わ
た
っ
て
年
金
を
も
ら
え

る
の
か
不
安
に
思
っ
て
い
る
方
が
少

な
く
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
今
回

は
、
公
的
年
金
の
現
状
と
将
来
に
つ

い
て
、
日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員 

兼 

紙
面
解
説
委
員
で
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
も
あ
る
田
村
正
之

さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員 

兼 

紙
面
解
説
委
員

田
村
正
之
さ
ん

人
生
１
０
０
年
時
代
。
老
後
の
生
活
設
計
に

頼
り
に
な
る
公
的
年
金
を
フ
ル
活
用
し
よ
う
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れ
た
と
き
に
、
互
い
に
助
け
合
う
扶
助
の
仕
組
み
で

あ
り
、
将
来
自
分
が
使
う
た
め
に
積
み
立
て
る
貯
蓄

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
公
的
年
金
が
カ
バ
ー
す
る
リ
ス
ク
は
、
第
一
に
何

歳
ま
で
生
き
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
を

予
測
で
き
な
い
た
め
に
、
老
後
資
金
を
自
分
で
ど
れ

だ
け
備
え
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
点
、
公

的
年
金
は
終
身
に
わ
た
り
受
給
で
き
ま
す
か
ら
、
生

き
て
い
る
う
ち
に
受
給
が
途
絶
え
る
心
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。
第
二
は
、
病
気
や
け
が
で
働
け
な
く
な
っ
て

収
入
を
得
ら
れ
な
く
な
る
リ
ス
ク
で
す
。
そ
う
し
た

と
き
に
公
的
年
金
加
入
者
は
障
害
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
三
の
リ
ス
ク
は
、
一
家
の
大

黒
柱
が
亡
く
な
る
こ
と
。
そ
ん
な
と
き
残
さ
れ
た
家

族
に
は
遺
族
年
金
が
出
ま
す
。

　
公
的
年
金
は
、
こ
れ
ら
人
生
の
三
大
リ
ス
ク
に
備

え
る
総
合
保
険
で
す
が
、
も
う
一
つ
重
要
な
点
は
、

イ
ン
フ
レ
と
い
う
リ
ス
ク
に
も
あ
る
程
度
対
応
で
き

る
こ
と
で
す
。
公
的
年
金
の
金
額
は
、
受
給
開
始
後

に
物
価
が
上
が
っ
た
場
合
、
あ
る
程
度
物
価
に
連
動

―
若
い
世
代
に
は
「
将
来
、
公
的
年
金
は
あ
て
に

で
き
な
い
」
と
思
う
人
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、若
い
世
代
だ
け
で
な
く
、２
０
１
９（
令
和
元
）

年
に
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
「
老
後
資
金
２
０
０
０
万

円
問
題
」
は
、
中
高
年
に
も
動
揺
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
先
、
公
的
年
金
は
頼
り
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

田
村　
た
し
か
に
そ
の
よ
う
な
不
安
は
よ
く
耳
に
し

ま
す
。
し
か
し
多
く
は
、
公
的
年
金
制
度
を
正
し
く

理
解
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
年
金
は
「
保
険
」
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
長
期
間
保
険
料
を
払
っ
て

も
、
払
っ
た
分
だ
け
も
ら
え
な
い
と
い
う
不
信
感
を

も
つ
人
も
い
ま
す
。
そ
う
い
え
る
か
ど
う
か
は
、
ど

う
い
う
前
提
で
計
算
す
る
か
で
違
っ
た
結
論
に
な
り

ま
す
が
、
た
と
え
払
っ
た
分
が
返
っ
て
こ
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
保
険
と
は
リ
ス
ク
に
備
え
て
か
け
て
お

く
も
の
で
、
貯
金
と
は
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
住
宅

の
火
災
保
険
を
何
年
も
か
け
続
け
た
人
が
、
火
災
が

起
こ
ら
ず
保
険
料
が
無
駄
に
な
っ
た
と
怒
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
。
保
険
と
は
大
き
な
リ
ス
ク
に
襲
わ

で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
物
価

連
動
は
、
民
間
の
保
険
で
は
無
理
で
す
。

　
公
的
年
金
で
そ
れ
が
可
能
な
の
は
、
現
役
世
代
か

ら
高
齢
世
代
に
仕
送
り
を
す
る
賦ふ

課か

方
式
※1
だ
か
ら

で
す
。
イ
ン
フ
レ
が
起
き
て
い
る
状
態
で
は
、
現
役

世
代
の
賃
金
も
通
常
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。そ
の
分
、

現
役
世
代
か
ら
の
保
険
料
収
入
も
大
き
く
な
り
、
給

付
額
を
増
や
せ
る
仕
組
み
で
す
。

―
賦
課
方
式
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
負
担

す
る
世
代
と
受
給
す
る
世
代
と
の
人
数
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
、
仕
送
り
の
仕
組
み
が
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
を
心
配
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

田
村　
20
〜
64
歳
を「
支
え
る
人
」、65
歳
以
上
を「
支

え
ら
れ
る
人
」
と
考
え
る
と
、
１
９
８
０
（
昭
和

55
）
年
に
は
支
え
手
６
・
６
人
、
２
０
１
０
（
平
成

22
）
年
に
は
支
え
手
２
・
６
人
で
１
人
を
支
え
て
い

ま
し
た
が
、
２
０
４
０
年
に
は
１
・
４
人
で
１
人
を

支
え
る
こ
と
に
な
り
※2
、
現
役
世
代
の
負
担
が
重
く

な
り
す
ぎ
る
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
議
論
で
見
る
べ
き
な
の
は
、
単
純

な
年
齢
別
の
人
口
比
で
は
な
く
、
働
い
て
保
険
料
や

税
金
を
負
担
し
て
い
る
人
と
、
働
い
て
い
な
い
人
と

の
比
で
す
。
就
業
者
１
人
が
支
え
る
非
就
業
者
の
人

数
は
、
１
９
８
０
年
が
１
・
１
人
、
２
０
１
０
年
が

１
・
03
人
、
２
０
４
０
年
を
予
測
す
る
と
１
・
１
人

公
的
年
金
は
人
生
の
三
大
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
し

イ
ン
フ
レ
に
も
強
い
総
合
保
険

※1　賦課方式……年金支給のために必要な財源を、そのときどきの保険料収入から用意する方式
※2　日本の将来推計人口（平成29年推計）／国立社会保障・人口問題研究所より
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業
者
が
増
え
て
き
た
の
は
事
実
で
す
。
し
か
し
こ
れ

か
ら
は
、
労
働
力
不
足
の
も
と
で
待
遇
の
改
善
が
進

み
そ
う
で
す
し
、
正
社
員
の
比
率
も
高
ま
る
兆
し
が

見
え
ま
す
。
ま
た
、
働
き
方
が
多
様
化
し
、
短
時
間

労
働
者
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
週
20
時
間
以
上

の
短
時
間
労
働
者
を
社
会
保
険
に
加
入
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
企
業
の
規
模
要
件
を
緩
め
、
加
入
す
る

労
働
者
の
月
収
要
件
を
引
き
下
げ
る
法
律
改
正
も
行

わ
れ
て
お
り
、
現
役
世
代
が
減
る
ほ
ど
に
は
、
加
入

者
数
は
減
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
２
０
０
４
年
度
か
ら
２
０
１
７
年
度
ま

で
、
毎
年
計
画
的
に
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
た
り
、

国
民
（
基
礎
）
年
金
の
財
源
の
う
ち
税
金
で
ま
か
な

う
比
率
を
３
分
の
１
か
ら
２
分
の
１
に
高
め
た
り
す

る
改
正
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

―
他
方
、
支
出
面
の
給
付
水
準
は
ど
う
見
直
さ
れ

て
い
ま
す
か
。 

田
村　
少
子
高
齢
化
は
以
前
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
こ

と
な
の
で
、
収
支
両
面
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
給
付
の
面
で
重
要
な
改
正
は
、

２
０
０
４
年
に
導
入
さ
れ
た
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
」
で
す
。
こ
れ
は
、
現
役
世
代
の
減
少
や
受
給
者

の
平
均
寿
命
の
伸
び
を
反
映
さ
せ
て
、
毎
年
の
受
給

額
を
自
動
的
に
調
整
す
る
仕
組
み
で
す
。

　
本
来
の
年
金
額
は
、
賃
金
・
物
価
の
状
況
に
合
わ

せ
て
改
定
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
ス
ラ
イ
ド
調
整

率
※3
を
差
し
引
い
た
の
が
、
実
際
の
改
定
額
に
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、本
来
の
改
定
率
が
プ
ラ
ス
２
％
で
、

ス
ラ
イ
ド
調
整
率
が
０
・
９
％
で
あ
れ
ば
、
実
際
の

年
金
額
の
改
定
率
は
プ
ラ
ス
１・１
％
と
な
り
ま
す
。

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
給
付
水
準
調
整

は
、
物
価
・
賃
金
の
伸
び
が
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
は
、

そ
の
下
落
分
は
年
金
額
を
引
き
下
げ
て
も
、
そ
れ
を

上
回
る
引
下
げ
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
た

め
、
デ
フ
レ
下
で
は
給
付
額
抑
制
の
効
果
が
現
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
後
は
、
消
費
税
増

税
に
よ
る
物
価
上
昇
が
あ
っ
た
２
０
１
５
年
度
し
か

発
動
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
経
済
が
好
転
し

た
２
０
１
９
年
度
と
２
０
２
０
年
度
は
２
年
連
続
で

発
動
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
整
が
続
け
ば
、
賃
金
・

で
す
。
こ
れ
は
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
資
料
な
ど
か
ら
私
が
計
算
し
た
値
で
す
。
昔
は
い

ま
よ
り
も
引
退
年
齢
が
早
く
、
定
年
は
55
歳
や
60
歳

で
し
た
。
ま
た
女
性
が
外
で
働
く
こ
と
は
一
般
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
働
く
高
齢
者

や
女
性
が
増
え
る
の
で
、
就
業
者
数
と
非
就
業
者
数

の
比
率
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変
化
し
な
い
の
で
す
。

―
高
齢
者
や
女
性
の
就
業
者
は
増
え
て
い
ま
す

が
、
非
正
規
が
多
く
、
保
険
料
収
入
は
そ
れ
ほ
ど
増

え
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

田
村　
こ
れ
ま
で
相
対
的
に
賃
金
の
低
い
非
正
規
就

受
給
者
数
の
増
加
が
永
遠
に
続
く
こ
と
は
な
く

公
的
年
金
が
破
綻
す
る
心
配
は
な
い

※3　スライド調整率……公的年金全体の被保険者数の減少率（3年平均）に平均余命の伸びを勘案した一定率（0.3％）を加えた率のこと
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物
価
に
対
し
て
給
付
額
の
伸
び
が
低
い
状
況
が
続
く

の
で
、
年
金
財
政
の
支
出
増
加
は
抑
制
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
団
塊
世
代
が
働
き
盛
り
の
う
ち
に
少
し
多

め
の
保
険
料
を
も
ら
っ
て
積
立
金
も
大
き
く
増
や
し

て
き
て
い
る
ほ
か
、
受
給
者
数
の
増
加
が
永
遠
に
続

く
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
公
的
年
金
が
破
綻
す
る
心

配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
で
受
給
額
が
減
る
と
、

年
金
財
政
の
破
綻
は
防
げ
て
も
、
年
金
生
活
者
の
生

活
が
破
綻
す
る
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

田
村　
そ
れ
は
よ
く
あ
る
誤
解
で
す
。
現
役
世
代
の

平
均
の
手
取
り
額
に
対
す
る
受
給
額
の
比
率
、
す
な

わ
ち
所
得
代
替
率
は
下
が
り
ま
す
が
、
年
金
額
は
そ

れ
ほ
ど
下
が
り
ま
せ
ん
。

　
厚
生
労
働
省
が
モ
デ
ル
世
帯
と
し
て
い
る
「
会
社

員
と
専
業
主
婦
」
世
帯
の
65
歳
時
点
の
年
金
月
額
は

２
０
１
９
年
度
で
22
万
円
で
す
。
現
役
世
代
の
平
均

手
取
り
賃
金
は
35
・
７
万
円
な
の
で
、
所
得
代
替
率

は
62
％
で
す
。
物
価
上
昇
率
年
０
・
８
％
、
賃
金
上

昇
率
年
１
・
６
％
な
ど
の
厳
し
め
の
条
件
を
入
れ
て

計
算
す
る
と
、
２
０
１
９
年
度
時
点
で
45
歳
の
人
の

受
給
が
始
ま
る
20
年
後
の
年
金
月
額
は
21
万
円
と
な

り
ま
す
。
財
政
検
証
で
は
賃
金
上
昇
が
20
年
続
く
前

提
な
の
で
、
現
役
の
賃
金
は
40
万
円
に
上
昇
し
ま
す

か
ら
、
所
得
代
替
率
は
52
％
と
10
ポ
イ
ン
ト
下
が
り

ま
す
が
、
受
給
開
始
時
の
年
金
額
は
22
万
円
か
ら
21

万
円
へ
と
、
微
減
に
と
ど
ま
り
ま
す
※4
。

　
こ
の
21
万
円
は
、
20
年
後
の
名
目
金
額
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
こ
も
よ
く
誤
解
さ
れ
る
の
で
す
が
、
20

年
間
の
物
価
上
昇
を
割
り
引
い
て
現
在
価
値
に
置
き

換
え
た
値
で
す
。
所
得
代
替
率
が
10
ポ
イ
ン
ト
も
下

が
る
と
、
老
後
は
貧
乏
な
暮
ら
し
が
避
け
ら
れ
な
い

と
悲
観
す
る
人
も
い
ま
す
が
、
受
給
す
る
年
金
額
の

購
買
力
が
大
き
く
下
が
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

―
そ
れ
で
も
、
公
的
年
金
だ
け
で
は
か
な
り
つ
つ

ま
し
い
老
後
生
活
に
な
り
ま
す
。
自
助
努
力
で
も
う

少
し
豊
か
で
ゆ
と
り
の
あ
る
レ
ベ
ル
を
目
ざ
す
場
合

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

田
村　
ま
ず
は
、
終
身
支
給
の
公
的
年
金
の
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
た
い
で
す
ね
。

定
年
後
も
な
る
べ
く
長
く
働
い
て
、
年
金
の
受
給
開

始
を
く
り
下
げ
る
こ
と
で
、
受
給
額
は
大
き
く
増
え

ま
す
。
年
金
額
を
増
や
す
に
は
、
定
年
後
も
厚
生
年

金
に
加
入
し
て
働
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。ま
た
、

配
偶
者
も
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
働
く
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
年
金
の
モ
デ
ル
世
帯
で
あ
る
「
会
社

員
と
専
業
主
婦
」
は
も
は
や
時
代
遅
れ
で
す
。
目
先

の
手
取
り
減
に
こ
だ
わ
ら
ず
「
年
収
の
壁
」
を
超
え

て
働
く
主
婦
が
増
え
て
い
ま
す
。
年
金
を
い
く
ら
受

け
取
れ
る
か
は
、
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
自
分
の
選
択
次
第
で
大
き
く
変
わ
り
う
る

の
で
す
。

　
そ
し
て
、
退
職
金
や
確
定
拠
出
年
金
、
自
分
で
準

備
す
る
資
金
は
、
公
的
年
金
に
上
乗
せ
し
て
細
く
長

く
使
っ
て
い
こ
う
と
す
る
と
、
長
寿
化
の
時
代
、
途

中
で
尽
き
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
年
金
受

給
開
始
を
く
り
下
げ
て
増
額
す
る
こ
と
で
「
長
生
き

リ
ス
ク
」は
終
身
給
付
で
あ
る
公
的
年
金
に
ま
か
せ
、

自
力
で
準
備
す
る
お
金
は
受
給
開
始
を
遅
ら
せ
る
期

間
に
賄
う
分
を
目
途
に
準
備
す
る
「
継
投
方
式
」
を

考
え
れ
ば
、
必
要
額
な
ど
の
計
画
も
立
て
や
す
く
な

る
で
し
ょ
う
。

公
的
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
活
か
し
な
が
ら

自
己
資
金
も
準
備
す
る
老
後
の
生
活
設
計
を

（
聞
き
手
・
文
／
労
働
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
鍋
田
周
一

撮
影
／
中
岡
泰
博
）

※4　2019年財政検証結果（厚生労働省）をもとに、田村氏が独自に計算



●表紙のオブジェ
イラストレーター　
柳田ワタル（やなぎだ・わたる）
1947年 大阪府堺市生まれ。1970年 多
摩美術大学卒業。アニメーション制作
会社勤務ののち、1974年よりフリーの
イラストレーターとなる。1977年より
オブジェ、立体クラフトなどの制作を開
始。90年代からは写真撮影も始める。

エルダー（elder）は、英語のoldの比較級で、”年長の人、目上の人、尊敬
される人”などの意味がある。1979（昭和54）年、本誌発刊に際し、（財）
高年齢者雇用開発協会初代会長・花村仁八郎氏により命名された。

エルダー5

6 人事労務担当者のための年金入門
7 総    論 人生100年時代の「公的年金保険制度」

大妻女子大学短期大学部 教授　玉木伸介

11 解説 ①「老齢厚生年金」の仕組みを理解しよう
オフィス・椿 代表 社会保険労務士　清水典子

17 解説 ② 制度拡充により企業の利用機会が広がる
「企業型DC」と「iDeCo」
大和総研 政策調査部　佐川あぐり

21 解説 ③ Ｑ＆Ａで年金制度の疑問を解決！
株式会社田代コンサルティング 代表取締役 社会保険労務士　田代英治

特  

集

40 高齢社員の心理学 
―加齢で“こころ”はどう変わるのか― 【第5回】
高齢者の意思決定の特徴 増本康平

42 いまさら聞けない人事用語辞典 第11回
「働き方改革」　吉岡利之

44 労務資料 1
高年齢者雇用安定法Q&A（高年齢者就業確保措置関係）

52 労務資料 2
第15回中高年者縦断調査
（中高年者の生活に関する継続調査）の概況

56 BOOKS
58 ニュース ファイル
60 次号予告・編集後記
61 技を支える   vol.315
経験豊富な測定技能で
精密測定器の品質を支える
機械検査工　山納孝雄さん

64 イキイキ働くための脳力アップトレーニング！
［第46回］ 数字さがし　篠原菊紀

1 リーダーズトーク   No.71
日本経済新聞編集委員 兼 紙面解説委員　田村正之さん
人生100年時代。老後の生活設計に
頼りになる公的年金をフル活用しよう

25 日本史にみる長寿食  vol.330
里山のゼンマイ・ワラビ採り　永山久夫

26 江戸から東京へ   第101回
幕末の京都老女の会
作家　童門冬二

28 高齢者の職場探訪  北から、南から 第 106回
千葉県　株式会社ナリタヤ

32 高齢社員のための安全職場づくり 〔第4回〕
 高齢者の労働災害防止対策  ―転倒災害防止その１―
高木元也

36 知っておきたい労働法Q&A《第35回》
勉強会の労働時間の該当性、
高齢者への安全配慮義務 家永 勲

2021 
April

※連載「高齢者に聞く 生涯現役で働くとは」は休載します



「生涯現役」、「人生100年時代」という言葉に象徴されるように、今日の日本では健康寿
命の延伸により、職業人生も、そして引退後の人生も、より長く続く時代を迎えています。
そうした長く続く人生を経済面から支えるのが「年金」です。

年金にも、「公的年金」といわれる国民年金・厚生年金、「私的年金」といわれる企業年金
など、さまざまな制度がありますが、社会・時代の変化に合わせて年金に関する法律も改正
を重ねており、引退後の個人のライフプランニングの視点から、そして企業に 
おける人事制度の視点からも、それらに対応していく必要があります。

そこで今回は「年金入門」と題し、現代社会における年金の役割や近年の年金
改革、難解さもある老齢厚生年金の仕組みなどについて解説します。

特　　集

年金入門
人事労務担当者のための



エルダー7

特集 人事労務担当者のための年金入門

は
じ
め
に

﹃
エ
ル
ダ
ー
﹄
編
集
部
か
ら
本
稿
執
筆
の
お
話
を
い

た
だ
い
た
際
に
は
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
の
公
的
年

金
制
度
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
前
提
で
し
た
。
し
か
し
、

筆
者
か
ら
お
願
い
し
て
、「
保
険
」
の
２
文
字
を
入
れ

て「
公
的
年
金
保
険
制
度
」と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

答
え
は
、
単
純
で
す
。
公
的
年
金
は
保
険
だ
か
ら
で

す
。「
被
保
険
者
」
が
「
保
険
料
」
を
払
っ
て
成
り
立
っ

て
い
る
制
度
で
す
。高
齢
者
に
給
付
さ
れ
る
お
金
は「
保

険
金
」
な
の
で
す
。

火
災
保
険
の
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
の
は
、
火
災
が

起
き
た
と
き
で
す
。
で
は
、
公
的
年
金
保
険
で
保
険
金

が
支
払
わ
れ
る
（
給
付
が
行
わ
れ
る
）
の
は
、
何
が
起

き
た
と
き
で
し
ょ
う
か
。

答
え
は
、「
長
生
き
」
で
す
。

「
保
険
」で
あ
る
こ
と
を
な
ぜ
強
調
す
る
の
か

公
的
年
金
が
「
保
険
」
で
あ
る
こ
と
は
、
も
っ
と
強

調
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
理
由
の
う

ち
の
二
つ
を
お
示
し
し
ま
し
ょ
う
。

一
つ
は
、「
積
立
貯
蓄
」
で
あ
る
と
い
う
誤
解
を
解

く
た
め
で
す
。
毎
月
保
険
料
を
払
う
と
将
来
給
付
を
受

け
ら
れ
る
、
と
い
う
仕
組
み
は
「
積
立
貯
蓄
」
と
よ
く

似
て
い
ま
す
。「
積
立
貯
蓄
」
と
い
う
理
解
で
も
、
何

ら
実
害
は
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い

う
理
解
が
行
き
過
ぎ
る
と
、
お
か
し
な
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

一
昔
前
に
な
り
ま
す
が
、「
払
っ
た
だ
け
も
ら
え
な

い
年
金
は
無
意
味
」
と
い
う
俗
説
が
、「
世
代
会
計
」

と
い
う
計
算
と
と
も
に
広
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
世
代
会
計
の
計
算
で
は
、
人
々
を
生
ま
れ
た
年
に

よ
っ
て
い
く
つ
も
の
集
団
（
世
代
）
に
分
け
、
各
世
代

の
受
け
取
る
給
付
か
ら
払
う
保
険
料
を
差
し
引
い
て
、

プ
ラ
ス
な
ら
「
得
」、
マ
イ
ナ
ス
な
ら
「
損
」
と
結
論

づ
け
ま
す
。
計
算
に
あ
た
っ
て
は
、「
平
均
寿
命
・
余

命
ま
で
生
き
る
」
な
ど
の
仮
定
を
置
き
、

﹁
現
役
期
の
保
険
料
合
計
﹂
マ
イ
ナ
ス

﹁
平
均
寿
命
・
余
命
ま
で
の
給
付
合
計
﹂

を
出
し
て
、「
こ
の
世
代
の
人
は
﹃
平
均
的
に
は
﹄
こ

う
な
る
」
と
示
す
も
の
で
す
。
計
算
結
果
は
、
少
子
高

齢
化
や
経
済
成
長
の
減
速
を
映
じ
て
、
若
い
世
代
ほ
ど

マ
イ
ナ
ス
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
若

者
は
損
を
す
る
」
と
い
う
主
張
が
、あ
た
か
も
客
観
的
、

定
量
的
な
裏
づ
け
が
あ
る
か
の
よ
う
に
し
て
広
く
行
わ

れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
概お

お
む

ね
半
分
の
人
は
平
均
寿
命
・
余
命
よ
り

長
く
（
ま
た
は
短
く
）
生
き
て
、
平
均
よ
り
多
い
（
ま

た
は
少
な
い
）
給
付
を
受
け
ま
す
。「
平
均
的
な
人
」

の
数
値
に
大
し
た
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
代
会
計
の

計
算
を
し
て
、「
損
だ
、
得
だ
」
と
騒
い
で
も
何
に
も

総 論

人
生
１
０
０
年
時
代
の
「
公
的
年
金
保
険
制
度
」

大
妻
女
子
大
学
短
期
大
学
部 

教
授
　
玉
木
伸
介
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な
り
ま
せ
ん
。
公
的
年
金
保
険
と
い
う
制
度
の
持
つ
意

味
の
理
解
が
妨
げ
ら
れ
る
だ
け
で
す
。

ま
た
、
民
間
の
保
険
に
お
い
て
は
、「
平
均
的
」
に

は
「
保
険
料
を
払
っ
た
だ
け
の
保
険
金
は
戻
ら
な
い
」

と
い
う
仕
組
み
に
、「
必
ず
」
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、保
険
の
運
営
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
か
ら
で
す
。

多
く
の
場
合
、
保
険
料
の
何
割
か
が
経
費
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
分
だ
け
、
保
険
金
の
総
額
は
保
険
料
の
総

額
よ
り
、
必
ず
少
な
い
の
で
す
※
。

そ
れ
で
も
、
筆
者
を
含
め
、
多
く
の
人
が
自
動
車
の

任
意
保
険
、
生
命
保
険
な
ど
の
保
険
に
、
自
発
的
に
入

り
ま
す
。「
安
心
」が
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、「
安

心
」
の
価
値
は
、
世
代
会
計
の
計
算
の
ど
こ
に
も
あ
り

ま
せ
ん
。
公
的
年
金
保
険
が
国
民
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
か

マ
イ
ナ
ス
か
を
判
断
で
き
る
方
法
論
で
は
な
い
の
で
す
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
人
々
が
、
年
金
給
付
を
自
分

の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
お
い
て
正
し
く
位
置
づ
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。
一
度
、
机
に
向
か
っ

て
、
自
分
の
人
生
の
終
わ
り
ま
で
の
経
済
生
活
を
考
え

て
み
る
と
、
自
分
が
何
歳
ま
で
生
き
る
か
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
と
ん
で
も
な
い
不
透
明
要
因
で
あ
る
こ
と
に
、

す
ぐ
気
づ
く
で
し
ょ
う
。「
い
く
ら
老
後
用
の
貯
蓄
を

し
て
も
、
想
定
よ
り
長
生
き
し
た
ら
貧
困
に
陥
る
」
と

い
う
不
安
に
襲
わ
れ
ま
す
。

公
的
年
金
保
険
は
、
死
ぬ
ま
で
続
く
「
終
身
」
給
付

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
長
生
き
リ
ス
ク
保
険
」
と
し
て

機
能
し
、「
長
生
き
し
て
も
最
低
限
の
生
活
の
糧
は
確

保
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
「
安
心
」
を
も
た
ら
す
の
で

す
。
そ
の
う
え
で
、
私
的
年
金
な
ど
の
自
助
努
力
を
組

み
合
わ
せ
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
考
え
れ
ば
よ
い

で
し
ょ
う
。

保
険
と
思
え
ば
、
若
者
に
と
っ
て
の
公
的
年
金
保
険

の
意
味
も
ク
リ
ア
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
、
公
的
年
金

保
険
制
度
が
な
く
、
十
分
な
貯
蓄
の
な
い
高
齢
者
は
子

に
扶
養
さ
れ
る
と
い
う
状
況
を
想
定
し
ま
し
ょ
う
。

あ
る
一
人
息
子
と
一
人
娘
の
カ
ッ
プ
ル
の
両
親
（
2

組
）
が
、
貯
蓄
な
し
で
引
退
し
ま
す
。
両
親
が
そ
れ
ぞ

れ
年
３
０
０
万
円
で
生
活
し
、
老
後
期
間
が
30
年
と
す

る
と
、
カ
ッ
プ
ル
の
扶
養
負
担
は
、
３
０
０
万
円
×
2

組
×
30
年
＝
1
億
8
千
万
円　
で
す
。
巨
額
で
す
。
兄

弟
姉
妹
の
少
な
さ
と
両
親
の
長
生
き
が
も
た
ら
す
「
扶

養
リ
ス
ク
」
と
し
か
い
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

他
方
、
あ
る
家
に
5
人
兄
弟
、
別
の
家
に
5
人
姉
妹

が
い
て
、
こ
こ
か
ら
5
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
生
ま
れ
た
と

し
ま
す
。
ま
た
、
両
親
が
引
退
後
、
わ
ず
か
5
年
で
亡

く
な
る
と
す
る
と
、
カ
ッ
プ
ル
一
組
あ
た
り
の
扶
養
負
※　�長期の生命保険などで、「満期には払った以上の保険金が下りて貯蓄になる」ものがあることは事実です。こういう保険は、実は普通の（掛け捨ての）保
険と積立貯蓄が合体したものです。積立の分だけ、保険料が高くなっています。保険の部分にかぎれば、「保険料を払っただけの保険金は戻らない」とい
う仕組みは同じです

※筆者作成

図表　集団から集団へ「仕送り」による公的年金保険

収入に応じた
保険料

過去の保険料
支払い実績に
応じた給付

集団としての高齢者

集団としての若者

……
一
人
息
子

一
人
娘

５
人
兄
弟
の
長
男

５
人
兄
弟
の
五
男

５
人
姉
妹
の
長
女

５
人
姉
妹
の
五
女

………
高
齢
者 

Ｎ

高
齢
者 

２

高
齢
者 

１

政 府
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担
は
、
３
０
０
万
円
×
2
組
×
5
年
÷
5
組
＝
６
０
０

万
円
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

公
的
年
金
保
険
が
な
い
と
、
兄
弟
姉
妹
の
数
や
親
の

寿
命
と
い
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
可
能
な
要
素
に
よ
っ
て
、

若
者
の
経
済
生
活
が
大
き
く
左
右
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
は
、
公
的
年
金
保
険
が
あ
れ
ば
ど
う
な
る
で
し
ょ

う
か
。
若
者
は
、
政
府
に
対
し
、
兄
弟
姉
妹
の
数
や
親

の
寿
命
と
は
関
係
な
く
決
め
ら
れ
た
保
険
料
を
支
払
う

と
、
あ
と
は
政
府
が
親
に
給
付
を
し
て
く
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
収
入
な
ど
の
条
件
が
同
じ
な
ら
、
個
々
の
若
者

の
負
担
は
同
じ
に
な
り
ま
す
。
公
的
年
金
保
険
は
、「
集

団
と
し
て
の
若
者
」
が
「
集
団
と
し
て
の
高
齢
者
」
を

扶
養
す
る
仕
組
み
で
す
。個
々
の
若
者
の
扶
養
負
担
は
、

「
平
準
化
」
さ
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
が
、
保
険
で
あ
る

こ
と
の
意
味
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
公
的
年
金
保
険
は
、
親
に
と
っ
て
の

「
長
生
き
リ
ス
ク
保
険
」
で
あ
る
と
同
時
に
、子
に
と
っ

て
の「
扶
養
リ
ス
ク
保
険
」で
も
あ
る
の
で
す（
図
表
）。

公
的
年
金
保
険
の
環
境
変
化
へ
の「
適
合
」

わ
が
国
の
公
的
年
金
保
険
は
、
現
役
世
代
か
ら
徴
収

し
た
保
険
料
を
そ
の
時
点
の
高
齢
者
へ
の
給
付
に
あ
て

る
「
賦
課
方
式
」、
あ
る
い
は
「
仕
送
り
方
式
」
と
呼

ば
れ
る
仕
組
み
で
す
。
現
役
世
代
の
人
数
が
多
く
高
齢

者
が
少
な
け
れ
ば
、
現
役
世
代
の
一
人
あ
た
り
の
負
担

は
軽
く
て
済
み
ま
す
。
こ
れ
が
、昭
和
の
「
騎
馬
戦
型
」

の
制
度
で
す
。

し
か
し
、少
子
高
齢
化
が
進
む
と
、現
役
世
代
が
減
っ

て
高
齢
者
が
増
え
る
の
で
、「
肩
車
型
」に
な
っ
て
い
き
、

現
役
世
代
の
一
人
あ
た
り
の
負
担
が
増
し
ま
す
。
公
的

年
金
保
険
制
度
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
変
す
る
の
で

す
。こ

う
い
う
大
き
な
環
境
変
化
で
公
的
年
金
保
険
制
度

が
破
綻
し
て
し
ま
う
か
と
い
え
ば
、
そ
ん
な
こ
と
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

将
来
若
者
が
減
る
こ
と
は
数
十
年
前
か
ら
わ
か
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
、
時
間
を
か
け
つ
つ
制
度
を
修
正
し
て

き
ま
し
た
。
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
と
２
０
０
０
年

の
制
度
改
正
で
は
、
支
給
開
始
年
齢
が
60
歳
か
ら
65
歳

に
徐
々
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、そ
の
後
、

実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。２
０
０
４
年
の
制
度
改
正
で
は
、

保
険
料
率
を
２
０
１
７
年
ま
で
段
階
的
に
引
き
上
げ
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
消
費
税
増
税
の

先
送
り
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
が
、
年
金
保
険
料
率
の
引

上
げ
は
粛
々
と
予
定
通
り
進
行
し
た
の
で
す
。
２
０
０

４
年
改
正
で
は
、
現
役
世
代
が
減
っ
た
り
高
齢
者
の
寿

命
が
延
び
た
り
し
た
ら
給
付
を
自
動
的
に
抑
制
す
る

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
少
子
高
齢
化
あ
る
い
は
騎
馬
戦
型
か

ら
肩
車
型
と
い
う
環
境
変
化
に
対
し
て
、
公
的
年
金
保

険
制
度
が
「
適
合
」
し
た
の
で
す
。

環
境
変
化
へ
の「
適
合
」は
続
く

「
年
金
改
革
」
と
い
う
四
文
字
熟
語
を
目
に
す
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
年
金
制
度
は
変
わ
っ
て
い
く
の

で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
き
、「
制
度
が
変
わ
っ
て
い
く
な
ん

て
不
安
だ
」と
お
思
い
に
な
り
ま
す
か
。そ
れ
と
も
、「
制

度
が
変
わ
っ
て
い
く
な
ら
安
心
だ
」
と
お
思
い
に
な
り

ま
す
か
。

世
の
中
の
変
化
は
、
そ
れ
も
深
く
広
い
変
化
は
、
決

し
て
止
ま
り
ま
せ
ん
。
人
生
１
０
０
年
時
代
な
ら
、
20

歳
前
後
で
社
会
に
出
て
か
ら
約
80
年
あ
り
ま
す
。
人
生

の
途
中
で
何
度
も
大
き
な
変
化
を
経
験
す
る
の
で
す
。

80
年
前
の
日
本
は
戦
争
を
し
て
い
ま
し
た
。60
年
前
は
、

「
三
種
の
神
器
」
と
い
わ
れ
た
白
黒
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
が
急
速
に
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。40
年
前
、

日
本
経
済
は
世
界
最
強
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
女
性

の
寿
退
職
は
ご
く
普
通
で
し
た
。
20
年
前
は
金
融
危
機

の
只た

だ

中な
か

で
す
。
こ
の
辺
り
か
ら
、
生
産
年
齢
人
口
が
減

少
し
始
め
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
言
葉
が
徐
々
に
普
及

し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
経
済
も
雇
用
の
あ
り
方
も
人

口
の
動
き
も
、
数
十
年
の
期
間
を
切
り
取
れ
ば
大
き
な

変
化
を
く
り
返
し
て
い
ま
す
。
過
去
80
年
に
こ
れ
だ
け

の
変
化
が
あ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
次
の
80
年
に
も
同
じ
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く
ら
い
激
し
い
変
化
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。国

民
全
体
で
構
成
す
る
公
的
年
金
保
険
制
度
は
、
保

険
料
に
せ
よ
給
付
に
せ
よ
、
経
済
や
雇
用
の
あ
り
方
、

人
口
な
ど
と
整
合
的
に
設
計
さ
れ
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
制
度
は
、
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
て
変
化
す
る
、

す
な
わ
ち
「
適
合
」
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

現
実
の
制
度
に
お
い
て
は
、
5
年
ご
と
に
「
財
政
検

証
」
が
行
わ
れ
、必
要
と
あ
ら
ば
「
オ
プ
シ
ョ
ン
試
算
」

が
示
さ
れ
て
必
要
な
「
適
合
」
が
議
論
さ
れ
る
と
い
う

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

い
ま
、
行
わ
れ
つ
つ
あ
る「
適
合
」

近
年
の
変
化
の
う
ち
、公
的
年
金
保
険
制
度
の
変
化・

適
合
を
迫
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
は
、
非
正
規
・
短
時
間
労
働
者
へ

の
適
用
の
拡
大
で
す
。
平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
「
就
職

氷
河
期
」
以
降
、
正
規
労
働
を
求
め
て
い
る
の
に
非
正

規
労
働
に
就
か
ざ
る
を
得
な
い
人
が
増
え
ま
し
た
。
非

正
規
の
短
時
間
労
働
者
が
、
農
家
や
自
営
業
主
な
ど
と

同
じ
よ
う
に
1
号
被
保
険
者
に
な
る
場
合
、
将
来
の
低

年
金
の
懸
念
が
強
ま
り
ま
す
。
1
号
被
保
険
者
の
ま
ま

老
後
を
迎
え
る
と
、
被
用
者
と
し
て
生
き
て
き
た
の
に

給
付
は
基
礎
年
金
だ
け
で
す
。
特
に
単
身
者
の
場
合
、

生
活
は
相
当
苦
し
く
な
り
ま
す
。
貧
困
高
齢
者
の
集
団

が
出
現
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
な
っ
て
は
一
大
事
な
の
で
、
近
年
、
短
時
間
労

働
者
に
厚
生
年
金
保
険
な
ど
被
用
者
保
険
の
制
度
を
適

用
す
る
「
適
用
拡
大
」
に
向
け
た
努
力
が
払
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
適
用
拡
大
と
は
、
雇
用
主
が
保
険
料
の
半
分

を
負
担
す
る
こ
と
、
将
来
の
給
付
が
基
礎
年
金
の
ほ
か

に
報
酬
比
例
部
分
が
加
わ
っ
て
増
え
る
こ
と
、
な
ど
を

意
味
し
ま
す
。

２
０
２
０（
令
和
2
）年
の
年
金
制
度
改
革
法
で
も
、

短
時
間
労
働
者
を
被
用
者
保
険
に
入
れ
る
企
業
規
模
要

件
を
「
従
業
員
数
５
０
１
人
以
上
」
か
ら
２
０
２
４
年

10
月
に
は
「
50
人
超
」
と
す
る
こ
と
な
ど
が
、
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
事
例
と
し
て
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
選
択
範
囲
の
拡
大
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。
受
給
開
始
時
期
の
選
択
は
、
人
生
の
後
半
の

重
要
事
項
で
す
。
よ
く
「
支
給
開
始
年
齢
は
65
歳
」
と

い
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
給
付
額
の
計
算
の
基
準
点
が
65

歳
と
い
う
こ
と
で
す
。
従
来
、
60
歳
ま
で
の
繰
上
げ
、

70
歳
ま
で
の
繰
下
げ
が
個
人
の
選
択
に
委
ね
ら
れ
て
き

ま
し
た
。「
支
給
開
始
は
60
～
70
歳
の
範
囲
で
の
自
由

選
択
制
」
と
い
う
方
が
よ
り
正
確
で
す
。
し
か
し
、
寿

命
は
延
び
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
選
択
範
囲
は
よ
り
上

の
年
齢
に
向
か
っ
て
広
が
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
年
金
制
度
改
革
法
が
施
行
さ
れ
る
と
、
繰
下

げ
の
範
囲
が
75
歳
ま
で
に
な
り
ま
す
。
70
歳
ま
で
の
繰

下
げ
な
ら
給
付
は
42
％
増
し
で
す
が
、
75
歳
ま
で
の
繰

下
げ
な
ら
84
％
増
し
に
な
り
ま
す
。
70
代
前
半
の
生
活

を
、
貯
蓄
の
取
崩
し
や
私
的
年
金
の
給
付
、
さ
ら
に
は

年
齢
に
合
わ
せ
た
働
き
方
に
よ
る
勤
労
収
入
で
支
え

て
、
75
歳
以
降
は
よ
り
多
く
の
年
金
給
付
に
よ
っ
て
、

い
わ
ば
長
生
き
リ
ス
ク
に
対
す
る
備
え
を
厚
く
し
て
生

き
て
い
く
、
と
い
う
選
択
肢
を
提
供
す
る
改
正
で
す
。

お
わ
り
に

公
的
年
金
保
険
は
、
日
本
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
、

個
々
人
の
生
活
に
と
っ
て
も
、
非
常
に
重
要
か
つ
規
模

の
大
き
な
制
度
で
す
。
老
後
の
「
安
心
」
の
た
め
の
制

度
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
き
わ
め
て
大
切
な
も
の
で
す
。

国
民
の
老
後
の
生
活
の
安
定
の
た
め
に
こ
う
い
う
制

度
が
用
意
さ
れ
、
か
つ
、
強
制
加
入
で
す
。
な
ぜ
強
制

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
理
由
の
一
つ
は
、
人
間
に
は
近

視
眼
的
と
い
う
「
性
（
さ
が
）」
が
あ
る
こ
と
で
す
。

40
歳
で
50
年
後
の
90
歳
の
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
将
来
の
こ
と
を
思
考
の
な

か
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
人
間
と
い
う
生
き
物
が
得

意
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

個
々
の
国
民
も
日
本
社
会
全
体
も
、
公
的
年
金
保
険

と
い
う
制
度
イ
ン
フ
ラ
を
正
し
く
理
解
し
て
使
い
こ
な

し
、
い
ず
れ
迎
え
る
老
後
の
生
活
の
安
定
の
基
盤
を
構

築
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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１ 

は
じ
め
に

　

 

―
老
齢
厚
生
年
金
と
は
―

日
本
の
公
的
年
金
に
は
、「
老
齢
年
金
」、「
遺
族
年

金
」、「
障
害
年
金
」
の
三
種
類
の
保
障
が
あ
り
、
な
か

で
も
老
齢
年
金
は
老
後
の
生
活
保
障
と
し
て
の
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

会
社
員
や
公
務
員
の
方
は
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

ま
す
の
で
、
基
礎
部
分
で
あ
る
「
老
齢
基
礎
年
金
」
に

加
え
て
「
老
齢
厚
生
年
金
」
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
「
老
齢
厚
生
年
金
」
の
仕
組
み
に
つ
い
て

見
て
い
き
ま
す
。

■
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
要
件
と
年
金
額

老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
条
件
は
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
が
あ
り
、
か
つ
65
歳
以
上
で
あ
る

こ
と
で
す
。
公
的
年
金
と
し
て
は
、
だ
れ
で
も
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
は
、
そ
の
40
年
間
の
う
ち
最
低
で
も
10
年
間

保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
（
免
除
期

間
を
含
む
）。
不
足
す
る
場
合
は
カ
ラ
期
間
※1
を
見
つ

け
る
な
ど
し
て
10
年
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
厚
生

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
同
時
に
国
民
年
金
に
も
加

入
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
10
年
の
う
ち
1
カ
月

で
も
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
期
間
が
あ
れ
ば
老
齢
厚
生

年
金
と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。
10
年
と
い
う
条
件
は
２

０
１
７
（
平
成
29
）
年
8
月
か
ら
適
用
さ
れ
、
そ
れ
ま

で
は
25
年
必
要
で
し
た
。

現
在
の
制
度
に
お
け
る
老
齢
厚
生
年
金
は
60
代
前
半

の
「
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
」（
12
頁
参
照
）
と

「
65
歳
か
ら
の
老
齢
厚
生
年
金
」
に
分
か
れ
ま
す
（
図
表

１
）。
ど
ち
ら
も
報
酬
比
例
部
分
の
老
齢
厚
生
年
金
が

基
本
年
金
額
と
な
り
ま
す
。
報
酬
比
例
の
年
金
と
は
給

与
に
比
例
す
る
と
い
う
意
味
で
給
与
・
賞
与
額
を
ベ
ー

ス
に
標
準
報
酬
月
額
等
が
高
い
ほ
ど
、
ま
た
厚
生
年
金

保
険
の
加
入
期
間
が
長
い
ほ
ど
高
額
に
な
り
ま
す
。
計

算
式
は
図
表
２
の
通
り
で
す
。
平
均
標

準
報
酬
月
額
※3
と
平
均
標
準
報
酬
額
※4

は
生
年
月
日
に
応
じ
た
再
評
価
率
で
算

出
し
ま
す
。
現
在
は
従
前
額
保
証
と

い
っ
て
そ
れ
以
前
の
計
算
式
が
残
っ
て

お
り
、
丈
比
べ
を
し
て
高
額
な
方
を
支

給
す
る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

経
過
的
加
算
額
は
定
額
部
分
に
相
当

※１　カラ期間……�年金額には反映されないが、受給要件の加入期間にできる期間のこと。学生時代や海外在住していた期間など
※２　老齢厚生年金報酬比例部分の計算式……本来水準の計算式。給付乗率は昭和21年4月2日以後生まれの場合
※３　平均標準報酬月額……�加入期間の標準報酬月額の合計額を加入月数で割った額
※４　平均標準報酬額……�加入期間の標準報酬月額と標準賞与額の合計額を加入月数で割った額

図表2　老齢厚生年金報酬比例部分の計算式※２

平均標準報酬月額 × 7.125 ／ 1000 × 2003年3月以前の被保険者期間の月数 
+ 平均標準報酬額 × 5.481 ／ 1000 × 2003年4月以降の被保険者期間の月数

図表1　老齢厚生年金の構成

65歳60歳（受給開始年齢）

報酬比例部分 老齢厚生年金

経過的加算額

加給年金額

定額部分 老齢基礎年金

特別支給の
老齢厚生年金

出典：�日本年金機構『老齢年金ガイド』より一部
修正して掲載

解 説
1

「
老
齢
厚
生
年
金
」
の
仕
組
み
を
理
解
し
よ
う

オ
フ
ィ
ス
・
椿 

代
表 

社
会
保
険
労
務
士　

清
水
典
子
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す
る
額
か
ら
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
期
間
だ
け
で
受
け

取
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
を
差
し
引
い
た
額
で
、
定
額
部

分
に
相
当
す
る
額
が
老
齢
基
礎
年
金
を
上
回
る
場
合
、

差
額
分
を
補
う
意
味
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
家
族

構
成
や
そ
の
ほ
か
の
条
件
に
よ
り
加
給
年
金
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

加
給
年
金
は
家
族
手
当
の
よ
う
な
も
の
で
、
扶
養
し

て
い
る
配
偶
者
や
子
ど
も
が
い
る
と
加
算
さ
れ
ま
す
。

厚
生
年
金
保
険
の
加
入
期
間
が
20
年
あ
る
こ
と
が
条
件

で
す
。
ど
ち
ら
も
有
期
年
金
で
配
偶
者
が
65
歳
に
な
る

と
終
了
、
子
ど
も
は
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
間

の
子
で
す
（
障
害
等
で
20
歳
未
満
ま
で
延
長
あ
り)

。

老
齢
厚
生
年
金
の
額
を
自
分
で
計
算
す
る
こ
と
は
困
難

で
す
の
で
、
毎
年
誕
生
月
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
届
く

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
参
考
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
※5
で
見
込
額
が
算
出
で

き
ま
す
。
令
和
3
年
度
に
お
け
る
厚
生
年
金
の
平
均
月

額
は
22
万
４
９
６
円
※6
で
す
。

厚
生
年
金
の
年
金
額
は
厚
生
年
金
の
加
入
月
数
が
影

響
し
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
適
用
拡
大
に
よ
り
パ
ー
ト
タ

イ
ム
の
方
も
途
中
か
ら
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
に
な
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
被
保
険
者
が
い
つ
資
格
を

取
得
し
、
い
つ
喪
失
し
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
厚
生
年

金
の
年
金
額
の
計
算
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
適
切

に
取
得
届
・
喪
失
届
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
届
出

が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
な
い
と
、
被
保
険
者
が
不
利
益

を
被
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

２ 

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

65
歳
か
ら
受
け
取
る
老
齢
厚
生
年
金
と
は
別
に
、
65

歳
前
に
受
け
取
る
「
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
」
が

あ
り
ま
す
。
男
性
は
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
４
月
１

日
以
前
生
ま
れ
の
方
、
女
性
は
１
９
６
６
（
昭
和
41
）

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
が
対
象
で
す（
図
表
３
）。

ま
た
、
対
象
者
の
生
年
月
日
に
よ
り
受
給
開
始
の
年

齢
が
異
な
り
、
定
額
部
分
が
加
算
さ
れ
る
方
も
い
ま
し

た
。定

額
部
分
は
一
定
の
額
に
給
付
乗
率
と
厚
生
年
金
保

険
の
加
入
期
間
（
上
限
あ
り
）
を
乗
じ
た
も
の
で
、
老

齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
ま
で
の
間
、
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。
受
給
の
条
件
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

３ 

繰
上
げ
・
繰
下
げ
受
給
の
仕
組
み

老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
開
始
年
齢

は
原
則
65
歳
で
す
が
、
繰
り
上
げ
て
受
け
取
る
（
早
め

に
受
け
取
る
）
こ
と
や
繰
り
下
げ
る
（
遅
め
に
受
け
取

る
）
こ
と
が
可
能
で
す
。
繰
上
げ
は
60
歳
か
ら
可
能
で

1
カ
月
ご
と
に
０・５
％
減
額
さ
れ
た
年
金
額
と
な
り
、

そ
の
減
額
さ
れ
た
年
金
額
で
生
涯
受
給
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
繰
下
げ
は
65
歳
か
ら
最
低
1
年

間
受
給
す
る
の
を
待
ち
、
66
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
間
に

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
1
カ
月
に
つ
き
０
・
７
％
増

額
し
た
年
金
額
を
繰
下
げ
後
か
ら
生
涯
受
給
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
月
ご
と
の
減
額
率
・
増
額
率
に
合

わ
せ
た
受
給
率
は
図
表
４
の
通
り
で
す
。
老
齢
基
礎
年

金
だ
け
の
人
は
65
歳
で
受
け
取
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
の

見
込
み
額
に
受
給
率
表
に
あ
る
受
給
し
た
い
年
齢
と
月

齢
を
あ
て
は
め
て
計
算
す
れ
ば
、
年
金
額
が
わ
か
り
ま

す
。
し
か
し
、
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
期
間
が
あ
る
人

は
計
算
が
も
う
少
し
複
雑
に
な
り
ま
す
。

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金（
報
酬
比
例
部
分
の
み
）

を
受
け
取
れ
る
方
と
65
歳
か
ら
の
老
齢
厚
生
年
金
だ
け

の
方
の
繰
上
げ
の
例
を
み
て
い
き
ま
す
。（
図
表
５
）。

年
金
太
郎
さ
ん
の
場
合
、60
歳
で
繰
上
げ（
Ｂ
パ
タ
ー

ン
）
を
す
る
と
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
通
常

よ
り
３
年
早
く
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
（
０
・
５
％
×

※５　ねんきんネット……ウェブサイトで自身の年金情報を確認できる、日本年金機構のサービス（https://www.nenkin.go.jp/n_net）
※６　22万496円……�平均的な収入（平均標準報酬43.9万円）で40年就業した令和3年度のモデル年金。夫が厚生年金に加入して男子の平均的な賃金で40年間

就業し、その配偶者が40年間専業主婦であった夫婦に給付される夫婦2人の基礎年金と夫の厚生年金の合計額

出典：日本年金機構『老齢年金ガイド』より一部修正して掲載

図表3　特別支給の老齢厚生年金の受給開始年齢

60歳 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳

60歳 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳

【昭和16年（女性は昭和21年）4月2日以降に生まれた方】

男性の場合
昭和16年4月2日～
昭和18年4月1日に
生まれた方

女性の場合
昭和21年4月2日～
昭和23年4月1日に
生まれた方

昭和18年4月2日～
昭和20年4月1日に
生まれた方

昭和23年4月2日～
昭和25年4月1日に
生まれた方

昭和20年4月2日～
昭和22年4月1日に
生まれた方

昭和25年4月2日～
昭和27年4月1日に
生まれた方

昭和22年4月2日～
昭和24年4月1日に
生まれた方

昭和27年4月2日～
昭和29年4月1日に
生まれた方

昭和24年4月2日～
昭和28年4月1日に
生まれた方

昭和29年4月2日～
昭和33年4月1日に
生まれた方

昭和28年4月2日～
昭和30年4月1日に
生まれた方

昭和33年4月2日～
昭和35年4月1日に
生まれた方

昭和30年4月2日～
昭和32年4月1日に
生まれた方

昭和35年4月2日～
昭和37年4月1日に
生まれた方

昭和32年4月2日～
昭和34年4月1日に
生まれた方

昭和37年4月2日～
昭和39年4月1日に
生まれた方

昭和34年4月2日～
昭和36年4月1日に
生まれた方

昭和39年4月2日～
昭和41年4月1日に
生まれた方

昭和36年4月2日
以降に生まれた方

昭和41年4月2日
以降に生まれた方

老齢厚生年金

老齢基礎年金

報酬比例部分

定額部分

老齢厚生年金

老齢基礎年金

報酬比例部分

定額部分

老齢厚生年金

老齢基礎年金

報酬比例部分

定額部分

老齢厚生年金

老齢基礎年金

報酬比例部分

定額部分

老齢厚生年金

老齢基礎年金

報酬比例部分

老齢厚生年金

老齢基礎年金

報酬比例部分

老齢厚生年金

老齢基礎年金

報酬比例部分

老齢厚生年金

老齢基礎年金

報酬比例部分

老齢厚生年金

老齢基礎年金

報酬
比例部分

老齢厚生年金

老齢基礎年金
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る
資
格
が
あ
り
、
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
期
間
が
1
年

以
上
で
あ
る
こ
と
で
す
。
受
給
開
始
年
齢
と
な
る
3
カ

月
前
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金
請
求
書
が
届
く
の

で
、
添
付
書
類
等
を
準
備
し
て
提
出
し
ま
す
。
誕
生
日

の
前
日
か
ら
提
出
が
可
能
で
す
。

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
に
は
、
繰
下
げ
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
。
手
続
き
を
遅
ら
せ
て
も
、
年
金
額
そ
の

も
の
が
増
額
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
在
職
老
齢

年
金
で
年
金
が
停
止
に
な
っ
た
分
が
、
退
職
後
に
請
求

す
る
こ
と
に
よ
り
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
給
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
部
で
も
受
給
で
き
る
場
合
は
請
求

を
し
て
お
か
な
い
と
、
時
効
（
5
年
）
が
あ
り
ま
す
の

で
、
受
給
し
そ
び
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
受
給
開
始
年

齢
で
請
求
し
て
お
く
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。
特
別
支
給
の

老
齢
厚
生
年
金
は
65
歳
で
終
了
し
、
引
き
続
き
65
歳
か

ら
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
が
始
ま
り
ま
す
。

３ 

繰
上
げ
・
繰
下
げ
受
給
の
仕
組
み

老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
開
始
年
齢

は
原
則
65
歳
で
す
が
、
繰
り
上
げ
て
受
け
取
る
（
早
め

に
受
け
取
る
）
こ
と
や
繰
り
下
げ
る
（
遅
め
に
受
け
取

る
）
こ
と
が
可
能
で
す
。
繰
上
げ
は
60
歳
か
ら
可
能
で

1
カ
月
ご
と
に
０・５
％
減
額
さ
れ
た
年
金
額
と
な
り
、

そ
の
減
額
さ
れ
た
年
金
額
で
生
涯
受
給
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
繰
下
げ
は
65
歳
か
ら
最
低
1
年

間
受
給
す
る
の
を
待
ち
、
66
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
間
に

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
1
カ
月
に
つ
き
０
・
７
％
増

額
し
た
年
金
額
を
繰
下
げ
後
か
ら
生
涯
受
給
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
月
ご
と
の
減
額
率
・
増
額
率
に
合

わ
せ
た
受
給
率
は
図
表
４
の
通
り
で
す
。
老
齢
基
礎
年

金
だ
け
の
人
は
65
歳
で
受
け
取
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
の

見
込
み
額
に
受
給
率
表
に
あ
る
受
給
し
た
い
年
齢
と
月

齢
を
あ
て
は
め
て
計
算
す
れ
ば
、
年
金
額
が
わ
か
り
ま

す
。
し
か
し
、
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
期
間
が
あ
る
人

は
計
算
が
も
う
少
し
複
雑
に
な
り
ま
す
。

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金（
報
酬
比
例
部
分
の
み
）

を
受
け
取
れ
る
方
と
65
歳
か
ら
の
老
齢
厚
生
年
金
だ
け

の
方
の
繰
上
げ
の
例
を
み
て
い
き
ま
す
。（
図
表
５
）。

年
金
太
郎
さ
ん
の
場
合
、60
歳
で
繰
上
げ（
Ｂ
パ
タ
ー

ン
）
を
す
る
と
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
通
常

よ
り
３
年
早
く
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
（
０
・
５
％
×

63歳 65歳

妻が65歳

60歳
82％

65歳

妻が65歳

63歳 65歳

妻が65歳

70％

100％

88％

63歳 65歳
88％

88％

65歳

60歳
70％

65歳

70％

60歳

60歳

63歳

63歳 63歳

60歳

60歳

特別支給の老齢厚生年金を
受給する人の繰上げ
年金太郎さん
（昭和34年３月３日生まれ、配偶者が年下）の例

65歳からの老齢厚生年金を
受給する人の繰上げ
年金次郎さん
（昭和37年3月3日生まれ、独身）の例

A 通常の受給

老齢厚生年金

加給
年金 一生涯

老齢基礎年金

報酬
比例部分

報酬
比例部分

B 60歳で繰上げ

老齢厚生年金

加給
年金 一生涯

老齢基礎年金

C 63歳で繰上げ

老齢厚生年金

加給
年金 一生涯

老齢基礎年金

老齢厚生年金
一生涯

老齢基礎年金

D 通常の受給

老齢厚生年金
一生涯

老齢基礎年金

E 60歳で繰上げ

老齢厚生年金
一生涯

老齢基礎年金

F 63歳で繰上げ

図表5　（特別支給の）老齢厚生年金を受給する人の繰上げの例

※筆者作成

出典：日本年金機構『老齢年金ガイド』

（数字は％）
月

年齢 0カ月 1カ月 2カ月 3カ月 4カ月 5カ月 6カ月 7カ月 8カ月 9カ月 10カ月11カ月

繰
上
げ
受
給

60歳 70 70.5 71 71.5 72 72.5 73 73.5 74 74.5 75 75.5
61歳 76 76.5 77 77.5 78 78.5 79 79.5 80 80.5 81 81.5
62歳 82 82.5 83 83.5 84 84.5 85 85.5 86 86.5 87 87.5
63歳 88 88.5 89 89.5 90 90.5 91 91.5 92 92.5 93 93.5
64歳 94 94.5 95 95.5 96 96.5 97 97.5 98 98.5 99 99.5
65歳 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

繰
下
げ
受
給

66歳 108.4 109.1 109.8 110.5 111.2 111.9 112.6 113.3 114 114.7 115.4 116.1
67歳 116.8 117.5 118.2 118.9 119.6 120.3 121 121.7 122.4 123.1 123.8 124.5
68歳 125.2 125.9 126.6 127.3 128 128.7 129.4 130.1 130.8 131.5 132.2 132.9
69歳 133.6 134.3 135 135.7 136.4 137.1 137.8 138.5 139.2 139.9 140.6 141.3
70歳 142（以降同じです）

図表4　�昭和16年4月2日以降に生まれた方の繰上げ・�
繰下げ受給の受給率（老齢基礎年金）
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36
ヵ
月
＝
18
％
減
額
）、
63
歳
で
受
給
す
る
額
の
82
％

に
な
り
ま
す
。
一
方
、
老
齢
基
礎
年
金
は
5
年
早
く
受

け
取
る
こ
と
に
な
り
（
０
・
５
％
×
60
ヵ
月
＝
30
％
減

額
）65
歳
で
受
給
す
る
額
の
70
％
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

63
歳
で
繰
上
げ
（
Ｃ
パ
タ
ー
ン
）
す
る
と
、
特
別
支
給

の
老
齢
厚
生
年
金
は
受
給
開
始
年
齢
が
き
て
い
る
の

で
、
減
額
さ
れ
ず
に
１
０
０
％
の
年
金
額
で
受
け
取
れ

ま
す
。
一
方
、
老
齢
基
礎
年
金
は
2
年
早
く
受
け
取
る

こ
と
に
な
り
（
０
・
５
％
×
24
ヵ
月
＝
12
％
減
額
）
65

歳
で
受
給
す
る
額
の
88
％
に
な
り
ま
す
。

年
金
次
郎
さ
ん
の
場
合
、60
歳
で
繰
上
げ
（
Ｅ
パ
タ
ー

ン
）
を
す
る
と
、
老
齢
厚
生
年
金
も
老
齢
基
礎
年
金
も

通
常
よ
り
5
年
早
く
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
（
０
・
５
％

×
60
ヵ
月
＝
30
％
減
額
）
65
歳
で
受
給
す
る
額
の
70
％

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
63
歳
で
繰
上
げ
（
Ｆ
パ
タ
ー
ン
）

す
る
と
、
老
齢
厚
生
年
金
も
老
齢
基
礎
年
金
も
2
年
早

く
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
（
０
・
５
％
×
24
ヵ
月
＝
12
％

減
額
）
65
歳
で
受
給
す
る
額
の
88
％
に
な
り
ま
す
。
ど

ち
ら
の
場
合
の
繰
上
げ
も
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生

年
金
は
必
ず
セ
ッ
ト
で
繰
上
げ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
繰
上
げ
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
老
齢
厚
生
年
金

は
在
職
老
齢
年
金
（
15
頁
参
照
）の
対
象
に
な
り
ま
す
の

で
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
中
の
方
は
、
繰
上
げ
請
求

で
年
金
額
そ
の
も
の
が
減
額
さ
れ
、
さ
ら
に
在
職
老
齢

年
金
で
給
与
等
が
高
け
れ
ば
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す

の
で
、多
く
の
場
合
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

図
表
５
の
年
金
太
郎
さ
ん
の
よ
う
に
、
加
給
年
金
は

厚
生
年
金
を
繰
り
上
げ
て
も
、
65
歳
ま
で
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
障
害
年
金
に
該
当
す
る
よ
う
に
な
っ

て
も
障
害
年
金
を
請
求
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

次
に
、
老
齢
厚
生
年
金
の
繰
下
げ
に
つ
い
て
み
て
い

き
ま
す
。
繰
下
げ
の
仕
組
み
も
繰
下
げ
の
時
期
や
生
年

月
日
に
よ
り
異
な
る
た
め
、
こ
こ
で
は
２
０
０
７
（
平

成
19
）
年
4
月
以
降
に
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
が
発

生
し
た
方
で
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
4
月
2
日
後
に

生
ま
れ
た
方
の
例
を
み
て
み
ま
す
（
図
表
６
）。
老
齢

厚
生
年
金
の
繰
下
げ
と
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
下
げ
請
求

は
、
①
同
時
に
請
求
す
る
、
②
別
々
に
請
求
す
る
、
③

片
方
だ
け
を
繰
下
げ
し
て
、
残
り
は
65
歳
か
ら
受
け
取

る
、
と
い
う
三
つ
の
な
か
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
繰
下
げ
の
意
思
が
あ
り
待
機
し
て
い
た

が
、ま
と
ま
っ
た
年
金
（
現
金
）
が
必
要
に
な
る
な
ど
、

事
情
が
変
わ
っ
た
際
に
は
65
歳
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
経
過

し
た
分
の
年
金
を
ま
と
め
て
受
給
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
た
だ
し
過
去
に
お
い
て
も
、
将
来
に
お
い
て
も
増

額
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
繰
下
げ
請
求
に
は

い
く
つ
か
の
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。
老
齢
厚
生
年
金
と

合
わ
せ
て
加
給
年
金
が
受
け
取
れ
る
人
は
老
齢
基
礎
年

金
だ
け
を
繰
り
下
げ
る
、
老
齢
基
礎
年
金
と
合
わ
せ
て

振
替
加
算
※7
が
受
け
取
れ
る
人
は
老
齢
厚
生
年
金
だ
け

を
繰
り
下
げ
る
（
③
の
パ
タ
ー
ン
）
な
ど
の
組
み
合
わ

せ
を
検
討
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
加
給
年
金
や
振
替

加
算
は
繰
下
げ
と
同
時
に
発
生
し
、
繰
下
げ
に
よ
る
増

額
は
な
い
た
め
で
す
。

ま
た
、
以
下
の
点
に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
厚
生
年

金
基
金
※8
が
あ
る
人
は
、
老
齢
厚
生
年
金
の
繰
下
げ
と

同
時
に
繰
り
下
げ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
繰

下
げ
待
機
中
に
、
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
の
受
給
の
権

利
が
で
き
る
と
増
額
率
は
そ
の
時
点
ま
で
で
計
算
さ
れ

ま
す
。
自
分
が
希
望
し
た
通
り
の
年
齢
で
繰
下
げ
請
求

で
き
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
家
計
全
体
で
み
※７　振替加算……�配偶者加給年金が終了すると、相手側に加算が振替わることから「振替加算」と呼ぶ。生年月日に応じた加算がつき昭和 41年 4月 1日

以前生まれの方が対象。厚生年金保険および共済組合等の加入期間を合わせて 20年未満であることが条件
※８　厚生年金基金……老齢厚生年金の一部を代行し、企業独自の上乗せ給付を行う公法人

図表6　繰下げのバリエーション

※筆者作成

65歳 70歳
142％

142％

65歳 69歳
133.6％

100％

100％

65歳 67歳 69歳
133.6％

116.8％

① 同時に請求（配偶者が５歳年下の場合）

老齢厚生年金
一生涯

老齢基礎年金

② 別々に請求

③ 片方だけ請求（振替加算が受給できる人の場合）

老齢厚生年金
一生涯

老齢基礎年金

老齢厚生年金
一生涯

老齢基礎年金

繰下げ待機中

繰下げ待機中

加給年金（受け取らずに終了）

振替加算
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加
算
は
繰
下
げ
と
同
時
に
発
生
し
、
繰
下
げ
に
よ
る
増

額
は
な
い
た
め
で
す
。

ま
た
、
以
下
の
点
に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
厚
生
年

金
基
金
※8
が
あ
る
人
は
、
老
齢
厚
生
年
金
の
繰
下
げ
と

同
時
に
繰
り
下
げ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
繰

下
げ
待
機
中
に
、
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
の
受
給
の
権

利
が
で
き
る
と
増
額
率
は
そ
の
時
点
ま
で
で
計
算
さ
れ

ま
す
。
自
分
が
希
望
し
た
通
り
の
年
齢
で
繰
下
げ
請
求

で
き
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
家
計
全
体
で
み

る
と
き
に
社
会
保
険
料
（
介
護
保
険
料
、
健
康
保
険
料

等
）
や
地
方
税
は
年
金
を
含
む
年
収
に
応
じ
て
決
ま
る

た
め
、
繰
下
げ
の
効
果
と
し
て
収
入
も
増
え
ま
す
が
、

支
出
も
増
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
に
よ
り
寿
命
が
異
な
る
の
で
い
つ
か
ら
受
給
す
る

の
が
よ
い
か
の
判
断
は
む
ず
か
し
い
の
で
す
が
、
繰
上

げ
も
繰
下
げ
も
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で

十
分
考
慮
し
て
選
択
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

繰
上
げ
は
年
金
請
求
書
が
届
く
の
を
待
た
ず
に
受
給

を
希
望
す
る
と
き
に
申
請
し
ま
す
。
繰
下
げ
は
65
歳
の

と
き
に
届
く
年
金
請
求
書(

は
が
き)

に
繰
下
げ
の
意

思
表
示
を
し
て
お
き
、
受
給
し
た
い
と
き
が
来
た
時
点

で
申
請
し
ま
す
。
事
前
申
請
等
は
不
要
で
す
。
な
お
、

法
改
正
に
よ
り
２
０
２
２
年
4
月
か
ら
繰
上
げ
受
給
の

減
額
率
が
１
カ
月
あ
た
り
０
・
５
％
か
ら
０
・
４
％
に
、

繰
下
げ
請
求
の
年
齢
は
75
歳
ま
で
延
長
さ
れ
（
1
カ
月

あ
た
り
の
増
額
率
は
０
・
７
％
で
変
わ
ら
ず
）
最
大
で

84
％
の
増
額
率
と
な
り
ま
す
。

４ 

在
職
老
齢
年
金

在
職
老
齢
年
金
と
は
、
60
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
間
に

働
き
な
が
ら
（
厚
生
年
金
に
加
入
し
な
が
ら
）
老
齢
厚

生
年
金(

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
も
含
む)

を
受

け
取
る
場
合
に
、
年
金
額
と
給
与
・
賞
与
の
合
計
額
が

一
定
以
上
に
な
る
と
年
金
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
支
給

図表7　在職老齢年金の計算方法

出典：日本年金機構『老齢年金ガイド』

〈計算方法〉
在職老齢年金制度による調整後の年金受給月額＝
計算方法①：基本月額－（総報酬月額相当額＋基本月額－28万円）÷２
計算方法②：基本月額－総報酬月額相当額÷２
計算方法③：基本月額－｛（47万円＋基本月額－28万円）÷２＋（総報酬月額相当額－47万円）｝
計算方法④：基本月額－｛47万円÷２＋（総報酬月額相当額－47万円）｝

■60歳から65歳になるまでの在職老齢年金の計算方法

■65歳以降の在職老齢年金の計算方法

基本月額

基本月額

基本月額と総報酬月額相当額の合計額が28万円以下ですか？

基本月額と総報酬月額相当額の合計額が47万円以下ですか？

在職老齢年金制度による調整後の年金受給月額 ＝基本月額－（基本月額＋総報酬月額相当額－47万円）÷２

総報酬月額相当額が
47万円以下ですか？

基本月額が28万円以下ですか？

基本月額が28万円以下ですか？

全額支給

全額支給

計算方法①へ

一部または全額支給停止

計算方法②へ

計算方法③へ

計算方法④へ

➡ 加給年金額を除いた特別支給の老齢厚生年金の月額

➡ 加給年金額を除いた老齢厚生年金（報酬比例部分）の月額

（日本年金機構と共済組合等から複数の老齢厚生年金（退職共済年金）がある場合には、すべての老齢厚生年金の額を合計したものの月額）

※70歳以上の方は、厚生年金保険に加入しないため、標準報酬月額に相当する額、標準賞与額に相当する額となります。

総報酬月額相当額

総報酬月額相当額

➡ （その月の標準報酬月額）＋（その月以前１年間の標準賞与額の合計）÷12

➡ （その月の標準報酬月額※）＋（その月以前１年間の標準賞与額※の合計）÷12

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい いいえ
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停
止
と
な
る
制
度
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

70
歳
以
降
も
勤
務
を
継
続
し
て
い
る
場
合
は
厚
生
年

金
の
保
険
料
は
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
在
職
老
齢
年
金

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
計
算
方
法
は
60
代
前
半
と
後
半

で
異
な
り
、
図
表
７
の
計
算
方
法
に
よ
り
老
齢
厚
生
年

金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
計
算
の
手
順

1 �

基
本
月
額
を
算
出
す
る
…
対
象
と
な
る
年
金
額
を

12
で
割
り
月
額
を
算
出

2 �

総
報
酬
月
額
相
当
額
を
算
出
す
る
…
そ
の
月
の
標

準
報
酬
月
額
と
そ
の
月
以
前
の
1
年
間
に
受
け
た

標
準
賞
与
額
の
合
計
を
12
で
割
り
1
カ
月
分
を
算
出

3 �

1+

2
が
28
万
円
、
ま
た
は
47
万
円
を
超
え
る
か

判
断
し
、
超
え
る
場
合
に
は
図
表
７
計
算
方
法
①

〜
④
を
計
算

4 �

老
齢
厚
生
年
金
月
額

−

支
給
停
止
額
＝
在
職
老
齢

年
金
（
月
額
）

　

 

※�

マ
イ
ナ
ス
の
場
合
は
加
給
年
金
も
含
め
て
全
額

支
給
停
止
。
経
過
的
加
算
額
の
み
支
給
。

5 �

一
部
支
給
の
場
合
で
加
給
年
金
が
加
算
さ
れ
る
人

は
加
給
年
金
額
（
月
額
）
を
加
え
る
。

　

 

※�

加
給
年
金
の
額
は
在
職
老
齢
年
金
の
仕
組
み
に

よ
り
減
額
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

■
60
代
前
半
の
在
職
老
齢
年
金

支
給
停
止
の
対
象
と
な
る
の
は
、
特
別
支
給
の
老
齢

厚
生
年
金
で
す
。
繰
上
げ
し
た
場
合
の
老
齢
基
礎
年
金

は
全
額
支
給
さ
れ
ま
す
。
基
本
月
額
と
総
報
酬
月
額
相

当
額
の
合
計
額
が
28
万
円
※9
に
達
す
る
ま
で
は
支
給
停

止
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
60
代
後
半
以
降
の
在
職
老
齢
年
金

支
給
停
止
の
対
象
と
な
る
の
は
、
加
給
年
金
、
経
過

的
加
算
を
除
く
老
齢
厚
生
年
金
で
す
。
老
齢
基
礎
年
金

は
全
額
支
給
さ
れ
ま
す
。
基
本
月
額
と
総
報
酬
月
額
相

当
額
の
合
計
額
が
47
万
円
※10
に
達
す
る
ま
で
は
支
給
停

止
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
共
通
の
ル
ー
ル

厚
生
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
厚
生
年
金

基
金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
と
仮
定
し
た
場
合
の
老

齢
厚
生
年
金
額
で
計
算
し
ま
す
。

在
職
中
は
給
与
や
賞
与
の
額
が
増
減
す
る
と
総
報
酬

月
額
相
当
額
も
変
動
し
、支
給
停
止
額
が
変
わ
り
ま
す
。

年
金
額
も
月
ご
と
に
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
改
定

さ
れ
る
場
合
は
年
金
額
変
更
通
知
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
年
金
額
が
決
定
し
た
後
も
在
職
中
は
厚

生
年
金
保
険
料
が
毎
月
控
除
さ
れ
ま
す
。
控
除
さ
れ
て

い
る
厚
生
年
金
保
険
料
は
厚
生
年
金
額
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
退
職
時
改
定
と

い
い
、
退
職
後
1
カ
月
以
内
に
再
就
職
し
な
か
っ
た
こ

と
を
確
認
後
、
在
職
中
の
被
保
険
者
期
間
等
を
加
え
て

年
金
額
が
再
計
算
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
在
職
中
の
場
合
も
65
歳
時
、
70
歳
時
で
再
計
算
が

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
法
改
正
に
よ
り
２
０
２
２
年
4
月

以
降
65
歳
以
上
の
在
職
老
齢
年
金
は
在
職
定
時
改
定
に

よ
り
毎
年
再
計
算
さ
れ
ま
す
。

60
歳
以
降
も
働
く
人
に
と
っ
て
は
、
収
入
が
増
え
る

ほ
ど
年
金
が
減
っ
て
い
く
こ
と
は
、
働
く
こ
と
に
対
す

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
2
０
２
０
年
の
年
金
制
度
改
正
に
よ
り
２
０
２
２

年
4
月
か
ら
60
代
前
半
の
在
職
老
齢
年
金
の
支
給
停
止

調
整
開
始
額
（
28
万
円
）
は
、
60
代
後
半
の
在
職
老
齢

年
金
の
支
給
停
止
調
整
額
（
47
万
円
）
に
合
わ
せ
統
一

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
在
職
老
齢
年
金
に
よ
る
停
止

額
を
気
に
せ
ず
に
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
が
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

５ 

お
わ
り
に

２
０
２
１
年
4
月
1
日
に
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
が
施
行
さ
れ
、
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
措
置
が
努
力

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
急
激
に
進
展
す

る
な
か
で
、
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
年
金
制
度
も
来
年
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

改
正
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
ら
の
働
き

方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
年
金
を
い
つ
か

ら
ど
の
よ
う
な
形
で
受
け
取
る
の
か
を
選
択
す
る
時
代

に
な
り
ま
し
た
。
従
業
員
の
み
な
さ
ま
が
退
職
前
か
ら

年
金
制
度
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
得
て
、
よ
り
豊
か

な
人
生
を
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

※９　28万円……支給停止調整開始額（年金がカットされるボーダーライン）で令和3年度の額
※10　47万円……支給停止調整額（年金がカットされるボーダーライン）で令和3年度の額
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重
要
性
が
増
す
自
助
努
力
の
資
産
形
成

公
的
年
金
の
給
付
水
準
の
長
期
的
な
引
下
げ
が
見
込

ま
れ
る
な
か
で
は
、
公
的
年
金
以
外
の
老
後
の
備
え
が

重
要
で
す
。
政
府
は
企
業
年
金・個
人
年
金
を
拡
充
し
、

個
人
の
自
助
努
力
を
後
押
し
す
る
政
策
を
進
め
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
近
年
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
「
確

定
拠
出
年
金
（
Ｄ
Ｃ
：D

efined Contribution

）」

で
す
。
２
０
１
６（
平
成
28
）年
の
制
度
改
正
で
は
、「
個

人
型
Ｄ
Ｃ
（
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
：
イ
デ
コ
）」
へ
の
加
入
対

象
者
の
拡
大
や
中
小
企
業
向
け
制
度
の
整
備
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
に

成
立
し
た
改
正
法
に
よ
り
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ
・
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ

ｏ
双
方
の
加
入
可
能
年
齢
の
引
上
げ
や
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ

加
入
者
の
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
加
入
要
件
の
緩
和
な
ど
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
部
の
企
業
年
金
加
入
者

に
つ
い
て
は
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
拠
出
限
度
額
の
見
直
し

も
実
施
さ
れ
ま
す
。

企
業
や
個
人
が
Ｄ
Ｃ
を
利
用
で
き
る
機
会
が
広
が

り
、
老
後
に
向
け
た
自
助
に
よ
る
資
産
形
成
を
実
践
で

き
る
環
境
は
整
備
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、

Ｄ
Ｃ
の
制
度
概
要
や
近
年
の
制
度
改
正
の
動
向
を
確
認

し
ま
す
。
ま
た
、
企
業
が
Ｄ
Ｃ
を
利
用
す
る
う
え
で
カ

ギ
と
な
る
従
業
員
へ
の
投
資
教
育
に
つ
い
て
も
、
考
察

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

企
業
型
Ｄ
Ｃ
と
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
概
要

Ｄ
Ｃ
は
、
加
入
者
自
身
が
掛
金
を
運
用
し
、
掛
金
と

運
用
収
益
の
合
計
を
年
金
資
産
と
し
て
受
け
取
る
制
度

で
す
。
加
入
者
は
、
提
示
さ
れ
た
運
用
商
品
（
定
期
預

金
、
保
険
商
品
、
投
資
信
託
︿
以
下
、「
投
信
」﹀）
の

な
か
か
ら
一
つ
以
上
を
選
択
し
、
掛
金
の
配
分
割
合
を

指
示
し
ま
す
。
企
業
が
掛
金
を
拠
出
す
る
「
企
業
型
Ｄ

Ｃ
」と
、個
人
が
任
意
で
加
入
し
掛
金
を
拠
出
す
る「
個

人
型
Ｄ
Ｃ
」
が
あ
り
ま
す
。

Ｄ
Ｃ
の
最
大
の
特
徴
は
節
税
効
果
の
高
さ
で
あ
り
、

三
段
階
で
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
第
一
は

拠
出
時
で
、
拠
出
し
た
掛
金
は
全
額
が
所
得
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
第
二
は
運
用
時
で
、
通
常
の
貯
蓄
で

あ
れ
ば
金
融
商
品
の
運
用
益
に
は
税
が
課
さ
れ
ま
す

が
、
Ｄ
Ｃ
を
通
じ
た
運
用
益
は
非
課
税
で
す
。
第
三
は

受
給
時
で
、
年
金
収
入
は
税
法
上
雑
所
得
と
さ
れ
る
も

の
の
手
厚
い
公
的
年
金
等
控
除
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
離
職
時
や
転
職
時
に
企
業
型
Ｄ
Ｃ
や
「
確
定

給
付
型
年
金
（
Ｄ
Ｂ
：D

efined Benefit

）」
と
ｉ

Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
間
で
の
資
産
移
管
（
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
）

が
一
部
の
ケ
ー
ス
を
除
き
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大

き
な
特
徴
で
、
多
様
な
働
き
方
に
対
応
し
た
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｄ
Ｃ
で
積
み
上
げ
た
資
産

は
60
歳
以
降
に
な
ら
な
い
と
受
け
取
れ
ず
、
中
途
引
出

し
が
で
き
な
い
点
に
注
意
が
必
要
で
す
。

解 説
2

制
度
拡
充
に
よ
り
企
業
の
利
用
機
会
が
広
が
る

「
企
業
型
Ｄ
Ｃ
」
と
「
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
」大

和
総
研 

政
策
調
査
部　

佐
川
あ
ぐ
り
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Ｄ
Ｃ
制
度
拡
充
の
転
機
と
な
っ
た

２
０
１
６
年
制
度
改
正

Ｄ
Ｃ
は
２
０
０
１
年
に
確
定
拠
出
年
金
法
が
成
立
し

た
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
、
２
０
１
２
年
か
ら
企
業
型
Ｄ

Ｃ
で
マ
ッ
チ
ン
グ
拠
出
制
度
（
従
業
員
が
事
業
主
拠
出

に
追
加
し
て
拠
出
で
き
る
仕
組
み
）
が
導
入
さ
れ
る
な

ど
の
制
度
改
正
が
あ
り
ま
し
た
（
図
表
１
）。

そ
し
て
２
０
１
６
年
に
、
制
度
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ

ま
し
た
。
最
大
の
注
目
点
は
、
個
人
型
Ｄ
Ｃ
の
加
入
対

象
者
の
拡
大
で
す
。
そ
れ
以
前
、
個
人
型
Ｄ
Ｃ
の
対
象

者
は
、
自
営
業
者
や
企
業
年
金
の
な
い
会
社
員
に
限
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
：
イ
デ
コ
」
と

い
う
愛
称
が
付
さ
れ
、
２
０
１
７
年
1
月
か
ら
は
、
原

則
と
し
て
す
べ
て
の
成
人
国
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
く
、
２
０
１

６
年
末
に
30
・
６
万
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ

ｏ
の
加
入
者
数
は
２
０
２
０
年
末
に
は
１
８
１
・
７
万

人
と
な
り
、
４
年
間
で
約
６
倍
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
１
６
年
に
は
中
小
企
業
向
け
の
制
度
が

二
つ
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
が「
簡
易
型
Ｄ
Ｃ
」で
、

導
入
時
に
必
要
な
書
類
や
業
務
報
告
書
が
簡
素
化
さ
れ

た
企
業
型
Ｄ
Ｃ
で
す
。
も
う
一
つ
が
「
中
小
事
業
主
掛

金
納
付
制
度（
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
＋：イ
デ
コ
プ
ラ
ス
）」で
、

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
に
加
入
す
る
従
業
員
の
掛
金
に
事
業
主
が

追
加
的
に
掛
金
を
拠
出
で
き
る
制
度
で
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
改
正
の
背
景
に
は
、
適
格
退
職
年
金

や
厚
生
年
金
基
金
と
い
っ
た
そ
れ
ま
で
の
代
表
的
な
企

業
年
金
制
度
が
事
実
上
廃
止
さ
れ
、
中
小
企
業
を
中
心

に
企
業
年
金
の
導
入
割
合
が
低
下
し
て
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
新
設
さ
れ
た
二
つ
の
制
度
は
、
通
常
の
企
業

型
Ｄ
Ｃ
や
Ｄ
Ｂ
に
比
べ
て
導
入
コ
ス
ト
が
低
く
、
従
業

員
に
と
っ
て
は
、
福
利
厚
生
が
充
実
す
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
人
材
不
足
に
悩
む
企
業
に
と
っ

て
は
、
こ
れ
ら
制
度
を
利
用
す
れ
ば
人
材
確
保
に
つ
な

が
る
効
果
が
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

当
初
、
対
象
企
業
の
要
件
は
従
業
員
規
模
１
０
０
人

以
下
で
し
た
が
、
２
０
２
０
年
10
月
に
３
０
０
人
以
下

へ
引
き
上
げ
ら
れ
、
よ
り
多
く
の
企
業
が
利
用
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
Ｄ
Ｃ
の
運
用
に
お
け
る
課
題
改
善
に
向
け

た
見
直
し
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｄ
Ｃ
は
加
入
者
自
身
が

運
用
の
指
示
を
し
ま
す
が
、
運
用
の
経
験
が
な
い
加
入

者
が
少
な
く
な
く
、
運
用
商
品
を
選
択
で
き
な
い
（
し

な
い
）
加
入
者
が
い
た
り
、
そ
う
し
た
加
入
者
の
資
金

が
、
元
本
確
保
型
の
商
品
に
多
く
投
資
さ
れ
た
り
す
る

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｄ
Ｃ
の
運
用
は
収
益
が
非
課
税
で
再
投
資
に
よ
る
複

出典：各種資料をもとに大和総研作成

図表１　DCの制度改正の経緯
年 月 主な内容

平成13
（2001） 6 確定拠出年金法が成立

平成13
（2001） 10 「企業型確定拠出年金制度（企業型DC）」スタート

平成14
（2002） 1 「個人型確定拠出年金制度（個人型DC）」スタート

平成23
（2011） 8

「国民年金及び企業年金等による高齢期における所得の確
保を支援するための国民年金法等の一部を改正する法律」
が成立
 ◦�企業型DCにおけるマッチング拠出の実施【2012年1月

施行】
 ◦�企業型DCの加入可能年齢の引上げ（60歳未満⇒65歳未

満）【2014年1月施行】

平成28
（2016） 5

「確定拠出年金法等の一部を改正する法律」が成立	
①企業年金の普及・拡大
 ◦�中小企業向け制度の創設（簡易型DC制度、中小事業主

掛金納付制度）【2018年5月施行】
 ◦�掛金の年単位化【2018年1月施行】
②ライフコースの多様化への対応
 ◦�個人型DCの加入範囲の拡大【2017年1月施行】
 ◦�ポータビリティの拡充【2018年5月施行】
③DCの運用の改善【2018年5月施行】
 ◦�継続教育の努力義務化
 ◦�運用商品提供数の抑制（提供数は35本の上限を設定）
 ◦�運用商品除外規定の整備
 　�（商品選択者の「全員の同意」から「3分の2の同意」に要件

を緩和）
 ◦�運用商品の選定基準の変更（元本確保型商品を提供しな

いことも可能に）
 ◦�指定運用方法（デフォルト商品）に関する規定の整備

令和2
（2020） 5

「年金制度の機能強化のための国民年金法等の一部を改正
する法律」が成立
 ◦�企業型DCの加入可能年齢の引上げ（65歳未満⇒70 歳

未満）【2022年5月施行】
 ◦�iDeCoの加入可能年齢の引上げ（60歳未満⇒65歳未満）

【2022年5月施行】
 ◦�企業型DC加入者のiDeCo加入要件の緩和
 　�（規約の定め、事業主掛金の上限引下げ不要に）【2022

年10月施行】
 ◦�簡易型DC、iDeCo＋対象企業規模要件の緩和
 　�（従業員100人以下⇒300人以下）【2020年10月施行】
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利
効
果
が
得
や
す
い
点
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
ま
た
、
長

期
的
な
投
資
で
は
、
相
場
変
動
や
景
気
循
環
の
影
響
を

平
準
化
で
き
る
ド
ル
コ
ス
ト
平
均
法
※
の
効
果
が
得
ら

れ
る
た
め
、
投
信
の
よ
う
な
リ
ス
ク
資
産
で
の
運
用
が

有
効
と
い
え
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
低
利
回
り
の

元
本
確
保
型
商
品
が
多
い
資
産
構
成
で
は
、
将
来
の
年

金
資
産
が
十
分
に
積
み
上
が
ら
な
い
可
能
性
が
高
ま
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
運
用
未
指
図
の
加
入
者
の
資
産
に
関

す
る
運
用
に
つ
い
て
指
定
運
用
方
法
（
デ
フ
ォ
ル
ト
商

品
）
が
規
定
さ
れ
、
事
業
主
は
デ
フ
ォ
ル
ト
商
品
に
バ

ラ
ン
ス
型
投
信
な
ど
の
長
期
投
資
に
適
し
た
商
品
を
設

定
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
米
国
や
英
国
な
ど

諸
外
国
で
は
す
で
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
方
法
で
、

こ
れ
を
機
に
投
信
で
の
運
用
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
予
定
さ
れ
る
制
度
改
正

２
０
２
０
年
に
成
立
し
た
改
正
法
に
よ
り
、
主
に
二

点
の
制
度
改
正
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

一
点
目
は
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ
と
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
加
入
可

能
年
齢
の
引
上
げ
（
２
０
２
２
年
５
月
施
行
）
で
す
。

現
行
で
は
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
加
入
可
能
年
齢
の
上
限
は

65
歳
未
満
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
は
60
歳
未
満
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
70
歳
未
満
、
65
歳
未
満
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

掛
金
を
拠
出
で
き
る
期
間
が
延
び
れ
ば
、
よ
り
多
く
の

掛
金
を
非
課
税
で
拠
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自

助
努
力
に
よ
る
年
金
の
充
実
と
い
う
観
点
か
ら
望
ま
し

く
、
ま
た
、
高
年
齢
者
の
定
年
延
長
や
雇
用
拡
大
に
向

け
た
取
組
み
と
も
整
合
的
と
い
え
ま
す
。

二
点
目
は
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ
加
入
者
の
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
加

入
の
要
件
緩
和
（
２
０
２
２
年
10
月
施
行
）
で
す
。
現

在
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ
を
導
入
す
る
企
業
で
は
、
企
業
型
Ｄ

Ｃ
へ
の
事
業
主
掛
金
の
上
限
を
減
額
す
る
こ
と
を
規
約

で
定
め
た
場
合
に
か
ぎ
り
、
従
業
員
の
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
加

入
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
見
直
さ
れ
、
事
業

主
掛
金
の
上
限
の
減
額
や
規
約
の
変
更
が
な
く
て
も
、

企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
加
入
者
が
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
に
加
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
拠
出
枠
を
余
ら
せ

て
い
る
従
業
員
は
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
に
加
入
し
、
拠
出
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
掛
金
は
所
得
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
か
ら
、
利
用
し
た
い
と
い
う
従

業
員
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
で
し
ょ
う
。企
業
に
と
っ
て
も
、

コ
ス
ト
の
か
か
る
規
約
変
更
が
必
要
な
く
な
り
、
事
務

※ドルコスト平均法……�価格変動リスクのある株式や投資信託などに一度にまとめて投資すると、タイミングによっては高値掴みしたり安値で買い損ねたり
するリスクがある。ドルコスト平均法は投資機会を分散して継続的に投資することでこうしたリスクを回避でき、平均購入単価を平
準化させる効果がある

出典：�厚生労働省　第12回社会保障審議会企業年金・個人年金部会（2020年7月9日）
資料1「より公平なDC拠出限度額の設定の検討について」より大和総研作成

図表２　DCの拠出限度額（月額）見直しのイメージ

企業年金なし 企業型DC
のみ実施

企業型DC＋DB
を実施 DBのみ実施

iDeCo
2.3万円

iDeCo
6.8万円
（注1）

国民年金
基金

第1号被保険者 第2号被保険者 第3号被保険者

厚生年金保険

国民年金（基礎年金）

iDeCo
2.0万円

iDeCo
1.2万円

企業型DC
5.5万円
（注3） 

企業型DC
2.75万円

（注3） 

DB（注2）

iDeCo
1.2万円 iDeCo

2.3万円

見直し後

企業年金なし 企業年金（企業型DC・DBの両方、
またはいずれか）を実施

iDeCo
2.3万円

iDeCo
6.8万円
（注1）

国民年金
基金 厚生年金保険

国民年金（基礎年金）

iDeCo
2.0万円

企業型DC
5.5万円 - DBごとの掛金相当額

iDeCo
2.3万円

見直しの対象

企業型DC
5.5万円
（注3） 

企業型DC
2.75万円

（注3） 

（注1）国民年金基金との合算枠。
（注2）DBには、厚生年金基金、私学共済、年払い退職給付などを含む。
（注3）�マッチング拠出導入企業の企業型DC加入者は、企業型DCの事業主掛金額を超えず、

かつ、事業主掛金額との合計が月額5.5万円（DBを併設する企業の場合は2.75万円）
を超えない範囲内でマッチング拠出が可能。マッチング拠出か iDeCo 加入かを加入
者ごとに選択可能。
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手
続
き
な
ど
の
負
担
だ
け
で
、
従
業
員
の
老
後
に
向
け

た
資
産
形
成
を
支
援
で
き
ま
す
。

ま
た
、Ｄ
Ｃ
に
は
拠
出
で
き
る
掛
金
に
上
限
が
あ
り
、

企
業
年
金
の
有
無
や
、
加
入
者
の
属
性
に
よ
っ
て
そ
の

金
額
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
企
業

年
金
（
Ｄ
Ｂ
や
企
業
型
Ｄ
Ｃ
）
に
加
入
す
る
従
業
員
の

間
の
公
平
を
図
る
た
め
に
図
表
２
の
通
り
拠
出
限
度
額

が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
施
行
時
期
は
調

整
中
）。
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
で
す
。

一
つ
は
企
業
型
Ｄ
Ｃ
と
Ｄ
Ｂ
を
併
用
す
る
場
合
の
限

度
額
の
見
直
し
で
す
。
現
行
で
は
、
Ｄ
Ｂ
を
併
用
時
の

企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
限
度
額
は
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
み
の
場
合

の
限
度
額
（
月
額
５
・
５
万
円
）
の
半
分
（
同
２
・
75

万
円
）
と
一
律
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
Ｄ

Ｂ
の
掛
金
額
は
一
律
月
額
２
・
75
万
円
と
想
定
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
実
際
の
平
均
的
な
掛
金
額
は
２
・
75
万

円
よ
り
小
さ
く
、
多
く
の
人
々
が
そ
の
分
の
拠
出
枠
を

使
え
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

Ｄ
Ｂ
ご
と
の
掛
金
額
の
実
態
を
反
映
し
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ

の
拠
出
限
度
額
を
５
・
５
万
円
か
ら
Ｄ
Ｂ
ご
と
の
掛
金

額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
う
一
つ
が
、
上
記
の
見
直
し
に
と
も
な
い
、
Ｄ
Ｂ

に
加
入
し
て
い
る
場
合
の
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
拠
出
限
度
額

が
１
・
２
万
円
か
ら
２
・
０
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
（
た
だ
し
企
業
年
金
の
事
業
主
掛
金
額
と
合
計
し
た

拠
出
枠
は
５
・
５
万
円
）。

企
業
の
Ｄ
Ｃ
利
用
、

カ
ギ
は
従
業
員
へ
の
投
資
教
育

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
Ｄ
Ｃ
制
度
の
拡
充
が
進

め
ら
れ
、
企
業
や
個
人
が
Ｄ
Ｃ
を
利
用
で
き
る
機
会
は

い
っ
そ
う
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
機
会
を
活
か
す
う

え
で
重
要
な
カ
ギ
と
な
る
の
が
投
資
教
育
で
す
。

企
業
型
Ｄ
Ｃ
を
導
入
す
る
企
業
に
は
、
従
業
員
に
対

し
て
投
資
教
育
を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
投
資
教
育
は
、
加
入
時
教
育
と
継
続
教
育
が
あ
り

ま
す
が
、
特
に
重
要
な
の
が
継
続
教
育
で
、
２
０
１
８

年
5
月
か
ら
は
努
力
義
務
化
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
実
施
方
法
に
悩
む
企
業
は
多
く
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
企

業
が
実
施
し
て
い
る
加
入
時
教
育
と
比
べ
て
、
継
続
教

育
の
実
施
率
は
低
い
よ
う
で
す
。

参
考
と
し
た
い
の
が
、
実
際
に
企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
継
続

教
育
の
強
化
に
取
り
組
む
企
業
の
事
例
で
す
。
特
定
非

営
利
活
動
法
人
確
定
拠
出
年
金
教
育
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
は
、
企
業
の
事
例
や
Ｄ
Ｃ
担
当
者
の
経
験
談
な

ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
集
合
セ
ミ
ナ
ー
と
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
併
用

す
る
企
業
は
多
い
で
す
が
、
場
所
の
確
保
や
時
間
的
な

コ
ス
ト
が
か
か
る
集
合
セ
ミ
ナ
ー
は
重
要
な
制
度
変
更

時
な
ど
に
実
施
し
、
常
時
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
自
主
学
習

で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
工
夫
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
年
代
や
家
族
構
成
、
勤
続
年
数
と
い
っ
た
属
性
が

多
様
な
従
業
員
を
対
象
と
す
る
場
合
に
は
、
年
代
や
投

資
の
理
解
度
別
な
ど
、
一
定
の
属
性
で
対
象
者
を
選
別

し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。
関
心
の

低
い
層
が
多
い
入
社
1
～
2
年
目
の
若
い
世
代
を
対
象

に
集
中
的
に
教
育
機
会
を
提
供
し
、
実
践
的
に
運
用
商

品
を
選
択
し
て
掛
金
の
配
分
を
行
わ
せ
る
な
ど
の
事
例

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
無
関
心
だ
っ
た
社
員
が
自

身
の
運
用
状
況
を
確
認
し
運
用
商
品
の
入
れ
替
え
を
行

う
な
ど
、
行
動
に
変
化
が
み
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

も
っ
と
も
、
企
業
に
よ
っ
て
事
情
が
異
な
る
た
め
、
好

事
例
の
す
べ
て
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と

思
い
ま
す
が
、
参
考
と
な
る
部
分
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

一
方
で
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
は
個
人
が
任
意
で
加
入
す
る

制
度
で
あ
り
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
に
加
入
す
る
従
業
員
に
対

し
て
企
業
が
投
資
教
育
を
行
う
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
＋
な
ど
を
企
業
の
福
利
厚
生
の

一
環
と
し
て
導
入
す
る
場
合
は
、
制
度
利
用
に
関
す
る

説
明
や
投
資
教
育
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
、
企
業
が
継
続

的
に
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。例
え
ば
、

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
加
入
者
は
投
資
教
育
の
実
施
を
支
援
し

て
い
る
企
業
年
金
連
合
会
が
提
供
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
教

材
な
ど
を
活
用
し
て
継
続
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
こ
う
し
た
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
職
場
と
い
う
身

近
な
環
境
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
、
従
業
員
に
と
っ
て

も
資
産
形
成
を
実
践
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。
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あ
る
従
業
員
が
定
年
を
迎
え
る
の
で
嘱
託

社
員
と
し
て
再
雇
用
す
る
予
定
で
す
。
こ
の

場
合
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
な
の
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。社

会
保
険
の
同ど

う

日じ
つ

得と
く

喪そ
う

の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

Q1A定
年
後
再
雇
用
の
場
合
、
社
会
保
険
に
お
い
て
は
、

再
雇
用
後
も
引
き
続
き
被
保
険
者
資
格
取
得
を
満
た
す

場
合
に
は
、
定
年
時
の
資
格
喪
失
と
再
雇
用
後
の
資
格

取
得
を
同
時
に
行
う
「
同
日
得
喪
」
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
雇
用
保
険
に
関
し
て
は
、
定
年
後
再
雇
用
後

も
被
保
険
者
資
格
取
得
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
引

き
続
き
雇
用
保
険
被
保
険
者
と
な
る
た
め
、
資
格
に
関

す
る
手
続
き
は
生
じ
ま
せ
ん
。

１　
社
会
保
険
の
同
日
得
喪
と
は

（
１
）
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
（
以
下
、「
社
会
保

険
」）
で
は
、
事
業
所
単
位
で
適
用
事
業
所
と
な
り
、

そ
の
事
業
所
に
常
時
使
用
さ
れ
る
人
は
、
国
籍
や
性

別
、
賃
金
の
額
な
ど
に
関
係
な
く
、
す
べ
て
被
保
険

者
（
70
歳
以
上
の
人
は
健
康
保
険
の
み
）
と
な
り
ま

す
。
事
業
所
が
従
業
員
を
雇
用
し
た
場
合
な
ど
新
た

に
健
康
保
険
お
よ
び
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
す
べ
き

者
が
生
じ
た
場
合
に
、
事
業
主
が
資
格
取
得
届
を
提

出
し
ま
す
。

（
２
）
定
年
後
再
雇
用
の
場
合
、
雇
用
契
約
は
い
っ
た

ん
終
了
し
、
新
た
な
雇
用
契
約
を
締
結
し
た
も
の
と

な
り
ま
す
が
、
社
会
保
険
に
お
い
て
は
、
再
雇
用
後

も
引
き
続
き
被
保
険
者
資
格
取
得
の
基
準
を
満
た
す

場
合
に
は
、
定
年
時
の
資
格
喪
失
と
再
雇
用
後
の
資

格
取
得
の
手
続
き
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
手
続
き
を
「
同
日
得
喪
」
と
い
い
、
60
歳
以
上

で
退
職
し
た
労
働
者
が
1
日
の
空
白
も
な
く
引
き
続

き
同
一
の
事
業
主
に
再
雇
用
さ
れ
た
場
合
の
み
、
特

例
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
業
所
の
定
年
制

の
定
め
の
有
無
に
よ
る
相
違
は
あ
り
ま
せ
ん
。
60
歳

以
後
に
退
職
し
た
後
、
継
続
し
て
再
雇
用
さ
れ
た
場

合
で
あ
れ
ば
対
象
と
な
り
ま
す
。

２　
手
続
き
内
容

（
１
）
事
業
主
が
該
当
者
の
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
被

保
険
者
資
格
喪
失
届
お
よ
び
被
保
険
者
資
格
取
得
届

を
同
時
に
年
金
事
務
所
へ
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

再
雇
用
さ
れ
た
月
か
ら
再
雇
用
後
の
給
与
に
応
じ
た

標
準
報
酬
月
額
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
な
お
、
そ
の
際
に
添
付
書
類
と
し
て
、「
就
業
規

則
や
退
職
辞
令
の
写
し
等
の
退
職
し
た
こ
と
が
わ
か

る
書
類
お
よ
び
継
続
し
て
再
雇
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
雇
用
契
約
書
」
ま
た
は
「
事
業
主
の
証
明
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
事
業
主
の
証
明
は
、
特
に

様
式
は
指
定
し
ま
せ
ん
が
、
退
職
さ
れ
た
日
、
再
雇

用
さ
れ
た
日
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
事
業
主

印
が
押
印
さ
れ
て
い
る
も
の
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
２
）
健
康
保
険
組
合
お
よ
び
厚
生
年
金
基
金
に
加
入

解 説
3

Ｑ
＆
Ａ
で
年
金
制
度
の
疑
問
を
解
決
！

株
式
会
社
田
代
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ�

代
表
取
締
役�

社
会
保
険
労
務
士　

田
代
英
治
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し
て
い
る
事
業
所
の
場
合
は
、
健
康
保
険
組
合
、
当

該
基
金
に
も
同
様
の
届
出
が
必
要
で
す
。
２
０
１
３

（
平
成
25
）
年
4
月
か
ら
、
対
象
を
年
金
を
受
け
取

る
権
利
の
あ
る
者
に
か
ぎ
ら
ず
、「
60
歳
以
上
の
者
」

に
拡
大
し
ま
し
た
。

　
　

法
人
の
役
員
な
ど
が
対
象
の
場
合
の
添
付
書
類

は
、「
役
員
規
定
、
取
締
役
会
の
議
事
録
な
ど
の
役

員
を
退
任
し
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
お
よ
び
退
任
後

継
続
し
て
嘱
託
社
員
と
し
て
再
雇
用
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
雇
用
契
約
書
」
ま
た
は
「
事
業
主
の
証
明
」

に
な
り
ま
す
。

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
再
雇
用
の
高

齢
従
業
員
が
、家
庭
の
事
情
な
ど
か
ら
短
日・

短
時
間
勤
務
へ
の
変
更
を
希
望
し
て
い
ま
す
。短
日・

短
時
間
勤
務
に
変
更
後
も
、
厚
生
年
金
に
は
加
入
で

き
る
の
で
す
か
？

短
日
・
短
時
間
勤
務
へ
の
変
更
後
も
厚
生

年
金
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
社
会
保
険
の
被
保
険
者
資
格
を
継
続
す
る
た
め

の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Q2A
１　
社
会
保
険
の
被
保
険
者
資
格

社
会
保
険
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
図
表
１
の
被
保

険
者
資
格
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
労
働
時
間
や

労
働
日
数
に
よ
り
、
社
会
保
険
の
被
保
険
者
資
格
要
件

を
満
た
さ
な
い
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で

す
。

※
特
定
適
用
事
業
所
…
…
適
用
事
業
所
で
使
用
さ
れ
る

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
総
数
が
、
直
近
1
年
の

う
ち
6
カ
月
以
上
５
０
０
人
を
超
え
る
場
合
に
特
定
適

用
事
業
所
に
該
当
し
ま
す
。な
お
、２
０
２
０（
令
和
２
）

年
５
月
に
成
立
し
た
年
金
制
度
改
正
法
に
よ
り
、今
後
、

短
時
間
労
働
者
を
適
用
対
象
と
す
べ
き
事
業
所
の
企
業

規
模
要
件
に
つ
い
て
、
段
階
的
に
引
き
下
げ
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
現
行
５
０
０
人
超
→
２
０
２
２

年
10
月
１
０
０
人
超
→
２
０
２
４
年
10
月
50
人
超
）。

２　
変
更
に
と
も
な
い
必
要
な
手
続
き

社
会
保
険
の
被
保
険
者
資
格
が
継
続
す
る
ケ
ー
ス
で

は
、
短
時
間
勤
務
へ
の
変
更
に
よ
り
、
所
定
労
働
時
間

な
ら
び
に
賃
金
（
固
定
的
賃
金
ま
た
は
給
与
体
系
）
の

変
更
も
生
じ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
社
会
保
険
上
、「
随
時

改
定
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す

（
図
表
２
）。

な
お
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
で
き
な
い
場
合
は
、

資
格
喪
失
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

業
務
中
の
事
故
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
従

業
員
が
定
年
を
迎
え
ま
す
。
当
該
従
業
員
は

障
害
補
償
年
金
を
受
給
し
て
い
る
た
め
、
定
年
退
職

後
に
受
け
取
れ
る
年
金
に
は
調
整
が
入
る
と
聞
き
ま

し
た
。
ど
の
よ
う
な
調
整
が
行
わ
れ
る
の
で
す
か
？

Q3

業
務
中
の
事
故
に
よ
り
障
害
補
償
年
金（
労

災
年
金
）を
受
給
し
て
い
る
従
業
員
が
、60
歳

定
年
で
退
職
し
た
場
合
、
そ
の
従
業
員
が
障
害
等
級

1
～
3
級
で
あ
れ
ば「
障
害
者
特
例
」に
該
当
す
る
こ

と
に
な
り
、
現
在
段
階
的
に
支
給
さ
れ
て
い
る
65
歳

ま
で
の
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
、
報
酬
比
例

部
分
の
み
で
は
な
く
定
額
部
分
も
（
要
件
に
該
当
す

れ
ば
加
給
年
金
も
）支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

A
１　

�

障
害
補
償
年
金
（
労
災
年
金
）
と�

障
害
厚
生
年
金
の
支
給
調
整

障
害
補
償
年
金
（
労
災
年
金
）
と
障
害
厚
生
年
金
を

受
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
障
害
補
償
年
金
の
額

は
（
０
・
83
の
調
整
率
が
か
け
ら
れ
）
減
額
さ
れ
ま
す

が
、
障
害
厚
生
年
金
は
そ
の
ま
ま
全
額
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
減
額
に
あ
た
っ
て
は
、
調
整
さ

れ
た
障
害
補
償
年
金
の
額
と
障
害
厚
生
年
金
の
額
の
合

計
が
、
調
整
前
の
労
災
年
金
の
額
よ
り
低
く
な
ら
な
い

よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
表
３
）。

２　

�

障
害
補
償
年
金
受
給
者
が
60
歳
定
年
で�

退
職
し
た
場
合
の
年
金
額

（
１
）
障
害
者
特
例
に
よ
る
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
に
つ
い
て

障
害
等
級
１
級
～
３
級
の
障
害
補
償
年
金
受
給
者
が

60
歳
～
65
際
未
満
で
退
職
す
る
と
老
齢
厚
生
年
金
は
、

障
害
者
特
例
に
該
当
し
ま
す
。

図表２　「随時改定」の対象

出典：筆者作成

(1)�昇給や降給などの固定的賃金の変動または賃
金（給与）体系の変更

(2)�変動月以後継続する3カ月とも支払基礎日数
が17日（特定適用事業所に勤務する短時間労
働者は11日）以上

(3)�変動月から3カ月の報酬の平均月額と現在の
標準報酬月額に2等級以上の差がある

図表１　被保険者資格要件

出典：筆者作成

(1)�適用事業所に常時使用される70歳未満�
（健康保険は75歳未満）
(2)�同じ事業所で同様の業務に従事する一般社員
の所定労働時間および所定労働日数を基準に
判断し、次の（ア）および（イ）を満たす場合は
被保険者となる。

　（ア）労働時間：�1週の所定労働時間が一般社員
の4分の3以上

　（イ）労働日数：�1月の所定労働日数が一般社員
の4分の3以上

(3)�上記（2）が一般社員の4分の3未満であっても、
以下の要件を満たす場合

　・�厚生年金保険の被保険者数が501人以上の法
人（※特定適用事業所）、または500人以下で
社会保険に加入することについて労使合意が
なされている法人で働いていること

　・�週の所定労働時間が20時間以上あること
　・�雇用期間が1年以上見込まれること
　・�賃金の月額が8.8万円以上あること
　・�学生でないこと
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業
務
中
の
事
故
に
よ
り
障
害
補
償
年
金（
労

災
年
金
）を
受
給
し
て
い
る
従
業
員
が
、60
歳

定
年
で
退
職
し
た
場
合
、
そ
の
従
業
員
が
障
害
等
級

1
～
3
級
で
あ
れ
ば「
障
害
者
特
例
」に
該
当
す
る
こ

と
に
な
り
、
現
在
段
階
的
に
支
給
さ
れ
て
い
る
65
歳

ま
で
の
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
、
報
酬
比
例

部
分
の
み
で
は
な
く
定
額
部
分
も
（
要
件
に
該
当
す

れ
ば
加
給
年
金
も
）支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

A
１　

�

障
害
補
償
年
金
（
労
災
年
金
）
と�

障
害
厚
生
年
金
の
支
給
調
整

障
害
補
償
年
金
（
労
災
年
金
）
と
障
害
厚
生
年
金
を

受
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
障
害
補
償
年
金
の
額

は
（
０
・
83
の
調
整
率
が
か
け
ら
れ
）
減
額
さ
れ
ま
す

が
、
障
害
厚
生
年
金
は
そ
の
ま
ま
全
額
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
減
額
に
あ
た
っ
て
は
、
調
整
さ

れ
た
障
害
補
償
年
金
の
額
と
障
害
厚
生
年
金
の
額
の
合

計
が
、
調
整
前
の
労
災
年
金
の
額
よ
り
低
く
な
ら
な
い

よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
表
３
）。

２　

�

障
害
補
償
年
金
受
給
者
が
60
歳
定
年
で�

退
職
し
た
場
合
の
年
金
額

（
１
）
障
害
者
特
例
に
よ
る
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
に
つ
い
て

障
害
等
級
１
級
～
３
級
の
障
害
補
償
年
金
受
給
者
が

60
歳
～
65
際
未
満
で
退
職
す
る
と
老
齢
厚
生
年
金
は
、

障
害
者
特
例
に
該
当
し
ま
す
。

障
害
者
特
例
と
は
、
60
代
前
半
に
報
酬
比
例
部
分
相

当
の
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
が
受
給
で
き
る
場

合
、
以
下
の
要
件
を
満
た
し
た
と
き
は
、
さ
ら
に
定
額

部
分
（
要
件
に
該
当
す
れ
ば
加
給
年
金
も
）
が
受
給
で

き
る
も
の
で
す
。

◦�

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で
な
い
こ
と

◦�

障
害
等
級
１
級
か
ら
３
級
に
該
当
す
る
程
度
の
障

害
の
状
態
に
あ
る
こ
と

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
3
月
現
在
、
障
害
者
特
例

を
受
給
で
き
る
の
は
、
性
別
、
年
齢
別
に
整
理
す
る
と

図
表
４
の
よ
う
に
な
り
、「
障
害
者
特
例
定
額
部
分
」

が
追
加
で
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

障
害
者
特
例
の
請
求
を
す
る
と
、
認
め
ら
れ
れ
ば
請

求
の
翌
月
分
か
ら
障
害
者
特
例
を
含
む
特

別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
給
で
き
ま

す
。
す
で
に
障
害
厚
生
年
金
等
の
受
給
権

が
あ
る
場
合
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険

者
を
喪
失
し
た
日
に
障
害
者
特
例
の
請
求

が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

（
２
）
定
年
退
職
以
降
の
公
的
給
付
の
選

択
肢

定
年
退
職
以
降
の
公
的
給
付
の
受
給
に

つ
い
て
は
、
次
の
ど
ち
ら
か
の
選
択
と
な

り
ま
す
。

①�

こ
れ
ま
で
通
り
の
障
害
厚
生
年
金
・

障
害
基
礎
年
金
と
労
災
保
険
の
障
害

補
償
年
金
を
受
給
す
る
。

②�

老
齢
厚
生
年
金
と
労
災
保
険
の
障
害
補
償
年
金
を

受
給
す
る
。

②
の
場
合
は
、
労
災
保
険
の
障
害
補
償
年
金
の
一
部

減
額
は
な
く
な
り
１
０
０
％
支
給
に
な
り
ま
す
。
よ
っ

て
障
害
厚
生
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
よ
り
も
、
老
齢
厚

生
年
金
の
ほ
う
が
少
な
く
て
も
合
計
金
額
は
、
多
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
障
害
厚
生
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
は
非
課
税

で
す
が
、
障
害
者
特
例
を
含
む
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生

年
金
は
課
税
対
象
で
す
。
両
者
の
年
金
額
が
、
さ
ほ
ど

変
わ
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
非
課
税
の
障
害
厚
生
年
金
の

ほ
う
が
有
利
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

出典：筆者作成

図表３　�労災年金と厚生年金等の調整率

労災年金 障害補償年金
障害年金社会保険の種類 併給される年金給付

厚生年金及び
国民年金

障害厚生年金及び
障害基礎年金 0.73

厚生年金 障害厚生年金 0.83
国民年金 障害基礎年金 0.88

出典：筆者作成

図表４　障害者特例を受給できる対象者
60 61 62 63 64 65

男 S30.4.2〜S32.4.1 報酬比例部分 老齢
厚生年金

女 S35.4.2〜S37.4.1 障害者特例
定額部分

老齢
基礎年金

男 S32.4.2〜S34.4.1 報酬比例部分 老齢
厚生年金

女 S37.4.2〜S39.4.1 障害者特例
定額部分

老齢
基礎年金

男 S34.4.2〜S36.4.1
報酬比例
部分

老齢
厚生年金

女 S39.4.2〜S41.4.1 障害者特例
定額部分

老齢
基礎年金



2021.4 24

な
お
、
60
歳
定
年
退
職
後
に
雇
用
保
険
の
基
本
手

当
※
を
受
給
す
る
場
合
は
、
老
齢
厚
生
年
金
は
全
額
支

給
停
止
に
な
る
の
で
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。一
方
、

障
害
厚
生
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
と
は
支
給
調
整
が
あ

り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
退
職
後
は
雇
用
保
険
の
基
本
手

当+

障
害
厚
生
年
金
・
障
害
基
礎
年
金+

障
害
補
償

年
金
を
受
給
し
、
基
本
手
当
終
了
後
、
報
酬
比
例
部
分

の
支
給
開
始
年
齢
到
達
時
に
、
障
害
者
特
例
に
よ
る
特

別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
（
報
酬
比
例
部
分
＋
定
額
部

分
）
＋
障
害
補
償
年
金
に
選
択
替
え
を
検
討
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
在
宅
勤
務
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
在
宅
勤
務
と
な
れ
ば
通
勤
手
当
が
不
支
給
と

な
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
将
来
の
年
金
支
給
額
に

影
響
が
出
る
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
理
由
や
、
そ
の

ほ
か
の
留
意
点
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

在
宅
勤
務
制
度
を
導
入
し
た
結
果
、
通
勤

手
当
が
廃
止
さ
れ
て
そ
の
分
の
標
準
報
酬
月

額
が
下
が
る
と
、
社
会
保
険
料
も
下
が
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
将
来
の
年
金
受
給
額
は
、
現
役
時
代
に
納

め
る
社
会
保
険
料
の
額
に
よ
り
影
響
を
受
け
ま
す
の

で
、
理
論
上
は
年
金
額
が
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

Q4A

１　
通
勤
手
当
と
は

通
勤
手
当
に
つ
い
て
は
、
労
働
基
準
法
に
は
記
載
が

な
く
、
会
社
に
支
払
い
義
務
も
あ
り
ま
せ
ん
。
会
社
が

任
意
に
設
定
で
き
る
も
の
で
す
。

通
勤
手
当
は
原
則
非
課
税
で
あ
り
、
国
税
庁
に
よ
る

と
、
非
課
税
の
前
提
と
な
る
の
は
電
車
や
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
通
勤
や
マ
イ
カ
ー
や
自
転

車
な
ど
で
通
勤
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
す
。
た
だ
し
、
1

カ
月
あ
た
り
の
合
理
的
な
運
賃
な
ど
の
額
が
15
万
円
を

超
え
る
場
合
は
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
通
勤
手
当
は
一
定
額
ま
で
非
課
税
扱
い

と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
通
勤
の
実
態

が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
通
勤
手
当
の
名
目
で
非
課
税

支
給
を
続
け
る
こ
と
は
、
税
務
上
の
観
点
で
問
題
が
な

い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

２　
テ
レ
ワ
ー
ク
時
代
に
お
け
る
通
勤
手
当
の
扱
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
テ
レ
ワ
ー
ク

（
在
宅
勤
務
）
が
急
速
に
普
及
し
、
通
勤
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
流
れ
の
な
か
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
な
通
勤
手
当
を
廃
止
す
る
会
社
が
出
て
く
る
の
は

必
然
で
あ
り
、
通
勤
手
当
に
代
わ
る
手
当
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
会
社
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
在
宅
勤
務
が
増
え
、
在
宅
で
か
か
る
通
信

費
・
光
熱
費
な
ど
の
負
担
を
在
宅
勤
務
手
当
な
ど
に

よ
っ
て
補
う
方
法
が
採
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、
在
宅
勤
務
手
当
は
給
与
所
得
と
み
な
さ
れ
、
課
税

対
象
と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

３　
通
勤
手
当
の
減
額
に
よ
る
年
金
へ
の
影
響

今
後
は
、
勤
務
形
態
を
原
則
テ
レ
ワ
ー
ク
と
す
る
会

社
が
増
え
て
い
く
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
固

定
的
な
オ
フ
ィ
ス
出
勤
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と

で
、
い
わ
ゆ
る
通
勤
手
当
の
あ
り
方
を
見
直
す
動
き
も

出
て
い
ま
す
。

厚
生
年
金
は
加
入
期
間
の
月
例
給
与
（
通
勤
手
当
含

む
）
と
賞
与
を
合
計
し
た
平
均
額
か
ら
決
定
さ
れ
る
た

め
、
通
勤
手
当
の
減
額
に
よ
っ
て
、
標
準
報
酬
月
額
が

減
少
し
、
厚
生
年
金
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る
年
金
額
が

減
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

標
準
報
酬
月
額
は
、
報
酬
月
額
（
基
本
給
の
他
各
種

手
当
を
加
え
た
1
カ
月
の
総
支
給
額
）
の
範
囲
（
レ
ン

ジ
）
に
応
じ
て
1
等
級
か
ら
32
等
級
ま
で
あ
り
ま
す
。

各
等
級
の
金
額
幅
は
、数
千
円
か
ら
3
万
円
ほ
ど
で
す
。

仮
に
通
勤
手
当
が
廃
止
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
も
そ

も
の
額
が
少
な
か
っ
た
り
、
在
宅
勤
務
手
当
な
ど
別
の

形
で
手
当
を
受
け
た
り
し
て
い
れ
ば
、
等
級
に
変
化
が

生
じ
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昇
給
な
ど
に

よ
っ
て
給
与
が
増
加
し
た
場
合
は
等
級
が
上
が
り
ま
す

か
ら
、
通
勤
手
当
の
廃
止
の
影
響
な
ど
に
よ
る
現
在
の

標
準
報
酬
月
額
に
つ
い
て
は
考
え
す
ぎ
る
必
要
は
な
い

と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※　雇用保険の基本手当……�求職者の失業中の安定を図りつつ、求職活動を容易にすることを目的とし、被保険者であった人が離職した場合において、働く
意思と能力を有し、求職活動を行っているにもかかわらず、就職できない場合に支給されるもの
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日本史にみる長寿食

食文化史研究家● 永山久夫

里山のゼンマイ・ワラビ採り

「土手食い」の知恵
昔は春になると「土手食い」という習慣があり、

親が子どもたちを連れて土手や近くの里山に出か
け、食用になる野草や山菜の見分け方を伝授して
くれたものです。なかには毒草や口にすると腹を
こわす草などもあり、それらの見分け方を覚える
野外教室のようでした。
昔は凶作や飢

き

饉
きん

が多く、備蓄した食料がなくな
ると、最悪の場合は野草や山菜などでしのがなく
てはなりません。子どもでも、しっかりとした救

きゅう

荒
こう

食
しょく

（凶作時の非常食）の知識がないと、生き残
るのがむずかしい時代だったのです。
戦後になり生活が安定してからも、春山に入っ

ての山菜採りは子どもたちの間でも人気がありま
した。なかでも人気のあったのは、ゼンマイやワ
ラビなどで、走り回りながら採取したものです。

春に一年分を保存
ゼンマイやワラビは、春の山でたくさん採取し

て茹
ゆ

で上げ、むしろの上に広げて天日干しにし、
乾燥品にして一年分を保存します。干しワラビは
祝いごとの料理や、来客時のご馳走に用いられま

した。
「ゼンマイ」という奇妙な名前の由来が面白い。
渦を巻いた穂先が、昔の小銭に似ているところか
ら「銭

ぜに

巻
ま

き」と呼ばれ、その呼び名がなまって「ゼ
ンマイ」になったという説があるのです。
野山に生えていますが、特に水気の多い所を好
み、渓流や水路のそばなどに生えています。新芽
はきれいに渦を巻き、表面は綿毛でおおわれてい
ますが、成長すると綿毛はなくなります。

免疫力の強化作用
干しゼンマイにしたものは食物繊維が多く、
100 g中に約34gも含まれています。全体の約
３分の１が食物繊維です。お通じをスムーズにし
て肥満を防ぎ、腸に元気をつけるうえで役に立ち
ます。
体の免疫力の約7割は腸にあり、ウイルスや細
菌などの病原菌に対する免疫力を強くするうえで
効果的。女性の美肌と若返りにも役立つナイアシ
ン、それに脳の若返りにも効果的な葉酸、骨を丈
夫にするビタミンK、老化を防ぐビタミン Eも含
まれています。

330
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﹇
第
101 
回
﹈

こ
の
会
の
メ
ン
バ
ー
は
3
人
だ
。
大

田
垣
蓮れ

ん

月げ
つ

・
松
尾
多た

勢せ

子こ

・
野
村
望も

東と

尼に

で
あ
る
。年
齢
は
蓮
月
が
慶
応
３（
１

８
６
７
）
年
現
在
、
76
歳
（
以
下
、
年

齢
は
す
べ
て
満
年
齢
）、
多
勢
子
56
歳
、

望
東
尼
61
歳
だ
。

生
活
は
蓮
月
尼
が
焼
き
物
を
つ
く
り
、

主
に
急
須
を
焼
い
た
。
蓮
月
尼
は
〝
き

び
し
ょ
〞
と
呼
ん
で
い
る
。
焼
く
前
に

自
作
の
和
歌
を
書
き
こ
ん
だ
。
こ
れ
が

彼
女
の
Ｃ
Ｉ
※１
と
な
り
、
市
場
で
は
い

つ
も
完
売
に
な
っ
た
。
父
母
は
定
か
で

は
な
い
。
い
や
定
か
な
の
だ
が
蓮
月
が

話
さ
な
い
。
だ
か
ら
多
勢
子
と
望
東
尼

も
訊
か
な
い
。
大
田
垣
と
い
う
の
は
蓮

月
の
養や

し
な
い

父お
や

の
姓
だ
。
寺
侍
だ
っ
た
。

蓮
月
は
結
婚
を
二
度
し
た
。
二
度
と
も

夫
が
早
死
に
し
た
。「
も
う
懲
り
懲
り

隈く
ま

言こ
と

道み
ち

に
和
歌
を
学
ん
だ
。
勤
王
心
が

強
く
、追
わ
れ
る
志
士
を
か
く
ま
っ
た
。

そ
の
な
か
に
高
杉
晋
作
が
い
て
望
東
尼

は
よ
く
面
倒
を
み
た
。
藩
が
保
守
化
し

望
東
尼
は
孤
島
の
姫ひ

め

島し
ま

に
流
さ
れ
た
。

こ
れ
を
知
っ
た
晋
作
が
救
助
隊
を
組
織

し
、救
い
出
し
て
長
州
で
世
話
を
し
た
。

晋
作
は
西
行
法
師
に
ち
な
ん
で
東と

う

行ぎ
ょ
う

と

号
し
て
い
た
。
望
東
と
い
う
法
名
は
そ

の
東
行
を
生
涯
慕
う
と
い
う
意
味
が
あ

る
と
い
う
。
晋
作
の
臨
終
に
も
立
ち

会
っ
て
い
る
。
晋
作
は
死
ぬ
と
き
に
遺

言
が
わ
り
に
歌
を
詠
ん
だ
。

「
面
白
き
こ
と
も
な
き
世
を
面
白
く
…
」

と
い
っ
て
絶
句
し
た
。
望
東
尼
が
す

ぐ
、「

住
み
な
す
も
の
は
心
な
り
け
り
」

と
続
け
た
。
晋
作
は

「
面
白
い
の
う
」

と
い
っ
て
息
絶
え
た
。
望
東
尼
さ
ん

だ
」
と
思
っ
た
蓮
月
は
そ
の
後
は
独
身

を
通
し
た
。
が
、
美
人
な
の
で
い
い
寄

る
男
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
を
避
け
る
た

め
蓮
月
は
よ
く
引
越
し
を
し
た
。
50
数

回
に
及
ん
だ
と
い
う
。〝
屋や

越ご
し

の
蓮
月

さ
ん
〞
と
あ
だ
名
さ
れ
た
。

年
齢
を
重
ね
て
も
言
い
寄
る
男
が
絶

え
な
か
っ
た
の
で
、
蓮
月
は
釘
抜
き
で

歯
を
全
部
抜
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
い

う
凄す

さ

ま
じ
い
根
性
を
持
っ
て
い
た
。
和

歌
の
面
で
は
御
所
の
お
公
家
さ
ん
の
指

導
を
受
け
た
。
評
価
は
か
な
り
高
か
っ

た
。
そ
れ
を
急
須
に
書
き
込
む
の
は
、

「
焼
き
物
は
生
活
用
具
で
使
う
物
で

す
。
使
う
と
き
に
私
の
歌
で
心
が
慰
め

ら
れ
れ
ば
、こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
」

と
い
っ
て
い
た
。
下
賀
茂
の
神
光
院

の
境
内
に
住
ん
で
い
た
。

望
東
尼
は
九
州
の
福
岡
藩
士
の
妻
だ
。

や
は
り
二
度
結
婚
し
て
い
る
。
歌
人
大お

お

メ
ン
バ
ー
は
３
人

※１ CI…… コーポレート・アイデンティティ。企業文化を構築し特性や独自性が統一されたイメージやデザイン。また、わか
りやすいメッセージで発信し社会と共有することで存在価値を高めようとするビジネス手法。一目見ただけでその
企業と認識できるもの
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ん
」、「
歌
詠
み
婆
さ
ん
」
な
ど
と
呼
ば

れ
た
。
努
力
心
旺
盛
で
、
実
現
さ
れ
た

明
治
維
新
を
、
必
ず
し
も
民
が
望
ん
だ

も
の
を
実
現
し
た
政
治
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。

そ
こ
で
よ
く
蓮
月
尼
を
訪
ね
た
。
蓮

月
尼
の
と
こ
ろ
に
は
若
い
手
伝
人
が
い

た
。
法
衣
商
の
息
子
で
富
岡
鉄
斎
と

い
っ
た
。
攘じ

ょ
う

夷い

※２
熱
に
か
ぶ
れ
て
い
た

の
で
、
蓮
月
尼
か
ら
は
よ
く

「
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
自
分
の
で
き

る
こ
と
で
だ
れ
か
さ
ん
を
喜
ば
せ
な
さ

い
。
あ
な
た
は
絵
の
才
能
が
あ
る
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
助
言
さ
れ
て
い
た
。

３
人
が
集
ま
っ
て
も
、
別
に
テ
ー
マ

を
設
け
て

「
ど
う
し
よ
う
」

な
ど
と
む
ず
か
し
い
話
を
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
会
っ
て
顔
を
見
合
え
ば
そ

れ
で
い
い
の
だ
。

和
歌
と
い
ま
ま
で
の
暮
ら
し
な
ど
が

普
通
の
経
験
と
し
て
あ
る
。
が
、
思
い

出
話
を
す
る
の
で
な
く
、

「
こ
れ
か
ら
だ
れ
か
さ
ん
の
た
め
に
、

何
を
し
よ
う
か
」

と
い
う
こ
と
を
、
お
互
い
の
な
か
か

ら
探
り
合
お
う
と
い
う
会
い
方
だ
っ

た
。
気き

障ざ

な
い
い
方
を
す
れ
ば
「
人
間

同
士
の（
そ
れ
も
女
性
の
）相
乗
効
果
」

あ
る
い
は
「
人
間
同
士
の
フ
ィ
ー
ド
・

バ
ッ
ク
（
互
い
に
出
力
と
入
力
に
な
っ

て
自
分
を
高
め
る
）」と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
し
か
し
露
骨
に
そ
ん
な
言
葉
を
使

う
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
へ
ん
は
蓮
月

尼
が
年
長
者
と
し
て
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

執
っ
た
。

「
私
は
井
戸
水
で
す
よ
」

と
告
げ
て
い
た
。
世
の
中
が
熱
い
と

き
は
冷
た
く
、
冷
た
い
と
き
は
温
か
く

対
応
す
る
、〝
恒
温
〞
を
保
つ
の
が
井

戸
水
な
の
だ
。
明
治
に
な
っ
て
か
ら
も

参
加
者
は
こ
の
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ

た
。望
東
尼
は
62
歳
で
幕
末
に
死
ぬ
が
、

多
勢
子
83
歳
、
蓮
月
尼
は
84
歳
ま
で
長

生
き
す
る
。

に
は
申
し
訳
な
い
が
、
私
に
は
面
白
く

も
な
ん
と
も
な
い
。
晋
作
も
同
じ
だ
っ

た
ろ
う
。
か
れ
の
遺
詠
は
途
中
で
チ
ョ

ン
切
れ
た
ま
ま
の
方
が
、
晋
作
ら
し
い

余
波
を
残
し
た
と
思
う
。「
婆
様
、
余

計
な
こ
と
を
し
て
く
れ
た
」
と
い
う
の

が
、
私
の
正
直
な
気
持
ち
だ
。

望
東
尼
は
、
晋
作
が
死
ぬ
と
京
都
に

出
た
。
京
都
で
望
東
尼
は
蓮
月
を
訪
ね

た
。
そ
の
印
象
を
、

「
75
歳
だ
そ
う
だ
が
50
代
に
し
か
み

え
な
い
」

と
宇
野
千
代
さ
ん
に
会
っ
た
よ
う
な

感
想
を
語
っ
て
い
る
。
化
粧
水
を
使
わ

な
い
蓮
月
の
肌
の
美
し
さ
に
驚
嘆
し
た

の
だ
。

松
尾
多
勢
子
は
信
州
（
長
野
県
）
伊

那
谷
で
、
豪
農
の
家
に
生
ま
れ
、
豪
農

の
家
に
嫁
い
だ
女
性
で
、50
歳
ま
で
に
、

妻
と
女
親
の
責
務
を
全
部
果
た
し
た
。

隠
居
後
は
王
事
を

家
業
で
よ
く
夫
を
補
佐
し
、
子
ど
も
を

一
人
前
に
育
て
た
。

「
多
勢
子
さ
ん
を
見
習
え
」

と
い
わ
れ
な
が
ら
、
若
い
う
ち
に
嫁

い
だ
女
性
の
仕
事
を
完
投
し
た
。

50
歳
を
過
ぎ
て
隠
居
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
、

「
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
」

と
い
っ
た
。

「
何
で
す
？
」

と
子
ど
も
た
ち
が
訊
く
と

「
王
事
に
励
み
た
い
」

と
答
え
た
。
娘
の
こ
ろ
か
ら
平
田
学

（
勤
王
学
）
を
学
ん
で
い
た
の
で
、

「
皇
室
の
た
め
に
働
き
た
い
」

と
い
う
の
だ
。
家
族
は
応
援
し
た
。

京
都
ま
で
送
っ
た
。
き
っ
か
け
が
あ
っ

て
多
勢
子
は
岩
倉
具と

も

視み

の
別
邸
に
入
っ

た
。具
視
が
世
間
で
悪
く
い
わ
れ
て（
和

宮
降
嫁
の
首
謀
者
）
い
る
の
に
、
実
際

は
「
天
皇
思
い
の
忠
臣
」
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
。
以
後
具
視
の
た
め
に
尽
く

し
、「
岩
倉
家
の
家
宰
」、「
勤
王
婆
さ

※２ 攘夷……外国人を追い払って通交しないこと。幕末の外国人排斥運動
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
、

当
機
構
の
65
歳
超
雇
用
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー

（
以
下
「
プ
ラ
ン
ナ
ー
」）
の
協
力
を
得
て
、

高
齢
者
雇
用
に
理
解
の
あ
る
経
営
者
や
人
事
・
労
務
担
当
者
、

そ
し
て
活
き
活
き
と
働
く
高
齢
者
本
人
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

第106回
千葉県

70歳を過ぎても働ける規則を整え
70歳以上の社員100人が活躍中

株式会社ナリタヤ（千葉県印
いん

旛
ば

郡栄町）

千葉県内に 13 店舗を展開するスー
パーマーケット「ナリタヤ」の店舗

▶創業　1979（昭和54）年
▶業種　 飲食料品小売業
▶社員数　1167人
（60歳以上男女内訳） 男性（82人）、女性（303人）
（年齢内訳） 60～64歳 104人 （8.8％）
 65～69歳 181人 （15.5％）
 70歳以上 100人 （8.6％）
▶定年・継続雇用制度
定年65歳。希望者全員70歳まで1年更新
で継続雇用。以降、基準該当者を年齢上
限なく継続雇用

各
地
域
に
多
様
な
産
業
が
息
づ
く

千
葉
県
は
、
太
平
洋
に
面
し
た
房
総
半
島
を
擁
し
、
長

く
変
化
に
富
ん
だ
海
岸
線
や
漁
場
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

多
種
多
様
な
漁
業
が
行
わ
れ
、
ス
ズ
キ
類
や
イ
セ
エ
ビ
が

水
揚
げ
さ
れ
る
な
ど
魚
介
類
が
豊
富
で
す
。
ま
た
、
冬
は

暖
か
く
夏
は
涼
し
い
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
て
、
全
国
有

数
の
農
業
県
で
も
あ
り
、
落
花
生
や
ネ
ギ
、
梨
、
米
な
ど

が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

商
工
業
は
、
石
油
化
学
工
業
な
ど
の
大
規
模
な
工
場
が

集
積
す
る
「
京
葉
臨
海
地
域
」
や
、
ア
ジ
ア
有
数
の
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
と
さ
れ
る
幕
張
メ
ッ
セ
を
は
じ
め
、
オ

フ
ィ
ス
、
商
業
・
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
な
ど
複
合
的

な
機
能
を
備
え
る
「
幕
張
新
都
心
」、
も
の
づ
く
り
中
小

企
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
大
学
な
ど
が
集
ま
る
「
東と

う

葛か
つ

地
域
」、
成
田
国
際
空
港
の
あ
る
「
成
田
周
辺
地
域
」、
先

端
技
術
産
業
分
野
の
研
究
施
設
な
ど
が
集
積
す
る
「
か
ず

さ
地
域
」、
先
端
技
術
産
業
と
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
産

業
が
多
い
「
長ち

ょ
う

生せ
い

・
山さ

ん

武ぶ

・
夷い

隅す
み

地
域
」、
観
光
・
リ
ゾ
ー

ト
地
と
し
て
名
高
い
「
安あ

房わ

周
辺
地
域
」
な
ど
、
地
域
ご

と
に
多
様
な
特
色
を
有
し
、商
業・工
業
と
も
に
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
と
な
る
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
県
内
の
人
口
は
約
６
２
８
万
人
で
す
。

当
機
構
の
千
葉
支
部
高
齢
・
障
害
者
業
務
課
の
羽は

島じ
ま

一か
ず

人ひ
と

元
課
長
は
、「
高
齢
者
雇
用
制
度
の
改
善
や
、
当
機
構

の
企
業
診
断
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
問
合
せ
を
中
心
に
、
最

近
で
は
本
年
４
月
施
行
の
改
正
高
齢
法
に
つ
い
て
の
問
合

せ
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
、
話
し
ま
す
。

今
回
は
、
千
葉
支
部
で
活
躍
す
る
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
新
井

將し
ょ
う

平へ
い

さ
ん
の
案
内
で
、「
株
式
会
社
ナ
リ
タ
ヤ
」
を
訪
れ

ま
し
た
。

千葉県印旛郡

★
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［新井プランナーから］
「プランナーとしての事業所訪問活動では、
訪問する企業の立場に立って、最善となる
施策をアドバイスするよう心がけています。

そのためには、それぞれの業界における地位や立場、企業の体
力、経営方針をお聞きし、確認するとともに、客観的な雇用環
境の変化を理解していただくように努めています」

高齢者雇用の相談・助言活動を行っています
◆千葉支部の羽島一人元課長は、新井プランナーの活躍について次
のように話します。「中小企業診断士としての経験を活かし、職域・
職務開発、人事労務管理などを専門分野として、プランナー活動
には 2006年から取り組んでいます。2019年度には 51件の企業
にアプローチし、19件の高齢者雇用にかかわる制度改善などを精
力的に提案しました。65歳超雇用推進プランナー業務のほかに、
当機構の障害者雇用や職業能力開発支援に関する業務にも積極的
に協力しています」
◆千葉支部高齢・障害者業務課は、JR千葉駅から徒歩 14分、または、
JR千葉みなと駅から徒歩６分。千葉市美浜区幸町の千葉ガーデン
タウンのエリアにある「ハローワーク千葉」の５階にあります。
◆当課には、15人の 65 歳超雇用推進プランナーが在籍し、2019
年度は 842件にアプローチし、369件に対して制度改善の提案を
しました。
◆相談・助言を無料で行います。お気軽にお問い合わせください。

●千葉支部高齢・障害者業務課
住所：千葉県千葉市美浜区幸町1-1-3（ハローワーク千葉５階）
電話：043（204）2901

アドバイザー・プランナー歴 :15年

新井將平 プランナー  （77歳）
13
店
舗
を
展
開
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

株
式
会
社
ナ
リ
タ
ヤ
は
、
１
９
７
７
（
昭
和
52
）
年
に

開
店
し
た
「
一
平
食
堂
」
を
原
点
と
し
て
、
１
９
７
９
年

に
千
葉
県
印い

ん

旛ば

郡
栄
町
安あ

食じ
き

に
て
食
料
品
店
と
し
て
創
業

し
ま
し
た
。「
お
客
様
の
代
わ
り
に
仕
入
れ
る
」
を
信
念

と
し
、「
食
」
を
通
じ
て
地
域
か
ら
支
持
さ
れ
る
店
舗
づ

く
り
を
行
い
、
現
在
で
は
千
葉
県
内
に
13
店
舗
を
展
開
す

る
、
地
域
の
中
堅
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン

と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

社
是
に
「
す
べ
て
を
大
切
に
。」
を
掲
げ
、「
お
客
様
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
仕
入
先
様
、
従
業
員
、
地
域
、
ナ
リ

タ
ヤ
と
関
わ
る
す
べ
て
を
大
切
に
し
、
愛
さ
れ
る
ナ
リ
タ

ヤ
で
あ
り
た
い
」
と
し
て
、
地
元
生
産
者
と
の
関
係
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。「
千
葉
」
の
「
千
産
千
消
」
の
推
進

を
は
じ
め
、
有
機
食
品
な
ど
の
仕
入
れ
に
注
力
す
る
と
と

も
に
、
食
育
活
動
の
実
施
や
健
康
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど

を
通
じ
て
地
域
貢
献
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
社
内
で
は
実
力
に
応
じ
た
人
事
評
価
制
度
や
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
福
利
厚
生
制
度
を
構
築
し
、
社
員
が
や
り
が
い
を

持
っ
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

70
歳
以
降
の
働
き
ぶ
り
の
評
価
制
度
を
導
入

同
社
で
は
、
60
歳
を
過
ぎ
て
も
以
前
と
変
わ
ら
ず
に
能

力
を
発
揮
し
て
い
る
社
員
が
多
く
い
た
こ
と
か
ら
、
２
０

１
８（
平
成
30
）
年
７
月
、
定
年
を
60
歳
か
ら
65
歳
に
引

き
上
げ
ま
し
た
。
同
時
に
、
65
歳
以
降
に
つ
い
て
、
希
望

者
全
員
を
70
歳
ま
で
１
年
更
新
で
再
雇
用
す
る
継
続
雇
用

制
度
を
導
入
。
さ
ら
に
、
70
歳
以
降
は
、
６
カ
月
ご
と
に

業
務
遂
行
能
力
を
確
認
し
、
特
に
変
化
が
な
け
れ
ば
年
齢 総務人事部　山本佐江子人事マネージャー
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や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
に
幸
せ
を
感
じ
て

今
回
は
、
65
歳
を
超
え
て
活
き
活
き
と
働
い
て
い
る
ナ

リ
タ
ヤ
本
店
勤
務
の
お
２
人
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

鈴
木
尚な

お

子こ

さ
ん
（
68
歳
）
は
、
パ
ー
ト
社
員
と
し
て
ナ

リ
タ
ヤ
に
入
社
し
て
17
年
。
本
店
の
青
果
部
門
で
13
時
か

ら
17
時
ま
で
、
月
15
日
程
度
の
勤
務
を
入
社
以
来
続
け
て

い
ま
す
。
年
間
を
通
じ
て
何
百
種
類
も
の
野
菜
・
果
物
を

扱
っ
て
お
り
、
鈴
木
さ
ん
は
そ
の
日
の
仕
入
れ
状
況
に
応

じ
て
、
野
菜
を
選
別
し
て
袋
詰
め
や
品
出
し
、
ト
レ
イ
な

ど
の
資
材
発
注
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
地
場
産
の
野
菜
な
ど
、
よ
い
商
品
を
お
客
さ
ま
に
お

●
ナ
イ
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
夜
間
管
理
者
）

18
時
か
ら
22
時
ご
ろ
ま
で
の
勤
務
で
、
店
長
か
ら
引
継

ぎ
を
し
て
、
店
舗
閉
店
後
の
残
務
処
理
、
保
安
管
理
業
務

を
担
当
し
ま
す
。
40
代
、50
代
の
ナ
イ
ト・マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

も
い
ま
す
が
、
定
年
を
迎
え
た
男
性
社
員
や
ほ
か
の
企
業

を
定
年
退
職
後
に
採
用
さ
れ
た
社
員
も
就
い
て
い
ま
す
。

●
マ
イ
ス
タ
ー
・
バ
ッ
チ
を
支
給

優
れ
た
能
力
を
持
つ
レ
ジ
部
門
の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
社
員
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
働
い
て
も
ら
う
た
め
、

社
内
認
定
の
「
マ
イ
ス
タ
ー
・
バ
ッ
チ
」
を
支
給
。
多
く

の
高
齢
パ
ー
ト
社
員
が
バ
ッ
チ
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

「
高
年
齢
者
雇
用
開
発
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
応
募

新
井
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
同
社
の
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
高

く
評
価
し
、
当
機
構
の
「
令
和
２
年
度
高
年
齢
者
雇
用
開

発
コ
ン
テ
ス
ト
」※
へ
の
応
募
を
同
社
に
す
す
め
、
応
募
書

類
の
作
成
な
ど
を
支
援
し
ま
し
た
。

山
本
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、「
応
募
書
類
作
成
の
際
、
新

井
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
当
社
の
取
組
み
の
優
れ
た
点
に
つ
い
て

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
が
た
く
、
機
構
理
事

長
表
彰
・
特
別
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
光
栄
で
し
た
。

ま
た
、
ほ
か
の
多
く
の
企
業
の
取
組
み
を
知
る
機
会
と
な

り
、
た
い
へ
ん
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
取
組
み
も
あ
り
ま
す
」
と
コ
ン

テ
ス
ト
へ
の
応
募
体
験
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

に
か
か
わ
り
な
く
再
雇
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

70
歳
以
降
を
対
象
に
し
た
業
務
遂
行
能
力
の
確
認
は
、

体
力
や
接
客
態
度
な
ど
約
20
項
目
の
客
観
的
基
準
に
よ

り
、
各
店
舗
の
店
長
が
行
い
ま
す
。

こ
う
し
た
制
度
改
善
に
よ
り
、
長
年
勤
務
し
て
い
る
高

齢
社
員
を
あ
ら
た
め
て
貴
重
な
戦
力
と
し
て
と
ら
え
、
長

く
働
け
る
環
境
の
整
備
に
つ
な
が
り
、
現
在
60
歳
以
上
の

社
員
は
３
８
５
人
、
こ
の
う
ち
70
歳
以
上
が
１
０
０
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
社
員
の
意
欲
や
能
力
、
技

術
を
よ
り
活
か
す
た
め
、
次
の
よ
う
な
取
組
み
も
行
っ
て

い
ま
す
。

●
勤
務
時
間
は
可
能
な
か
ぎ
り
希
望
に
応
ず
る

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
場
合
、
フ
ル
タ
イ
ム
、
早
朝

の
み
、
午
前
の
み
、
午
後
の
み
な
ど
、
勤
務
時
間
は
各
店

舗
・
各
部
門
の
状
況
に
応
じ
て
、
可
能
な
か
ぎ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
希
望
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

●
早
朝
シ
ニ
ア
制
度

６
時
か
ら
９
時
ま
で
開
店
準
備
を
担
当
す
る
早
朝
シ
フ

ト
を
８
店
舗
に
導
入
。
早
朝
の
勤
務
を
希
望
す
る
高
齢
の

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
社
員
が
働
い
て
い
ま
す
。

総
務
人
事
部
の
山
本
佐
江
子
人
事
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

「
早
朝
は
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
出
勤
し
に
く
い
時
間
帯

で
す
が
、
高
齢
社
員
の
な
か
に
は
〝
朝
の
み
働
き
た
い
〞

と
い
う
希
望
者
も
い
て
、
う
ま
く
シ
フ
ト
が
組
め
て
い
ま

す
し
、
早
朝
の
チ
ー
ム
を
組
ん
で
責
任
を
持
っ
て
働
い
て

く
れ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

店舗に果物を並べる
青果部門の鈴木尚子さん

※　 令和3年度から、「高年齢者活躍企業コンテスト」に名称変更
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届
け
し
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。
新
種
の
野
菜
が
入
っ
て
き
た
と
き
な
ど
は
ま

だ
ま
だ
勉
強
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
道
の
駅
な
ど
で

野
菜
の
並
べ
方
な
ど
を
見
て
学
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と

前
向
き
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
鈴
木
さ
ん
。
山
本
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、「
仕
事
中
は
集
中
し
て
い
て
頼
も
し
く
、

作
業
を
離
れ
る
と
元
気
で
ほ
が
ら
か
な
雰
囲
気
で
す
」
と

鈴
木
さ
ん
の
働
き
ぶ
り
と
人
柄
を
語
り
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
と
感
謝
と
努
力
を
忘
れ
ず
、
元
気

に
、
役
に
立
て
る
よ
う
に
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」（
鈴
木
さ
ん
）

上
田
真
理
子
さ
ん
（
65
歳
）
は
、
パ
ー
ト
社
員
と
し
て

本
店
の
精
肉
部
門
に
入
社
し
て
、
勤
続
27
年
。
初
め
は
４

時
間
勤
務
で
し
た
が
、
現
在
は
７
時
か
ら
16
時
ま
で
の
フ

ル
タ
イ
ム
勤
務
で
、
月
20
日
ほ
ど
働
い
て
い
ま
す
。
山
本

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、「
27
年
間
精
肉
部
門
に
勤
め
て
ス
ラ

イ
サ
ー
が
自
在
に
扱
え
る
、貴
重
か
つ
頼
り
に
な
る
存
在
」

と
上
田
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

上
田
さ
ん
は
入
社
直
後
か
ら
ス
ラ
イ
サ
ー
の
技
術
を
習

得
し
、
腕
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。「
豚
肉
や
牛
肉
を
さ
ま

ざ
ま
な
形
に
ス
ラ
イ
ス
し
て
、
商
品
に
し
て
い
く
の
が
主

な
仕
事
で
す
」（
上
田
さ
ん
）

40
代
半
ば
に
独
学
で
調
理
師
免
許
を
取
得
し
た
努
力
家

で
、「
会
社
に
相
談
し
た
ら
、
書
類
作
成
な
ど
の
応
援
を

し
て
も
ら
え
て
励
み
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
当
時
を
ふ
り

返
り
ま
す
。
現
在
同
社
に
は
資
格
取
得
支
援
制
度
が
あ
り

ま
す
が
、
上
田
さ
ん
は
先
駆
け
的
な
存
在
で
し
た
。
10
年

前
に
は
海
外
研
修
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
、
ア
メ
リ
カ
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
視
察
し
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
研
修
は
、
正
社
員
で
も
な
か
な
か
選
ば
れ
な
い
そ
う

で
す
。
最
近
は
若
手
に
技
術
指
導
を
す
る
役
割
も
に
な
っ

て
い
ま
す
。

「
ナ
リ
タ
ヤ
の
お
肉
は
お
い
し
く
て
、
家
族
に
も
胸
を

張
っ
て
す
す
め
ら
れ
ま
す
。
よ
い
商
品
を
扱
え
る
仕
事
が

で
き
て
幸
せ
で
す
」（
上
田
さ
ん
）

千
葉
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
優
良
企
業
へ

鈴
木
さ
ん
、上
田
さ
ん
と
も
に
、「
職
場
は
働
き
や
す
く
、

ナ
リ
タ
ヤ
の
社
員
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
」

と
も
話
し
て
い
ま
し
た
。

同
社
の
パ
ー
ト
社
員
は
、
働
い
て
い
る
人
が
知
人
に
声

を
か
け
、応
募
し
て
入
社
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
そ
う
で
す
。

ま
た
、
パ
ー
ト
社
員
の
定
着
率
が
よ
い
こ
と
か
ら
も
、
同

社
の
職
場
環
境
の
よ
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

新
井
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
同
社
の
取
組
み
へ
の
評
価
と
期

待
を
次
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
商
品
が
よ
い
か
ら
評
判
が
よ
い
、
評
判
が
よ
い
か
ら

ナ
リ
タ
ヤ
で
働
き
た
い
。
こ
の
よ
う
に
、
う
ま
く
回
っ
て

い
る
印
象
を
受
け
ま
す
。
働
き
ぶ
り
を
評
価
す
る
基
準
が

明
確
か
つ
公
明
で
あ
る
こ
と
や
、
正
社
員
・
パ
ー
ト
社
員

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
認
識
し
、
そ
れ
を
互
い
に
納
得
し
、

助
け
合
っ
て
働
け
る
環
境
も
で
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
今

後
は
、
健
康
面
か
ら
の
長
く
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
よ
り

大
事
に
し
て
、
現
在
の
経
営
路
線
と
高
齢
者
雇
用
の
取
組

み
を
続
け
て
い
け
ば
、
さ
ら
に
よ
い
結
果
が
出
て
く
る
で

し
ょ
う
。
地
元
生
産
者
や
住
民
と
の
関
係
性
を
高
め
、
輪

を
広
げ
る
こ
と
に
よ
る
着
実
な
商
圏
拡
大
を
期
待
し
て
い

ま
す
」

山
本
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、「
当
社
は
創
業
時
か
ら
、
千

葉
県
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
優
良
企
業
に
な
る
こ
と
を
目
ざ

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
を
心
が
け
、
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
し
ま
す
」
と
語
り

ま
し
た
。

 

（
取
材
・
増
山
美
智
子
）

精肉部門ですぐれた技術を
発揮している上田真理子さん
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は
じ
め
に

1こ
れ
ま
で
、第
2
回
、第
3
回
で
は
、２
０
２
０
（
令

和
２
）
年
3
月
に
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
「
エ
イ
ジ

フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
概
要
を
紹
介
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
は
、
職
場
に
お
け
る
高
齢
者

の
労
働
災
害
の
実
態
と
効
果
的
な
対
策
を
詳
し
く
み
て

い
き
ま
す
。

ま
ず
今
回
は
、
発
生
が
最
も
多
い
転
倒
災
害
を
取
り

上
げ
、
転
倒
災
害
の
発
生
状
況
、
転
倒
災
害
の
特
徴
な

ど
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
軽
作
業
で
の
転
倒
災
害
が

目
立
つ
、
小
売
業
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
転
倒
災
害
の

事
例
、転
倒
災
害
の
原
因
と
対
策
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

転
倒
災
害
の
発
生
状
況

2全
産
業
に
お
い
て
、災
害
の
種
類
別
（
災
害
分
類
上
、

事
故
の
型
別
と
い
う
）
に
休
業
4
日
以
上
死
傷
災
害
を

み
る
と
、
転
倒
災
害
が
23
・
９
％
と
最
も
多
く
を
占
め

て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

転
倒
災
害
の
特
徴

3転
倒
災
害
に
は
、
以
下
に
示
す
４
つ
の
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

特
徴
１　
高
齢
者
は
転
倒
災
害
リ
ス
ク
が
高
い

高
齢
者
ほ
ど
転
倒
災
害
の
リ
ス
ク
が
増
加
し
、
55
歳

以
上
で
は
55
歳
未
満
と
比
較
し
リ
ス
ク
が
約
3
倍
に
増

加
し
ま
す
（
厚
生
労
働
省
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）。

特
徴
２　
50
代
・
60
代
の
女
性
の
発
生
率
が
高
い

転
倒
災
害
の
男
女
別
年
齢
別
の
発
生
割
合
を
み
る

と
、
50
代
・
60
代
の
女
性
の
発
生
割
合
が
高
く
な
っ
て
※　前回までの内容は、ホームページでご覧になれます。
エルダー  高齢社員のための安全職場づくり 検 索

　
生
涯
現
役
時
代
を
迎
え
、
60
歳
、
65
歳
を
超
え
て
、
よ
り
長
く
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
企
業
が
職
場
に
お
け
る
安
心
・
安
全
を
確
保
し
、
高
齢
社
員
が

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
連
載
で
は
、
高
齢
者
の
特
性
を
考
慮
し
た
〝
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
〞
な
職
場
の
実
現
方
法
に
つ

い
て
、
職
場
の
安
全
管
理
に
詳
し
い
高
木
元
也
先
生
が
解
説
し
ま
す
。

労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所 

安
全
研
究
領
域
長
　
高
木 

元
也

―
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
職
場
を
つ
く
る
―

高
齢
社
員
の
た
め
の
安
全
職
場
づ
く
り

高
齢
者
の
労
働
災
害
防
止
対
策

―
転
倒
災
害
防
止
そ
の
１
―

第 4 回
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い
ま
す
（
図
表
２
）。

特
徴
３　
休
業
１
カ
月
以
上
が
約
６
割
を
占
め
る

転
倒
災
害
に
よ
る
休
業
期
間
は
約
６
割
が
1
カ
月
以

上
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
表
３
）。

特
徴
４　
雪
国
で
数
多
く
発
生

雪
の
多
い
地
域
で
は
、
雪
・
凍
結
な
ど
に
起
因
し
た

転
倒
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

小
売
業
の
転
倒
災
害

4■
転
倒
災
害
発
生
状
況

高
齢
の
女
性
の
転
倒
災
害
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
そ
の
代
表
的
な
職
場
の
一
つ
に
小
売
業
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

小
売
業
の
労
働
災
害
発
生
状
況
を
災
害
の
種
類
別

（
事
故
の
型
別
）
に
み
る
と
、
全
産
業
同
様
、
転
倒
災

害
が
34・４
％
と
最
も
多
く
占
め
て
い
ま
す
（
図
表
４
）

■
高
齢
女
性
の
転
倒
災
害
事
例

小
売
業
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
態
が
あ
り
ま
す
が
、
な

か
で
も
、総
合
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、食
品
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
高
齢
の
女
性
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

の
転
倒
災
害
が
目
立
ち
ま
す
。

そ
こ
で
、
発
生
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
転
倒
災
害
事

例
を
次
頁
で
紹
介
し
ま
す
。

その他 21.6％

転倒 34.6％

墜落・転落
11.8％

動作の反動・
無理な動作 14.3％

激突 4.3％

はさまれ・
巻き込まれ 
6.1％
切れ・こすれ 
7.3％

休業
1カ月未満
（約 4割）休業

1カ月以上
（約 6割）

その他 11.1％

転倒 23.9％

墜落・転落
17.0％

動作の反動・
無理な動作 14.1％

飛来・落下 
4.8％

激突 
5.2％

交通事故
（道路） 5.9％

切れ・こすれ 
6.4％

はさまれ・
巻き込まれ 11.6％

125,611人

10
0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0 %

20 30 40 50 60 70 80 90 100
年 齢

男性

女性

出典：厚生労働省「労働者死傷病報告」（2019 年）出典：厚生労働省ウェブサイト「STOP! 転倒災害」

出典：厚生労働省「労働者死傷病報告」（2019 年） 出典：中央労働災害防止協会『エイジアクション 100』

図表４　小売業の死傷災害発生状況（事故の型別）図表３　転倒災害による休業期間の割合

図表１　休業４日以上労働災害の発生状況 図表２　転倒災害の男女別年齢別の発生割合（2016年）

高齢社員の
ための 安全職場づくり

―エイジフレンドリーな職場をつくる―
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高齢女性の転倒災害事例

足がもつれて転倒事例
7
店舗の売り場で、商品棚から商品（箱

入りケーキ）１個を取り出し、カウン
ターで包装をしようとした。その際、
自分の左足に右足が引っかかって転倒
し、左足を骨折した（休業３カ月、
63歳女性）。

階段をふみ外した事例
9
出勤時、制服に着替えるため地下２
階のロッカー室に向かう途中、通路の
途中にある階段（数段）をふみ外し転
倒。足首をねんざした（休業１カ月、
60歳女性）。

コードにひっかかった事例
4
出勤し、２階裏入口から店内に入ろ

うとしたとき、電気コードに足を引っ
かけて転倒し、左腕と左膝を骨折した
（休業３カ月、68歳女性）。

重い荷物でよろけた事例
6
ゴミ捨て場でゴミ出しをしていると
きに、台車からゴミ袋をおろした拍子
によろけて転倒し、腰部と右足を負傷
した（休業５カ月、69歳女性）。

段差につまずいた事例
１
事業所内にて清掃作業中、洗濯機の

近くにあるマンホールの縁につまずき
転倒。左足を骨折した（休業６カ月、
72歳女性）。

濡れた床で滑った事例
3
厨房内で、総菜を製造調理している
ときに、厨房内を移動して、床にあっ
た水たまりで足を滑らせ転倒し手をつ
き、右手首を骨折した（休業４カ月、
62歳女性）。

自転車ごと倒れた事例
8
自転車置き場に自転車を止めようと

したとき、バランスを崩して左側へ転
倒し、左膝を地面に激しく打ち、倒れ
た自転車が左足の上に乗りかかる状態
になり、左膝を骨折した（休業１カ月、
60歳女性）。

ぶつかった反動で転倒事例
5
店舗のバックヤードの通路をモップ

で清掃していたときに、モップが棚の
角にぶつかりその反動で前向きに転倒
した。その際、左肘と右膝を床で打っ
て骨折した（休業３カ月、67歳女性）。

床に置かれた荷物に
つまずいた

事例
2
冷蔵庫から、大葉の入った箱（約

25cm× 35cm、重さ約 200g）を持
ち店内に戻る途中、床に置いてあった
段ボール箱に気づかず、足を引っかけ
て転倒し、左手首を骨折した（休業１
カ月、62歳女性）。
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転
倒
災
害
の
原
因
と
対
策

5さ
ま
ざ
ま
な
転
倒
災
害
の
事
例
を
み
て
き
ま
し
た
が
、

厚
生
労
働
省
は
、
転
倒
災
害
防
止
施
策
と
し
て
、
２
０

１
７
（
平
成
29
）
年
か
ら
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

転
倒
災
害

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
施
策
に
基
づ
き
、
転
倒
災
害
の
原
因
と
対
策
を

紹
介
し
ま
す
。

■
転
倒
災
害
の
主
な
原
因

転
倒
災
害
の
主
な
タ
イ
プ
に
は
、「
滑
り
」、「
つ
ま

ず
き
」、「
ふ
み
外
し
（
階
段
な
ど
）」
の
3
つ
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
発
生
原
因
を
分
析
し
対
策
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

■
転
倒
災
害
防
止
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

転
倒
災
害
防
止
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
に
示
し
ま

す
。
転
倒
災
害
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て

作
業
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
作
業
効
率
の
向
上
に
つ
な

が
り
ま
す
。

（
１
）
危
険
源
の
除
去

・ 

床
面
の
凹
凸
、
段
差
の
解
消

・ 

滑
り
に
く
い
床
材
の
採
用

（
２
）
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔

・ 

歩
行
場
所
に
物
を
放
置
し
な
い

・ 

床
面
の
汚
れ（
水
、
油
、
粉
な
ど
）
を
取
り
除
く

（
３
）
転
倒
し
に
く
い
作
業
方
法

・ 

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
行
動

・ 

滑
り
や
す
い
場
所
で
は
小
さ
な
歩
幅
で
歩
行

・ 

足
元
が
見
え
に
く
い
状
態
で
作
業
し
な
い

（
４
）
そ
の
他

・ 

移
動
や
作
業
に
適
し
た
靴
の
着
用

・ 

職
場
の
危
険
マ
ッ
プ
の
作
成
に
よ
る
危
険
情
報
の

共
有

・ 

転
倒
危
険
場
所
に
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
で
注
意
喚
起

■
転
倒
災
害
防
止
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

転
倒
災
害
の
防
止
に
は
、
図
表
５
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
、
職
場
の
転
倒
の
危
険
な
ど
を
見

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
転
倒
危
険
箇
所
の
見
え
る
化

職
場
の
転
倒
の
危
険
を
み
つ
け
た
ら
、そ
の
場
所
に
、

ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
（
図
表
６
）※
を
掲
示
し
、
転
倒
の

危
険
の
見
え
る
化
を
図
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

※　 厚生労働省ウェブサイト「STOP! 転倒災害」（https://anzeninfo.mhlw.go.jp/information/tentou1501.html）より「転倒危険場所の見える化ステッカー」
がダウンロードできます

出典：厚生労働省ウェブサイト「STOP! 転倒災害」

図表6　転倒危険場所の見える化ステッカー

出典：厚生労働省ウェブサイト「STOP! 転倒災害」

図表5　転倒災害防止のためのチェックシート

チェック項目

１ 通路、階段、出口に物を放置して
いませんか

２
床の水たまりや氷、油、粉類など
は放置せず、その都度取り除いて
いますか

３
通路や階段を安全に移動できるよ
うに十分な明るさ（照度）が確保
されていますか

４ 靴は、すべりにくくちょうど良い
サイズのものを選んでいますか

５ 転倒しやすい場所の危険マップを
作成し、周知していますか

６
段差のある箇所や滑りやすい場所
などに、注意を促す標識をつけて
いますか

７ ポケットに手を入れたまま歩くこ
とを禁止していますか

８ ストレッチや転倒予防のための運
動を取り入れていますか

９ 転倒を予防するための教育を行っ
ていますか

高齢社員の
ための 安全職場づくり

―エイジフレンドリーな職場をつくる―



て
同
様
の
整
理
が
な
さ
れ
た
う
え
で
、
使
用
者
の
明

示
ま
た
は
黙
示
の
指
示
に
よ
り
労
働
者
が
業
務
に
従

事
す
る
時
間
は
労
働
時
間
に
あ
た
る
こ
と
を
前
提

に
、
以
下
の
よ
う
な
類
型
に
つ
い
て
は
、
労
働
時
間

に
該
当
す
る
と
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

① 

使
用
者
の
指
示
に
よ
り
、
就
業
を
命
じ
ら
れ
た
業

務
に
必
要
な
準
備
行
為
（
着
用
を
義
務
づ
け
ら
れ

た
所
定
の
服
装
へ
の
着
替
え
な
ど
）
や
業
務
終
了

後
の
業
務
に
関
連
し
た
後
始
末
（
清
掃
な
ど
）
を

事
業
場
内
に
お
い
て
行
っ
た
時
間

② 

使
用
者
の
指
示
が
あ
っ
た
場
合
に
は
即
時
に
業
務

に
従
事
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
労
働
か

ら
離
れ
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
待

機
し
て
い
る
時
間
（
い
わ
ゆ
る
「
手
待
ち
時
間
」）

③ 

参
加
す
る
こ
と
が
業
務
上
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

研
修
・
教
育
訓
練
の
受
講
や
、
使
用
者
の
指
示
に

労
働
時
間
に
つ
い
て

1以
前
に
も
、
労
働
時
間
に
関
し
て
は
触
れ
ま
し
た

が
※1
、
労
働
基
準
法
に
お
け
る
労
働
時
間
と
は
、「
使

用
者
の
指
揮
命
令
下
に
置
か
れ
て
い
る
時
間
」（
最

高
裁
平
成
12
年
3
月
９
日
判
決
、
三
菱
重
工
長
崎
造

船
所
事
件
）
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
判
例
で

は
、労
働
時
間
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
使
用
者
と
労
働
者
の
契
約
や
就
業
規
則
な
ど

の
主
観
的
な
関
係
で
定
め
る
の
で
は
な
く
、
労
働
実

態
を
ふ
ま
え
て
客
観
的
に
定
ま
る
も
の
と
い
う
趣
旨

も
含
め
て
、
指
揮
命
令
下
に
置
か
れ
て
い
た
か
否
か

を
判
断
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
解
釈
に
お
い
て
も
、
労
働
時
間
と
は
使
用
者

の
指
揮
命
令
下
に
置
か
れ
て
い
る
時
間
で
あ
る
と
し

※1　本誌2021年2月号（第33回 Q2 ノー残業デー導入時の留意点）

勉
強
会
へ
の
参
加
に
対
す
る
義
務
づ
け
の
程
度
に
応
じ
て
、
労
働
時
間
と
な
る
か
否
か
が
左

右
さ
れ
ま
す
。
人
事
考
課
上
の
考
慮
事
項
と
し
て
い
た
り
、
不
利
益
な
懲
戒
処
分
の
対
象
と
な

り
得
る
場
合
な
ど
に
は
、
労
働
時
間
と
な
る
可
能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。

A
勉
強
会
や
研
修
は
労
働
時
間
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い

当
社
で
は
、
就
業
時
間
の
終
了
後
に
勉
強
会
を
開
催
し
、
安
全
衛
生
に
関
す
る
知
識
を
共
有

し
た
り
、
業
務
に
必
要
な
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

従
業
員
か
ら
、
勉
強
会
に
参
加
し
て
い
る
時
間
は
労
働
時
間
で
あ
る
か
ら
残
業
代
を
支
払
う

よ
う
求
め
ら
れ
た
の
で
す
が
、
支
払
う
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Q 1

第35回   勉強会の労働時間の該当性、高齢者への安全配慮義務
弁護士法人 ALG&Associates　執行役員・弁護士　家永　勲
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よ
り
業
務
に
必
要
な
学
習
な
ど
を
行
っ
て
い
た
時

間こ
れ
ら
の
う
ち
③
が
、
今
回
の
質
問
に
最
も
近
い

内
容
で
あ
り
、
勉
強
会
の
時
間
は
、
労
働
時
間
に
該

当
す
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

重
要
な
判
断
要
素

2研
修
・
教
育
訓
練
の
受
講
や
業
務
に
必
要
な
学
習

な
ど
と
い
う
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
労
働
時
間
に
該
当

す
る
と
い
う
判
断
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
労
働
時
間

該
当
性
の
要
素
に
は
、「
参
加
す
る
こ
と
が
業
務
上

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
や
「
使
用
者
の
指
示

に
よ
り
」
と
い
う
要
素
が
必
要
で
す
。

こ
の
点
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
一
律
に
就
業
時

間
外
の
勉
強
会
な
ど
を
労
働
時
間
と
み
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

「
使
用
者
の
指
示
に
よ
り
」
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
、
明
示
の
指
示
で
あ
れ
ば
明
確
で
あ
り
、
会
社
の

指
示
に
基
づ
き
参
加
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

労
働
時
間
に
該
当
す
る
と
い
え
そ
う
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
実
に
は
、「
参
加
を
う
な
が
す
こ
と
」

と
「
指
示
し
て
参
加
さ
せ
る
こ
と
」
は
、
外
形
的
に

は
類
似
す
る
場
合
も
あ
り
、
使
用
者
か
ら
の
意
図
と

労
働
者
の
受
け
止
め
方
が
相
違
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
会
社
か
ら
参
加
す
る
よ
う
求

め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
「
指
示
」
と
い
え
る

の
か
と
い
う
点
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。

ま
た
、「
参
加
が
業
務
上
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
」

と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
義
務
づ
け
て
い
る
の
か
否

か
に
つ
い
て
は
、
指
示
に
よ
る
場
合
と
同
様
に
、
受

け
止
め
方
の
相
違
も
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
必
ず
し

も
明
確
で
は
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、「
参
加
す
る
こ
と
が
業
務
上
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
」
こ
と
や
「
使
用
者
の
指
示
に
よ
り
」

と
い
う
要
素
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
判
断
が
む
ず
か
し
い
の
で
す
。

裁
判
例
の
傾
向

3労
働
時
間
の
定
義
を
示
し
た
三
菱
重
工
長
崎
造
船

所
事
件
の
判
決
で
は
、
業
務
の
準
備
行
為
等
を
行
う

に
あ
た
り
「
就
業
規
則
に
お
い
て
」
作
業
服
お
よ
び

保
護
具
等
の
着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、

こ
れ
を
怠
る
と
「
懲
戒
処
分
」
を
受
け
た
り
、
成
績

考
課
に
反
映
さ
れ
て「
賃
金
の
減
収
に
も
つ
な
が
る
」

場
合
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
指
揮
命
令

下
に
あ
っ
た
と
し
て
、
労
働
時
間
該
当
性
を
肯
定
し

て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、実
際
に
個
別
具
体
的
な
指
示
が
あ
っ

た
か
否
か
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
指
示
に

対
し
て
、
労
働
者
が
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、

従
わ
な
け
れ
ば
不
利
益
（
懲
戒
処
分
や
人
事
考
課
上

の
不
遇
を
受
け
る
な
ど
）
が
あ
る
か
と
い
う
点
が
重

要
な
判
断
要
素
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
近
年
の
裁
判
例
で
い
え
ば
、
大
阪
地
裁

令
和
2
年
3
月
3
日
判
決
に
お
い
て
は
、
就
業
時
間

外
に
行
わ
れ
て
い
た
安
全
衛
生
に
関
す
る
「
安
全
活

動
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
間
帯
と
、
月
に
1
回
か
ら

3
回
程
度
開
催
し
て
い
た
「
勉
強
会
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
時
間
性
が
争
点
と
な
り
ま
し
た
。

当
該
裁
判
例
で
は
、「
安
全
活
動
」
に
つ
い
て
は
、

①
就
業
規
則
に
安
全
活
動
に
関
す
る
規
定
は
存
在
し

な
い
こ
と
、
②
出
欠
が
取
ら
れ
る
も
の
で
も
な
く
不

参
加
の
場
合
制
裁
が
課
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
こ

と
、
③
参
加
に
よ
っ
て
査
定
な
ど
で
有
利
に
な
る
も

の
で
も
な
い
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
労
働
時
間
に

該
当
し
な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
判
断
要
素
の
う

ち
、
①
に
つ
い
て
は
、
参
加
を
義
務
づ
け
る
規
定
が

な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
お
り
、③
の
根
拠
を
翻
せ
ば
、

人
事
考
課
上
の
不
利
益
を
受
け
る
わ
け
で
も
な
い
こ

と
を
考
慮
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

一
方
で
、「
勉
強
会
」に
つ
い
て
は
、①
原
告
と
な
っ

た
労
働
者
が
参
加
し
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
、
②
参
加
す
る
こ
と
な
く
技
術
が
身
に
つ
か

な
い
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
賃
金
や
賞
与
の
査
定
、
従
業

員
と
し
て
の
地
位
に
影
響
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
こ
と
、
③
就
業
規
則
に
、「
会
社
は
、
従
業
員
に

対
し
、
業
務
上
必
要
な
知
識
技
能
を
高
め
、
資
質
の

向
上
を
図
る
た
め
、必
要
な
教
育
訓
練
を
行
う
」、「
従

業
員
は
、
会
社
か
ら
教
育
訓
練
を
受
講
す
る
よ
う
指

示
さ
れ
た
場
合
は
、
特
段
の
事
由
が
な
い
限
り
指
示

さ
れ
た
教
育
訓
練
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
安
全

活
動
の
時
間
と
は
異
な
り
、
労
働
時
間
に
該
当
す
る

と
い
う
結
論
に
至
っ
て
い
ま
す
。
①
の
要
素
か
ら
、
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任
意
参
加
で
は
な
く
対
象
の
労
働
者
に
と
っ
て
参
加

す
る
以
外
の
選
択
肢
が
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
効
果

を
生
ん
で
お
り
、
不
参
加
に
対
す
る
制
裁
や
不
利
益

の
存
在
か
ら
、
①
や
②
の
要
素
は
事
実
上
の
強
制
と

し
て
評
価
さ
れ
る
根
拠
と
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

補
充
的
な
要
素
と
は
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
就
業
規
則

上
に
、
明
示
的
に
義
務
づ
け
る
根
拠
と
な
る
規
定
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
（
③
の
要
素
）
も
考
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。

同
じ
会
社
で
行
わ
れ
た
就
業
時
間
外
の
活
動
に
お

い
て
も
、
そ
の
結
論
が
分
か
れ
て
お
り
、
就
業
時
間

外
の
活
動
に
対
す
る
判
断
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

勉
強
会
に
関
す
る
③
の
要
素
に
つ
い
て
は
、
勉
強

会
そ
の
も
の
を
直
接
義
務
づ
け
る
規
定
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
使
用
者
が
、
勉
強
会
に
参
加
さ
せ
る
た
め

の
業
務
命
令
を
発
す
る
根
拠
と
な
る
規
定
と
な
っ
て

お
り
、
業
務
命
令
違
反
を
理
由
と
す
れ
ば
懲
戒
処
分

な
ど
の
実
施
が
可
能
と
な
る
と
い
う
労
働
者
に
対
す

る
不
利
益
性
と
つ
な
が
る
要
素
に
な
っ
て
い
ま
す
。

類
似
す
る
よ
う
な
抽
象
的
な
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い

る
企
業
も
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
教
育
訓

練
に
関
す
る
勉
強
会
な
ど
の
開
催
に
お
い
て
は
、
こ

の
よ
う
な
規
定
の
有
無
に
つ
い
て
も
留
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

仮
に
、
同
様
ま
た
は
類
似
の
規
定
を
就
業
規
則
に

定
め
て
い
る
企
業
に
お
い
て
、
労
働
時
間
に
該
当
し

な
い
よ
う
に
就
業
時
間
外
の
勉
強
会
を
開
催
す
る
た

め
に
は
、
勉
強
会
へ
の
参
加
が
命
令
で
は
な
い
こ
と

高
齢
者
に
対
す
る
安
全
配
慮
義
務

1定
年
後
の
再
雇
用
者
な
ど
高
齢
者
の
雇
用
者
数
は

年
を
追
う
ご
と
に
増
加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
高
齢
者
に
関
し
て
は
、
安
全
配
慮
義
務
に
関
し

て
、
特
有
の
視
点
が
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
「
労
働
者
死
傷
病
報
告
」
な
ど
を

基
に
、
労
働
災
害
の
発
生
状
況
の
分
析
な
ど
の
結
果

を
公
表
し
て
い
ま
す
が
、
２
０
１
９
（
平
成
31
／
令

を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
ま
た
は
参
加
が
あ
く
ま
で

も
任
意
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
う
え
で
参
加
を

募
り
、
参
加
し
な
か
っ
た
労
働
者
へ
の
不
利
益
措
置

な
ど
を
実
施
し
な
い
と
い
っ
た
要
素
に
気
を
つ
け
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

和
元
）
年
の
労
働
災
害
に
お
い
て
は
、
全
死
傷
者
の

う
ち
60
歳
以
上
の
死
傷
者
数
の
割
合
が
年
々
増
加
し

て
お
り
、
そ
の
割
合
は
26
・
８
％
に
及
ん
で
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
墜
落
・
転
落
災
害
の
発
生
率
が
若
年

層
に
比
べ
て
高
く
、
転
倒
災
害
に
つ
い
て
は
、
女
性

で
高
く
か
つ
高
齢
と
な
る
ほ
ど
高
く
な
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
継
続
雇
用
延
長
に
あ
た
っ
て
の
企
業
の
課

題
を
調
べ
た
調
査
※2
に
よ
る
と
、
継
続
雇
用
導
入
前

の
企
業
に
お
い
て
は
、「
社
員
の
健
康
管
理
支
援
」
が

最
も
割
合
が
多
く
（
35
・
１
％
）、
継
続
雇
用
延
長
後
※2　 （独）高齢・障害・求職者雇用支援機構『継続雇用、本当のところ』（2018年）

高
齢
者
に
よ
る
労
働
災
害
の
発
生
率
は
高
く
、
通
常
の
労
働
者
以
上
に
健
康
や
体
力
へ
の
配

慮
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

雇
用
以
外
の
方
法
に
よ
る
就
労
確
保
に
お
い
て
も
、
労
働
契
約
に
準
じ
た
安
全
配
慮
義
務
を

尽
く
す
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

A
高
齢
労
働
者
や
業
務
委
託
契
約
を
結
ん
だ
高
齢
者
へ
の
安
全
上
の
配
慮
に
つ
い
て

知
り
た
い

60
歳
や
65
歳
を
超
え
る
高
齢
者
の
雇
用
人
数
が
増
え
て
い
る
の
で
す
が
、
会
社
の
安
全
管
理

な
ど
に
お
い
て
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
項
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

雇
用
以
外
の
方
法
で
就
労
確
保
す
る
場
合
は
、ど
の
よ
う
な
配
慮
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Q 2

2021.4 38



の
企
業
に
お
け
る
課
題
と
し
て
も
、「
社
員
の
健
康
管

理
支
援
」
は
2
番
目
に
多
い
31
・
８
％
と
い
う
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
し
て
も
、

高
齢
者
の
労
働
状
況
に
応
じ
た
健
康
管
理
を
含
む
安

全
配
慮
義
務
へ
の
関
心
は
高
い
と
い
え
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
て
、
厚
生
労
働
省
は
、

２
０
２
０
年
3
月
に
「
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健

康
確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下
、「
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」）
を
公
表
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
就
業
に
お
け
る
安
全
に
対
す
る
配
慮
に

関
す
る
留
意
点
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
参
考
に

な
り
ま
す
。

「
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
概
要

2ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
安
全
衛
生
管
理
体
制
の
確
立

な
ど
、
職
場
環
境
の
改
善
、
高
齢
労
働
者
の
健
康
や

体
力
の
状
況
の
把
握
、
高
齢
労
働
者
の
健
康
や
体
力

の
状
況
に
応
じ
た
対
応
、
安
全
衛
生
教
育
の
項
目
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
管
理
体
制
の
確
立
な
ど
に
つ
い
て
は
、
経
営

ト
ッ
プ
に
よ
る
方
針
表
明
お
よ
び
体
制
整
備
を
は
じ

め
と
し
て
、
高
齢
者
に
と
っ
て
の
危
険
源
の
特
定
や

洗
い
出
し
と
防
止
対
策
の
優
先
順
位
を
検
討
す
る
こ

と
に
よ
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
行
な
ど
全
社

的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
向
け
の

体
制
整
備
と
し
て
の
出
発
点
と
な
る
こ
と
か
ら
、
高

齢
者
の
目
線
を
ふ
ま
え
て
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

実
行
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
と
い
え
ま
す
。

職
場
環
境
の
改
善
と
し
て
は
、共
通
事
項
と
し
て
、

視
力
・
明
暗
の
差
へ
の
対
応
、
手
す
り
や
滑
り
や
す

い
場
所
の
防
滑
素
材
の
採
用
な
ど
転
倒
防
止
に
関
す

る
施
策
や
、
短
時
間
勤
務
な
ど
の
工
夫
や
作
業
ス

ピ
ー
ド
へ
の
配
慮
な
ど
体
力
の
低
下
な
ど
の
特
性
へ

配
慮
し
た
対
策
が
中
心
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
な
か
で
も
、
高
齢
労
働
者
の
健
康
や
体

力
の
状
況
の
把
握
や
そ
れ
に
応
じ
た
対
応
の
内
容
が

特
徴
的
で
あ
り
、
健
康
状
況
の
把
握
と
し
て
健
康
診

断
の
実
施
か
ら
行
い
、
体
力
の
状
況
を
把
握
す
る
た

め
に
体
力
チ
ェ
ッ
ク
を
継
続
的
に
行
う
よ
う
努
め
る

こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
健
康
や
体
力

チ
ェ
ッ
ク
の
一
例
と
し
て
、「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
筋

力
や
認
知
機
能
な
ど
の
心
身
の
活
力
が
低
下
し
て
生

活
機
能
障
害
や
要
介
護
状
態
な
ど
の
危
険
性
が
高
く

な
っ
た
状
態
と
な
っ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
「
フ
レ

イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
心
身
の
健
康
状
況
を

簡
易
に
把
握
す
る
方
法
や
、厚
生
労
働
省
に
よ
る「
転

倒
等
リ
ス
ク
評
価
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
票
」
な
ど
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
利
用
し
な
が
ら
高
齢

労
働
者
の
健
康
状
況
お
よ
び
体
力
の
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
参
考
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
が
把
握
で
き
た
際
に
は
、
業
務
の

軽
減
の
要
否
、
作
業
の
転
換
、
心
身
両
面
に
わ
た
る

健
康
保
持
増
進
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

て
お
り
、
周
囲
の
労
働
者
に
お
い
て
も
高
齢
労
働
者

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
教
育
や
研
修
の
実

施
な
ど
も
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

雇
用
以
外
の
創
業
支
援
等
措
置

に
よ
る
場
合

3ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
労
働
契
約
に
基
づ
く
安
全
配

慮
義
務
の
具
体
化
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
対
象

と
さ
れ
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
も
労
働
契
約
に
基
づ

き
労
務
に
従
事
す
る
高
齢
労
働
者
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
に

関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、「
創
業
支
援
等
措
置
」

と
い
っ
た
ほ
か
の
事
業
主
と
業
務
委
託
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
や
、社
会
貢
献
事
業
に
従
事
す
る
方
法
で
、

就
労
確
保
を
行
う
こ
と
も
許
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
は
労
働
契
約
に
基
づ
く
も
の
で
は

な
い
と
し
て
も
、
そ
の
就
労
に
お
い
て
は
高
齢
者
の

心
身
の
状
況
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
共
通

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
創
業
支
援
等
措
置
を
採

用
す
る
た
め
に
定
め
る
実
施
計
画
に
安
全
衛
生
に
つ

い
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
厚
生
労
働
省
が
公

表
す
る
指
針
（
令
２
・
10
・
30　

厚
労
告
３
５
１
）

に
お
い
て
は
、
労
働
関
係
法
令
に
よ
る
保
護
の
内
容

も
勘
案
し
つ
つ
、
委
託
業
務
の
内
容
・
性
格
に
応
じ

た
適
切
な
配
慮
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
委
託
業
務
に
起
因
す
る
事
故
な
ど

に
よ
り
被
災
し
た
こ
と
を
事
業
主
が
把
握
し
た
場
合

に
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
報
告
す
る
こ
と
も
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
お
り
、
労
働
契
約
法
に
基
づ
く
安
全
配

慮
義
務
や
労
働
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
準
じ
た
対

応
を
心
が
け
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
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仕
事
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
際
、
社
員
が
ど
の
程
度

適
切
な
意
思
決
定
が
で
き
る
か
は
、
そ
の
社
員
に
任
せ

る
仕
事
内
容
を
判
断
す
る
う
え
で
不
可
欠
な
情
報
で

す
。
ま
た
、
社
員
に
と
っ
て
は
自
分
の
仕
事
に
対
す
る

意
思
決
定
の
裁
量
（
例
え
ば
、
仕
事
の
仕
方
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
な
ど
）
が
大
き
け
れ
ば
仕
事
の
や
り
が

い
に
つ
な
が
り
、
逆
に
小
さ
け
れ
ば
ス
ト
レ
ス
を
強
く

感
じ
精
神
的
健
康
に
影
響
し
ま
す
。
今
回
は
意
思
決
定

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
加
齢
の
関
係
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
の
意
思
決
定
は

合
理
的
な
の
か
？

「
人
生
は
選
択
の
連
続
で
あ
る
（
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』）」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
何
を

食
べ
る
か
、
何
を
着
る
か
、
と
い
っ
た
ち
ょ
っ
と
し
た

選
択
か
ら
、
ど
の
学
校
を
受
験
す
る
か
、
ど
の
会
社
に

就
職
す
る
か
、
だ
れ
と
結
婚
す
る
か
、
と
い
っ
た
重
大

な
も
の
ま
で
、
私
た
ち
は
日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
を

迫
ら
れ
ま
す
。

正
し
い
選
択
肢
が
わ
か
っ
て
い
る
場
合
、
私
た
ち
は

基
本
的
に
合
理
的
な
判
断
が
可
能
で
す
。
で
す
が
、「
ど

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
注
力
す
べ
き
か
」、「
顧
客
の
満
足

度
を
高
め
る
に
は
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
よ
い
の
か
」
と

い
っ
た
、
正
解
が
そ
の
時
点
で
は
わ
か
ら
な
い
不
確
実

性
の
高
い
意
思
決
定
を
行
う
際
、
私
た
ち
の
判
断
に
は

合
理
的
な
判
断
を
阻
害
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
考
の
偏

り
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
と
サ
ン
・

ア
ン
ト
ニ
オ
、
ど
ち
ら
の
人
口
が
多
い
で
す
か
？
」。

サ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
の
ほ
う
が
若
干
人
口
は
多
い
の
で

す
が
、
多
く
の
人
が
「
サ
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
」
と
回
答
し

ま
す
。
適
当
に
答
え
れ
ば
半
々
に
な
る
は
ず
で
す
が
、

サ
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
と
回
答
す
る
人
が
多
い
の
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。
人
は
自
分
が
知
っ
て
い
る
こ
と
を
過
大
に

評
価
す
る
傾
向
が
あ
り
、
サ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
は
聞
い

た
こ
と
が
な
い
の
で
、自
分
が
知
っ
て
い
る
サ
ン・デ
ィ

エ
ゴ
の
ほ
う
が
人
口
は
多
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
直
感
的

な
判
断
を
行
う
か
ら
で
す
。

次
の
二
つ
の
選
択
肢
Ａ
と
Ｂ
を
提
示
さ
れ
た
ら
、
あ

な
た
は
ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
か
？　

Ａ　

 

90
％
の
確
率
で
10
万
円
も
ら
え
る
。

Ｂ　
確
実
に
9
万
円
も
ら
え
る

で
は
次
の
Ｃ
と
Ｄ
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

Ｃ　
90
％
の
確
率
で
10
万
円
失
う
。

Ｄ　
確
実
に
9
万
円
失
う
。

Ａ
と
Ｂ
で
は
ど
ち
ら
も
期
待
値
（
確
率
×
利
得
）
は

9
で
同
じ
で
す
が
、
多
く
の
人
は
、
確
実
に
９
万
円
を

も
ら
え
る
Ｂ
を
選
択
し
ま
す
。利
益
獲
得
の
場
面
で
は
、

人
は
利
益
を
得
ら
れ
な
な
い
リ
ス
ク
を
避
け
、
小
さ
く

て
も
確
実
な
利
益
を
選
択
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

Ｃ
と
Ｄ
も
期
待
値
は
-９
で
ど
ち
ら
も
同
じ
で
す
。
し

か
し
、
多
く
の
人
は
罰
金
を
払
わ
な
く
て
も
す
む
可
能

　
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
に
よ
り
就
業
期
間
の
延

伸
が
見
込
ま
れ
る
な
か
で
、
高
齢
者
が
活
き
活
き
と
働
け

る
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
高

齢
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
高
齢
者
の
内
面
、〝
こ
こ
ろ
〞に
焦
点

を
当
て
、
そ
の
変
化
や
特
性
を
解
説
し
ま
す
（
編
集
部
）。

心
理
学

高
齢
社
員
の

―
加
齢
で
〝
こ
こ
ろ
〞
は
ど
う
変
わ
る
の
か

―
増
本 

康
平

神
戸
大
学
大
学
院
人
間
発
達
環
境
学
研
究
科 

准
教
授
　

高
齢
者
の
意
思
決
定
の
特
徴

第5回
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仕
事
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
際
、
社
員
が
ど
の
程
度

適
切
な
意
思
決
定
が
で
き
る
か
は
、
そ
の
社
員
に
任
せ

る
仕
事
内
容
を
判
断
す
る
う
え
で
不
可
欠
な
情
報
で

す
。
ま
た
、
社
員
に
と
っ
て
は
自
分
の
仕
事
に
対
す
る

意
思
決
定
の
裁
量
（
例
え
ば
、
仕
事
の
仕
方
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
な
ど
）
が
大
き
け
れ
ば
仕
事
の
や
り
が

い
に
つ
な
が
り
、
逆
に
小
さ
け
れ
ば
ス
ト
レ
ス
を
強
く

感
じ
精
神
的
健
康
に
影
響
し
ま
す
。
今
回
は
意
思
決
定

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
加
齢
の
関
係
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
の
意
思
決
定
は

合
理
的
な
の
か
？

「
人
生
は
選
択
の
連
続
で
あ
る
（
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

り
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
と
サ
ン
・

ア
ン
ト
ニ
オ
、
ど
ち
ら
の
人
口
が
多
い
で
す
か
？
」。

サ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
の
ほ
う
が
若
干
人
口
は
多
い
の
で

す
が
、
多
く
の
人
が
「
サ
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
」
と
回
答
し

ま
す
。
適
当
に
答
え
れ
ば
半
々
に
な
る
は
ず
で
す
が
、

サ
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
と
回
答
す
る
人
が
多
い
の
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。
人
は
自
分
が
知
っ
て
い
る
こ
と
を
過
大
に

評
価
す
る
傾
向
が
あ
り
、
サ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
は
聞
い

た
こ
と
が
な
い
の
で
、自
分
が
知
っ
て
い
る
サ
ン・デ
ィ

エ
ゴ
の
ほ
う
が
人
口
は
多
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
直
感
的

な
判
断
を
行
う
か
ら
で
す
。

次
の
二
つ
の
選
択
肢
Ａ
と
Ｂ
を
提
示
さ
れ
た
ら
、
あ

な
た
は
ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
か
？　

Ａ　

 

90
％
の
確
率
で
10
万
円
も
ら
え
る
。

Ｂ　
確
実
に
9
万
円
も
ら
え
る

で
は
次
の
Ｃ
と
Ｄ
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

Ｃ　
90
％
の
確
率
で
10
万
円
失
う
。

Ｄ　
確
実
に
9
万
円
失
う
。

Ａ
と
Ｂ
で
は
ど
ち
ら
も
期
待
値
（
確
率
×
利
得
）
は

9
で
同
じ
で
す
が
、
多
く
の
人
は
、
確
実
に
９
万
円
を

も
ら
え
る
Ｂ
を
選
択
し
ま
す
。利
益
獲
得
の
場
面
で
は
、

人
は
利
益
を
得
ら
れ
な
な
い
リ
ス
ク
を
避
け
、
小
さ
く

て
も
確
実
な
利
益
を
選
択
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

Ｃ
と
Ｄ
も
期
待
値
は
-９
で
ど
ち
ら
も
同
じ
で
す
。
し

か
し
、
多
く
の
人
は
罰
金
を
払
わ
な
く
て
も
す
む
可
能

性
の
あ
る
Ｃ
を
選
択
し
ま
す
。
Ａ
と
Ｂ
の
選
択
と
は
異

な
り
、
損
失
に
関
す
る
選
択
の
場
合
は
、
損
失
が
大
き

く
な
る
リ
ス
ク
が
あ
っ
て
も
、
な
る
べ
く
損
失
そ
の
も

の
を
避
け
る
選
択
を
す
る
傾
向
が
人
に
は
あ
り
ま
す
。

図
表
は
利
得
と
損
失
の
心
理
的
価
値
に
関
す
る
有
名

な
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
理
論
を
示
し
た
も
の
で
す
。
縦
軸
が

心
理
的
価
値
を
、
横
軸
は
利
得
と
損
失
を
表
し
て
い
ま

す
。
こ
の
図
は
、
利
得
や
損
失
が
多
く
な
れ
ば
心
理
的

反
応
が
強
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
利
得
よ
り
も
損
失
を

１
・
５
〜
２
・
５
倍
ほ
ど
強
く
感
じ
る
非
対
称
性
が
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
万
円
を
獲
得
し
て

感
じ
る
満
足
よ
り
も
、
２
０
０
万
円
を
損
し
て
感
じ
る

不
満
の
方
が
強
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
人
は
損
失
を
避

け
る
選
択
（
損
失
回
避
）
を
し
が
ち
で
あ
り
、
損
失
回

避
を
重
視
し
た
結
果
、
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
選
択
を
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
意
思
決
定
に
は

偏
り
が
み
ら
れ
る
の
か
？

私
た
ち
が
何
か
を
選
択
す
る
際
、
頭
の
中
で
は
大
き

く
二
つ
の
情
報
処
理
が
行
わ
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
好
き

か
嫌
い
か
、
良
い
か
悪
い
か
と
い
っ
た
感
情
的
、
直
感

的
な
情
報
処
理
、
も
う
一
つ
は
分
析
的
、
論
理
的
な
熟

考
の
た
め
の
情
報
処
理
で
す
。
意
思
決
定
場
面
で
は
、

ど
の
よ
う
な
選
択
で
あ
っ
て
も
、
ま
ず
直
感
・
感
情
に

よ
る
判
断
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
そ
の
選
択
で
適
切
か

ど
う
か
分
析
的
な
判
断
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
好
き
、
嫌
い
」
と
い
っ
た
感
情
的
判
断
や
「
損
失

を
回
避
し
た
い
」
と
い
う
直
感
的
判
断
は
、
論
理
的
で

客
観
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
正
解

が
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
意
思
決
定
の
場
合
は
、
感
情
・

直
感
的
な
判
断
に
依
存
し
て
し
ま
い
、
合
理
的
な
判
断

が
で
き
な
い
場
面
が
生
じ
ま
す
。

加
齢
に
と
も
な
う
意
思
決
定
の
変
化

だ
れ
し
も
、
即
決
が
求
め
ら
れ
考
え
る
余
裕
が
な
い

状
況
や
、
選
択
肢
が
多
数
あ
る
状
況
、
い
ま
ま
で
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
選
択
を
行
う
状
況
で
は
、
誤
っ
た
選

択
が
多
く
な
り
ま
す
。
特
に
高
齢
期
で
は
、
熟
考
の
た

め
の
情
報
処
理
が
、
加
齢
に
と
も
な
い
低
下
す
る
認
知

機
能
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
が
顕
著
で
す
。
ま

た
、
高
齢
者
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
知
識
を
過
大
評
価

す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
助
言
を
受
け
入
れ
に
く
く
な

る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
長
い
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
に
よ
っ
て

つ
ち
か
わ
れ
た
直
感
や
、
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
安
定
す

る
感
情
が
基
盤
と
な
る
直
感・感
情
的
な
情
報
処
理
は
、

加
齢
の
影
響
を
受
け
に
く
く
、む
し
ろ
洗
練
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
一
般
的
に
は
複
雑
な
選
択
で
あ
っ
て
も
、

経
験
を
い
か
す
こ
と
の
で
き
る
判
断
が
求
め
ら
れ
る
場

合
、
経
験
が
少
な
い
若
年
者
よ
り
迅
速
で
適
切
な
判
断

が
可
能
で
す
。
ま
た
、
以
前
の
連
載
で
も
説
明
し
ま
し

た
が
、
高
齢
者
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
重
視
す
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
損
失
回
避
と
い
っ
た
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
重
視
し
す
ぎ
る
結
果
生
じ
る
認
知

バ
イ
ア
ス
の
影
響
を
受
け
に
く
い
、
と
い
う
研
究
も
あ

り
ま
す
。

加
齢
が
意
思
決
定
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
経
験
に
基
づ

い
た
判
断
を
必
要
と
す
る
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、

高
齢
期
で
も
高
い
水
準
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
研
究
か

ら
も
裏
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
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考
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献
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今
回
は「
働
き
方
改
革
」に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

働
き
方
改
革
と
は
、
日
本
人
が
あ
た
り
前
と
思
っ
て
い

た
働
き
方
全
般
を
見
直
す
も
の
で
、
人
事
領
域
に
と
ど

ま
ら
な
い
幅
広
い
内
容
を
含
ん
で
い
ま
す
。

働
き
方
改
革
の
背
景

働
き
方
改
革
は
、
成
長
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
安
倍

前
内
閣
が
強
く
推
進
し
て
い
た
施
策
の
一
つ
で
す
。
２

０
１
６
（
平
成
28
）
年
９
月
の
「
働
き
方
改
革
実
現
会

議
」
を
皮
切
り
に
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
実
行
に
移
す
た

め
の
通
称
「
働
き
方
改
革
関
連
法
案
」
が
２
０
１
８
年

６
月
に
成
立
、
２
０
１
９
年
４
月
１
日
以
降
、
順
次
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
、
働
き
方
改
革
と
い
う

用
語
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
通
し
て
日
々
発
信
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
落
ち
着
き
を
み
せ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
内
閣
が
変
わ
っ
て
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
と
し
た
と
み

る
向
き
も
あ
り
ま
す
が
、
法
律
施
行
か
ら
２
年
近
く
経

ち
、
具
体
的
な
実
行
段
階
に
入
っ
て
い
る
か
ら
と
と
ら

え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
す
。

さ
て
、
な
ぜ
働
き
方
改
革
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
背
景
に
は
「
少
子
高
齢

化
に
と
も
な
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
」
が
大
き
く
か

か
わ
っ
て
い
ま
す
。
本
連
載
の
第
１
回
（
２
０
２
０
年

６
月
号
）
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、国
立
社
会
保
障・

人
口
問
題
研
究
所
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」
に
よ
る

と
、
生
産
活
動
の
中
心
を
に
な
う
15
歳
以
上
65
歳
未
満

の
年
齢
層
を
さ
す
「
生
産
年
齢
人
口
」
は
１
９
９
５
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
続
け
、
今
後
も
減
少
傾
向
が
続
く

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、労
働
者
一
人
あ
た
り
、

ま
た
は
労
働
１
時
間
あ
た
り
で
生
み
出
す
成
果
を
示
す

「
労
働
生
産
性
」
が
日
本
は
低
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
日
本
の
一
人
あ
た
り
労
働
生
産
性
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
加
盟
国
37
か
国
中
26
位
で
す（
日
本
生
産
性
本
部「
労

働
生
産
性
の
国
際
比
較
２
０
２
０
」）。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
打
破
す
る
た
め
に
、
従
来
の
働
き
方
で
は
就
労
が

む
ず
か
し
か
っ
た
方
に
も
生
産
活
動
に
参
画
し
て
も
ら

う
こ
と
で
人
手
不
足
の
解
消
に
つ
な
げ
、
無
駄
や
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
で
生
産
性
を
上
げ
て
い
く
の
が
働
き

方
改
革
の
大
き
な
目
的
と
な
り
ま
す
。

働
き
方
改
革
に
関
す
る

人
事
面
で
の
取
組
み

こ
こ
か
ら
は
人
事
面
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
、「
労

働
時
間
の
制
限
」、「
雇
用
の
多
様
化
」、「
就
業
場
所
の

多
様
化
」
の
三
つ
の
観
点
で
整
理
し
て
い
き
ま
す
。
す

で
に
本
連
載
で
取
り
上
げ
た
内
容
も
か
か
わ
っ
て
き
ま

す
が
、お
さ
ら
い
の
意
味
も
含
め
て
触
れ
て
い
き
ま
す
。

①
労
働
時
間
の
制
限

日
本
の
こ
れ
ま
で
の
労
働
実
態
の
な
か
で
、
長
時
間

労
働
が
か
な
り
問
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
働
き
過
ぎ

に
よ
る
過
労
死
や
健
康
へ
の
悪
影
響
、
ま
た
長
時
間
労

「働き方改革」第11回
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と
、
生
産
活
動
の
中
心
を
に
な
う
15
歳
以
上
65
歳
未
満

の
年
齢
層
を
さ
す
「
生
産
年
齢
人
口
」
は
１
９
９
５
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
続
け
、
今
後
も
減
少
傾
向
が
続
く

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、労
働
者
一
人
あ
た
り
、

ま
た
は
労
働
１
時
間
あ
た
り
で
生
み
出
す
成
果
を
示
す

「
労
働
生
産
性
」
が
日
本
は
低
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
日
本
の
一
人
あ
た
り
労
働
生
産
性
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
加
盟
国
37
か
国
中
26
位
で
す（
日
本
生
産
性
本
部「
労

働
生
産
性
の
国
際
比
較
２
０
２
０
」）。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
打
破
す
る
た
め
に
、
従
来
の
働
き
方
で
は
就
労
が

む
ず
か
し
か
っ
た
方
に
も
生
産
活
動
に
参
画
し
て
も
ら

う
こ
と
で
人
手
不
足
の
解
消
に
つ
な
げ
、
無
駄
や
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
で
生
産
性
を
上
げ
て
い
く
の
が
働
き

方
改
革
の
大
き
な
目
的
と
な
り
ま
す
。

働
き
方
改
革
に
関
す
る

人
事
面
で
の
取
組
み

こ
こ
か
ら
は
人
事
面
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
、「
労

働
時
間
の
制
限
」、「
雇
用
の
多
様
化
」、「
就
業
場
所
の

多
様
化
」
の
三
つ
の
観
点
で
整
理
し
て
い
き
ま
す
。
す

で
に
本
連
載
で
取
り
上
げ
た
内
容
も
か
か
わ
っ
て
き
ま

す
が
、お
さ
ら
い
の
意
味
も
含
め
て
触
れ
て
い
き
ま
す
。

①
労
働
時
間
の
制
限

日
本
の
こ
れ
ま
で
の
労
働
実
態
の
な
か
で
、
長
時
間

労
働
が
か
な
り
問
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
働
き
過
ぎ

に
よ
る
過
労
死
や
健
康
へ
の
悪
影
響
、
ま
た
長
時
間
労

働
を
し
に
く
い
人
材
の
就
労
機
会
の
低
下
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
解
決
策
と
し
て
、
働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ

り
、
企
業
に
対
し
て
主
に
次
の
よ
う
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・ 
時
間
外
労
働
上
限
規
制
…
月
45
時
間
、
年
３
６
０
時

間
を
原
則
と
す
る
。

・ 

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
…
10
日
以
上
の
年
次
有
給
休

暇
が
付
与
さ
れ
る
労
働
者
に
対
し
取
得
時
季
を
指
定

し
て
の
５
日
間
の
有
給
休
暇
付
与
を
義
務
と
す
る
。

こ
の
ほ
か
、「
労
働
時
間
状
況
の
把
握
義
務
化
」
や
、

勤
務
終
了
後
に
一
定
時
間
以
上
の
休
息
時
間
を
設
け
る

「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
努
力
義
務
化
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
労
働
時
間
の
制
限
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
り
、
実
現
す
る
に
は
無
駄
を
排
除
す
る
た
め
の

業
務
プ
ロ
セ
ス
見
直
し
や
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
な
ど
、
生
産

性
向
上
に
向
け
た
対
応
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

②
雇
用
の
多
様
化

働
く
の
は
65
歳
ま
で
と
い
う
年
齢
や
、
フ
ル
タ
イ
ム

正
社
員
が
雇
用
形
態
の
基
本
と
い
っ
た
よ
う
な
従
来
の

認
識
よ
り
も
幅
広
く
労
働
者
を
定
義
し
、
就
業
機
会
を

増
や
す
た
め
の
取
組
み
で
す
。
本
連
載
で
解
説
し
た
高

齢
者
の
「
雇
用
延
長
」
や
「
限
定
社
員
」
が
該
当
し
ま

す
。
ま
た
「
最
低
賃
金
」
の
引
上
げ
や
、
い
わ
ゆ
る
正

規
社
員
・
非
正
規
社
員
の
不
合
理
な
待
遇
差
の
格
差
の

是
正
と
い
っ
た
「
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
」
も
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
従
業
員
な
ど
の
一
層
の
参
画
・
活
躍
を
よ
り

う
な
が
す
意
味
で
、
こ
の
取
組
み
に
含
ま
れ
ま
す
。

ま
だ
本
連
載
で
触
れ
て
い
な
い
施
策
と
し
て
は
、「
副

業
・
兼
業
」
の
推
進
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
副
業
・
兼
業

と
は
、
主
と
な
る
業
務
以
外
に
収
入
を
得
る
業
務
に
従

事
す
る
こ
と
で
す
。
厚
生
労
働
省
が
２
０
１
８
年
に
公

表
し
た
「
副
業
・
兼
業
の
促
進
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
あ
る
よ
う
に
、
副
業
・
兼
業
の
形
態
は
、 

正
社

員
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
会
社
役
員
、
起
業
に
よ

る
自
営
業
主
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
従
来
は
副
業
・
兼

業
を
禁
止
す
る
会
社
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
副
業
・

兼
業
を
通
し
た
従
業
員
の
ス
キ
ル
習
得
、収
入
の
安
定
、

優
秀
な
人
材
の
確
保
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
解
禁
を
実
施
・
検
討
し
て
い
る
企
業
は
増
え
て
い

ま
す
。
労
働
時
間
管
理
や
健
康
管
理
面
、
機
密
保
持
な

ど
の
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
は
多
く
あ
る
の
で
す
が
、
一

つ
の
会
社
・
業
務
に
と
ど
ま
ら
ず
、
複
数
の
選
択
肢
を

持
つ
こ
と
は
、
人
生
１
０
０
年
時
代
に
お
い
て
働
く
意

思
が
あ
る
か
ぎ
り
働
く
た
め
の
一
つ
の
有
効
な
手
段
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
ま
す
。

③
就
業
場
所
の
多
様
化

決
め
ら
れ
た
一
つ
の
事
業
所
に
出
社
し
て
働
く
の
で

は
な
く
、
業
務
内
容
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
最
適

な
場
所
で
働
く
よ
う
に
で
き
る
の
が
就
業
場
所
の
多
様

化
で
す
。そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
が「
テ
レ
ワ
ー

ク
」
で
す
。
在
宅
勤
務
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
も
し
ま
す

が
、
一
般
社
団
法
人
日
本
テ
レ
ワ
ー
ク
協
会
に
よ
る
と

「
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
＝
離
れ
た
所
」
と
「
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
＝
働
く
」

を
合
わ
せ
た
造
語
で
す
の
で
、
場
所
は
自
宅
と
は
か
ぎ

り
ま
せ
ん
。労
働
時
間
管
理
の
む
ず
か
し
さ
や
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
面
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら

普
及
は
む
ず
か
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０

２
０
年
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

観
点
か
ら
一
気
に
導
入
が
進
み
ま
し
た
。

働
き
方
改
革
の
文
脈
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
を
み
る
と
、

通
勤
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
自
宅
で
働
く
こ
と
も
可
能
に

な
る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
や
介
護
な
ど
家
庭
の
事
情
が

あ
る
方
の
就
業
を
可
能
と
し
ま
す
。
ま
た
、
転
勤
や
単

身
赴
任
な
ど
会
社
の
人
事
異
動
が
家
族
を
巻
き
込
み
負

担
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に
赴
任

地
に
行
か
な
く
て
も
Ｉ
Ｔ
機
器
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
応
用
し

て
業
務
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ
り
従
業
員
に
求
め
る

評
価
軸
も
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
管
理
者
や
評
価
者
が

本
人
の
働
い
て
い
る
姿
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
高
い
成
果
や
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
重
視
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
効
率
的
に
成
果
を

出
せ
ば
よ
い
と
い
う
意
識
の
改
革
に
も
つ
な
が
り
、
働

き
方
改
革
が
目
ざ
し
て
い
る
生
産
性
向
上
に
直
結
す
る

流
れ
と
も
い
え
ま
す
。☆　

　
☆

次
回
は
「
昇
給
と
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」
に
つ
い
て
取
り

上
げ
る
予
定
で
す
。
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①

１ 

高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置

努
力
義
務
へ
の
対
応
と
し
て
必
要
な
内
容

1　
ま
ず
は
67
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
す

る
な
ど
、
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
を
段
階
的
に

講
ず
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

段
階
的
に
措
置
を
講
ず
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
た

だ
し
、
改
正
法
で
努
力
義
務
と
し
て
求
め
て
い
る
の

は
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
を
確
保
す
る
制
度
を
講
じ

る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
70
歳
ま
で
の
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
に
努
め
続
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
な
お
、
既
に
67
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
を
講

じ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

〈
2 

略
〉

3　

改
正
法
に
お
い
て
は
、
高
年
齢
者
就
業
確
保

措
置
は
努
力
義
務
（「
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」）

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
事
業
主
が
措
置
を
講
ず
る

努
力
（
例
え
ば
、
創
業
支
援
等
措
置
に
つ
い
て
労

使
で
協
議
は
し
て
い
る
が
、
同
意
を
得
ら
れ
て
い

な
い
場
合
）
を
し
て
い
れ
ば
、
実
際
に
措
置
を
講

じ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
く
て
も
努
力
義
務
を
満

た
し
た
こ
と
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

改
正
法
で
は
、
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
を
講
ず

る
こ
と
に
よ
る
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
を
努

力
義
務
と
し
て
い
る
た
め
、
措
置
を
講
じ
て
い
な
い

場
合
は
努
力
義
務
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
り

　

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
４
月
１
日
よ
り
、

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
本
改
正
で
は
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
を

確
保
す
る
「
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
」
を
企

業
の
努
力
義
務
と
し
て
お
り
、
定
年
廃
止
や
70

歳
ま
で
の
定
年
引
上
げ
・
継
続
雇
用
制
度
の
導

入
の
ほ
か
、「
創
業
支
援
等
措
置
」
と
し
て
業
務

委
託
契
約
や
社
会
貢
献
事
業
に
従
事
で
き
る
制

度
を
整
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
な
い
新
た
な
取
組
み
と
な
る
こ
と
か
ら
、

厚
生
労
働
省
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
「
高

年
齢
者
雇
用
安
定
法
Ｑ
＆
Ａ
」
を
公
開
し
て
い

ま
す
。
本
稿
で
は
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
ご
紹

介
し
ま
す
。 

（
編
集
部
）

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
一
部
抜
粋
（
令
和
３
年
２
月
26
日
時
点
）

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
Ｑ
＆
Ａ（
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
関
係
）
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等
措
置
に
係
る
制
度
を
社
内
で
新
た
に
設
け
る
場
合

に
は
、
同
条
の
「
退
職
に
関
す
る
事
項
（
同
条
第
３

号
）」
等
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
就
業
規
則
を

作
成
、
変
更
し
、
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
長
に
届

け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
創
業
支
援
等
措
置
を
講
じ
る
場
合
に
は
、

就
業
規
則
の
変
更
と
は
別
に
、
創
業
支
援
等
措
置
の

実
施
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
過
半
数
労
働
組
合

等
の
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画
に

つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

7
　
事
業
主
が
自
社
以
外
の
会
社
や
団
体
で
高
年
齢

者
の
就
業
を
確
保
す
る
場
合
（
他
社
で
の
継
続
雇

用
を
行
う
場
合
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
実
施
す
る
社
会

貢
献
事
業
に
高
年
齢
者
を
従
事
さ
せ
る
場
合
等
）に

お
い
て
、解
雇
等
に
よ
り
70
歳
に
達
す
る
前
に
高
年

齢
者
が
就
業
を
継
続
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
高

年
齢
者
が
離
職
し
た
後
70
歳
ま
で
の
期
間
に
つ
い

て
、
定
年
ま
で
雇
用
し
た
事
業
主
が
自
社
で
再
雇

用
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

定
年
ま
で
雇
用
し
た
事
業
主
が
70
歳
ま
で
自
社
以

外
の
会
社
や
団
体
で
働
け
る
制
度
を
定
め
て
い
る
場

合
に
は
、
当
該
事
業
主
は
努
力
義
務
を
満
た
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
就
業
先

で
あ
る
自
社
以
外
の
会
社
や
団
体
か
ら
の
解
雇
等
に

支
援
等
措
置
の
内
容
等
を
記
載
し
た
計
画
に
つ
い
て
過

半
数
労
働
組
合
等
の
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
事
業
主
が
過
半
数
労
働
組
合
等
の
同
意

を
得
た
う
え
で
、
当
該
計
画
に
示
し
た
内
容
通
り
の

措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
の

間
で
就
業
条
件
等
に
つ
い
て
の
合
意
が
得
ら
れ
ず
、
結

果
的
に
労
働
者
が
措
置
を
拒
否
し
た
と
し
て
も
、
努

力
義
務
を
満
た
し
て
い
な
い
も
の
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

3
は
、
企
業
の
人
事
制
度
を
変
更
す
る
段
階
に
お
い

て
、
過
半
数
労
働
組
合
等
の
同
意
を
得
ら
れ
な
い
場

合
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
一
方
、
4
は
人
事
制
度

変
更
後
に
就
業
条
件
等
に
つ
い
て
個
々
の
高
年
齢
者

が
拒
否
し
た
場
合
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
異
な

る
場
面
に
つ
い
て
の
質
問
・
回
答
に
な
り
ま
す
。

〈
5 

略
〉

6
　
65
歳
以
降
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
措
置
を
講

じ
る
際
に
、
就
業
規
則
を
変
更
す
る
必
要
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

常
時
10
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
使
用
者

は
、
法
定
の
事
項
に
つ
い
て
就
業
規
則
を
作
成
し
、

行
政
官
庁
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
法
定
の
事
項
に
つ
い
て
変
更
し
た

場
合
に
つ
い
て
も
同
様
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
労
働
基

準
法
第
89
条
）。
定
年
の
引
き
上
げ
、
継
続
雇
用
制

度
の
延
長
等
の
措
置
を
講
じ
る
場
合
や
、
創
業
支
援

ま
せ
ん
。
ま
た
、創
業
支
援
等
措
置
に
関
し
て
は「
過

半
数
労
働
組
合
等
の
同
意
を
得
た
措
置
を
講
ず
る
こ

と
」
を
求
め
て
い
る
た
め
、
過
半
数
労
働
組
合
等
の

同
意
を
得
ら
れ
て
い
な
い
創
業
支
援
等
措
置
を
講
じ

る
場
合
も
、
努
力
義
務
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
に
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
継
続
的
に
協
議
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

4　
事
業
主
が
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
を
講
じ
る

場
合
に
お
い
て
、
就
業
条
件
な
ど
措
置
の
内
容
に

関
し
て
高
年
齢
者
と
事
業
主
の
間
で
合
意
で
き
ず
、

高
年
齢
者
本
人
が
措
置
を
拒
否
し
た
場
合
は
努
力

義
務
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
。

事
業
主
が
雇
用
の
措
置
を
講
ず
る
場
合
、
改
正
法

で
努
力
義
務
と
し
て
求
め
て
い
る
の
は
、
希
望
す
る

高
年
齢
者
が
70
歳
ま
で
働
け
る
制
度
の
導
入
で
あ
っ

て
、
事
業
主
に
対
し
て
個
々
の
労
働
者
の
希
望
に
合

致
し
た
就
業
条
件
を
提
示
す
る
こ
と
ま
で
は
求
め
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
事
業
主
が
合
理
的
な
裁
量

の
範
囲
で
の
就
業
条
件
を
提
示
し
て
い
れ
ば
、
労
働

者
と
事
業
主
と
の
間
で
就
業
条
件
等
に
つ
い
て
の
合

意
が
得
ら
れ
ず
、
結
果
的
に
労
働
者
が
措
置
を
拒
否

し
た
と
し
て
も
、
努
力
義
務
を
満
た
し
て
い
な
い
も

の
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
事
業
主
が
創
業
支
援
等
措
置
を
講
ず
る
場

合
、
改
正
法
第
10
条
の
２
第
１
項
に
基
づ
き
、
創
業
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す
る
高
年
齢
者
が
希
望
す
る
と
き
は
」と
あ
る
た
め
、

事
業
主
は
雇
用
し
て
い
る
高
年
齢
者
が
65
歳
を
迎
え

る
ま
で
に
希
望
を
聴
取
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
65
歳
の
直
前
で
な
く
て
も

構
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ご
指
摘
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
定
年
ま
で
雇

用
し
た
事
業
主
が
、
60
歳
定
年
前
に
高
年
齢
者
の
希

望
を
聴
取
し
て
い
れ
ば
、
法
律
上
の
努
力
義
務
と
し

て
は
特
殊
関
係
事
業
主
で
雇
用
さ
れ
た
後
に
お
い
て

も
希
望
を
聴
取
す
る
こ
と
ま
で
は
求
め
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
改
正
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
れ
ば
、
可
能

な
限
り
個
々
の
高
年
齢
者
の
ニ
ー
ズ
や
知
識
・
経
験
・

能
力
等
に
応
じ
た
業
務
内
容
及
び
就
業
条
件
と
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
特
殊
関
係
事
業
主
に
雇

用
さ
れ
た
後
に
改
め
て
高
年
齢
者
の
希
望
を
聴
取

し
、適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

準
を
設
け
る
場
合
に
は
過
半
数
労
働
組
合
等
の
同
意

を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
ま
た
、
労
使
で
協
議
の

上
設
け
た
基
準
で
あ
っ
て
も
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
や
公
序
良
俗
に
反
す
る
も

の
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
創
業
支
援
等
措
置
に
お
け
る
業
務
委
託
契

約
等
を
更
新
し
な
い
又
は
解
除
す
る
事
由
を
定
め
る

場
合
に
は
、
省
令
第
４
条
の
５
第
２
項
第
７
号
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
創
業
支
援
等
措
置
の
実
施
に

関
す
る
計
画
の
記
載
事
項
で
あ
る
「
契
約
の
終
了
に

関
す
る
事
項
（
契
約
の
解
除
事
由
を
含
む
）」
に
盛

り
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
創
業
支
援
等
措
置
の

実
施
に
関
す
る
計
画
は
、
事
業
主
が
雇
用
す
る
労
働

者
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
措
置
を
講
ず
る
全
て
の

事
業
主
が
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

11　
事
業
主
が
、
雇
用
す
る
高
年
齢
者
に
対
し
て
高

年
齢
者
就
業
確
保
措
置
を
利
用
す
る
希
望
が
あ
る

か
ど
う
か
を
聴
取
す
る
の
は
、
65
歳
の
直
前
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
定

年
を
60
歳
に
定
め
る
会
社
が
65
歳
ま
で
特
殊
関
係

事
業
主
で
継
続
雇
用
を
行
い
、
65
歳
か
ら
70
歳
ま

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
創
業
支
援
等
措
置
を
行
う
場
合

に
お
い
て
、
高
年
齢
者
の
希
望
を
聴
取
す
べ
き
タ

イ
ミ
ン
グ
は
い
つ
で
す
か
。

改
正
法
第
10
条
の
２
第
１
項
で
は
、「
そ
の
雇
用

よ
り
70
歳
に
達
す
る
前
に
就
業
を
継
続
で
き
な
く
な
っ

た
高
年
齢
者
に
つ
い
て
は
、
70
歳
ま
で
の
残
り
の
期

間
に
つ
い
て
、
定
年
ま
で
雇
用
し
た
事
業
主
が
改
め

て
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
を
講
じ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

〈 

8
9 
略
〉

運
用
・
そ
の
他

10　

就
業
規
則
に
お
い
て
、
継
続
雇
用
し
な
い
事

由
や
業
務
委
託
契
約
等
を
更
新
し
な
い
又
は
解
除

す
る
事
由
を
解
雇
事
由
と
は
別
に
定
め
る
こ
と
は

で
き
ま
す
か
。
別
に
定
め
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
、

創
業
支
援
等
措
置
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
で
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
は
努
力
義
務
で
あ
る
た

め
、「
措
置
の
対
象
者
を
限
定
す
る
基
準
」
と
し
て

継
続
雇
用
し
な
い
事
由
や
業
務
委
託
契
約
等
を
更
新

し
な
い
又
は
解
除
す
る
事
由
を
解
雇
事
由
と
は
別
に

定
め
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

継
続
雇
用
し
な
い
事
由
を
定
め
る
場
合
は
、
常
時

10
人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
で
あ
れ

ば
、
就
業
規
則
の
記
載
事
項
で
あ
る
「
退
職
に
関
す

る
事
項
」
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、労
働
基
準
法
第
89
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

就
業
規
則
に
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
基

12　
指
針
に
お
い
て
、
賃
金
・
人
事
処
遇
制
度
に
つ

い
て
、「
支
払
わ
れ
る
金
銭
に
つ
い
て
は
、
制
度
を

利
用
す
る
高
年
齢
者
の
就
業
の
実
態
、
生
活
の
安

定
等
を
考
慮
し
、
業
務
内
容
に
応
じ
た
適
切
な
も

の
と
な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
」、「
職
業
能
力
を
評

価
す
る
仕
組
み
の
整
備
と
そ
の
有
効
な
活
用
を
通

じ
、
高
年
齢
者
の
意
欲
及
び
能
力
に
応
じ
た
適
正

な
配
置
及
び
処
遇
の
実
現
に
努
め
る
こ
と
」
と
あ

り
ま
す
が
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
を
確
保
す
る
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70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
に
お
い
て
は
、
労
働
者
の

希
望
に
合
致
し
た
労
働
条
件
ま
で
は
求
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
合
理
的
な
裁
量

の
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

雇
用
の
選
択
肢
（
定
年
の
引
き
上
げ
・
廃
止
、
継

続
雇
用
制
度
）
に
よ
り
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
を
行

う
場
合
に
は
、
最
低
賃
金
や
短
時
間
労
働
者
及
び
有

期
雇
用
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
５
年
法
律
第
76
号
）
に
基
づ
く
雇
用
形
態

に
か
か
わ
ら
な
い
公
正
な
待
遇
の
確
保
な
ど
、
労
働

関
係
法
令
の
範
囲
内
で
賃
金
等
を
定
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

雇
用
に
よ
ら
な
い
選
択
肢
（
創
業
支
援
等
措
置
）

に
よ
り
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
を
行
う
場
合
に
は
、

創
業
支
援
等
措
置
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
「
高
年

齢
者
に
支
払
う
金
銭
に
関
す
る
事
項
」
を
定
め
た
上

で
、
過
半
数
労
働
組
合
等
の
同
意
を
得
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、「
高
年
齢
者
に
支
払
う
金
銭
に
関

す
る
事
項
」
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
内
容
や
当
該
業

務
の
遂
行
に
必
要
な
知
識
・
経
験
・
能
力
、
業
務
量

等
を
考
慮
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
留
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

２ 

対
象
者
基
準

13　
対
象
者
を
限
定
す
る
基
準
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
で
す
か
。

対
象
者
を
限
定
す
る
基
準
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
過
半
数
労
働
組
合
等
と
事
業
主
と
の
間
で
十
分

に
協
議
の
上
、
各
企
業
の
実
情
に
応
じ
て
定
め
ら
れ

る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
労
使
に
委
ね
ら
れ
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
労
使
で
十
分
に
協
議
の
上
、
定
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
事
業
主
が
恣
意
的
に
特
定
の

高
年
齢
者
を
措
置
の
対
象
か
ら
除
外
し
よ
う
と
す
る

な
ど
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
趣
旨
や
、
他
の
労
働

関
連
法
令
に
反
す
る
又
は
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

【
適
切
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
例
】

『
会
社
が
必
要
と
認
め
た
者
に
限
る
』（
基
準
が
な

い
こ
と
と
等
し
く
、
こ
れ
の
み
で
は
本
改
正
の
趣
旨

に
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
）

『
上
司
の
推
薦
が
あ
る
者
に
限
る
』（
基
準
が
な
い

こ
と
と
等
し
く
、
こ
れ
の
み
で
は
本
改
正
の
趣
旨
に

反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
）

『
男
性
（
女
性
）
に
限
る
』（
男
女
差
別
に
該
当
）

『
組
合
活
動
に
従
事
し
て
い
な
い
者
』（
不
当
労
働

行
為
に
該
当
）

な
お
、
対
象
者
を
限
定
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
点
に
留
意
し
て
策
定
さ
れ
た
も
の
が
望
ま
し

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ア  

意
欲
、
能
力
等
を
で
き
る
限
り
具
体
的
に
測
る
も

の
で
あ
る
こ
と
（
具
体
性
）

　

  　
労
働
者
自
ら
基
準
に
適
合
す
る
か
否
か
を
一
定

程
度
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
到
達
し
て
い
な
い

労
働
者
に
対
し
て
能
力
開
発
等
を
促
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
具
体
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ  

必
要
と
さ
れ
る
能
力
等
が
客
観
的
に
示
さ
れ
て
お

り
、
該
当
可
能
性
を
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
る
こ
と
（
客
観
性
）

　

  　

企
業
や
上
司
等
の
主
観
的
な
選
択
で
は
な
く
、

基
準
に
該
当
す
る
か
否
か
を
労
働
者
が
客
観
的
に

予
見
可
能
で
、
該
当
の
有
無
に
つ
い
て
紛
争
を
招

く
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

３ 

65
歳
以
上
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

14　
65
歳
以
上
継
続
雇
用
制
度
と
し
て
、
再
雇
用
す

る
制
度
を
導
入
す
る
場
合
、
実
際
に
再
雇
用
す
る

日
に
つ
い
て
、
定
年
退
職
日
か
ら
１
日
の
空
白
が

あ
っ
て
も
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

上
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
た
ら

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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改
正
法
第
10
条
の
２
第
１
項
で
は
、「
定
年
後
又

は
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
と
な
る
年
齢
の
上
限
に
達

し
た
後
も
引
き
続
い
て
雇
用
す
る
制
度
」
を
65
歳
以

上
継
続
雇
用
制
度
と
定
義
し
て
い
ま
す
が
、
雇
用
管

理
の
事
務
手
続
上
等
の
必
要
性
か
ら
、
定
年
退
職
日

又
は
継
続
雇
用
の
終
了
日
の
翌
日
か
ら
雇
用
す
る
制

度
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
直
ち
に
不
適

切
で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
と
考
え
て
お
り
、
定

年
退
職
日
か
ら
数
日
程
度
空
白
が
あ
る
場
合
で
も

「
65
歳
以
上
継
続
雇
用
制
度
」
と
し
て
取
り
扱
う
こ

と
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
定
年
後
相
当
期
間
を
お
い
て
再
雇
用
す

る
場
合
に
は
、「
65
歳
以
上
継
続
雇
用
制
度
」
と
い

え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

15　
65
歳
以
上
継
続
雇
用
制
度
に
よ
る
継
続
雇
用
先

と
し
て
認
め
ら
れ
る
他
の
企
業
と
は
ど
の
よ
う
な

企
業
で
す
か
。
例
え
ば
派
遣
会
社
も
認
め
ら
れ
る

の
で
す
か
。

改
正
法
の
趣
旨
が
「
希
望
す
る
高
年
齢
者
が
70
歳

ま
で
働
け
る
環
境
の
整
備
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
常
用
型
派
遣
（
労
働
者
派
遣
事
業

者
が
常
時
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
の
中
か
ら
労
働
者
派

遣
を
行
う
こ
と
）
の
よ
う
に
、
雇
用
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
は
65
歳
以
上
継
続
雇
用
制
度
が
認
め
ら
れ

ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
登
録
型
派
遣
（
派
遣
労
働
を
希

望
す
る
者
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お
き
、
労
働
者

派
遣
を
す
る
に
際
し
、
当
該
登
録
さ
れ
て
い
る
者
と

期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
し
、
有
期
雇

用
派
遣
労
働
者
と
し
て
労
働
者
派
遣
を
行
う
こ
と
）

の
よ
う
に
、
高
年
齢
者
の
継
続
的
な
雇
用
機
会
が
確

保
さ
れ
て
い
る
と
言
え
な
い
場
合
に
は
、
65
歳
以
上

継
続
雇
用
制
度
と
し
て
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
65
歳
以
上
継
続
雇
用
制
度
に
よ
る

継
続
雇
用
先
と
し
て
は
、
派
遣
会
社
で
あ
っ
て
も
認

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

16　
特
殊
関
係
事
業
主
以
外
の
他
の
事
業
主
で
継
続

雇
用
を
行
う
場
合
は
、
他
の
事
業
主
と
の
間
で
ど

の
よ
う
な
契
約
を
結
べ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

他
の
事
業
主
に
よ
り
継
続
雇
用
を
行
う
場
合
に

は
、
元
の
事
業
主
と
他
の
事
業
主
と
の
間
で
「
65
歳

別添１
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以
上
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
と
な
る
高
年
齢
者
を
定

年
後
に
他
の
事
業
主
が
引
き
続
い
て
雇
用
す
る
こ
と

を
約
す
る
契
約
」
を
締
結
す
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ

て
お
り
、
他
の
事
業
主
は
、
こ
の
事
業
主
間
の
契
約

に
基
づ
き
、
元
の
事
業
主
の
従
業
員
を
継
続
雇
用
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

事
業
主
間
の
契
約
を
締
結
す
る
方
式
は
自
由
で
す

が
、
紛
争
防
止
の
観
点
か
ら
、
書
面
に
よ
る
も
の
と

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
書
面
に

よ
る
場
合
、
例
え
ば
、
別
添
１
の
よ
う
な
契
約
書
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

４ 

創
業
支
援
等
措
置
の
導
入

創
業
支
援
等
措
置
全
体
に
つ
い
て

17　
創
業
支
援
等
措
置
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
１
度

に
５
年
間
分
の
契
約
を
締
結
す
る
の
で
は
な
く
、

例
え
ば
１
年
分
の
契
約
を
複
数
回
繰
り
返
し
締
結

す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
年
齢
者
の
継
続
的
な
就
業

を
確
保
す
る
こ
と
も
可
能
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
場

合
、
ど
の
よ
う
な
契
約
で
あ
れ
ば
「
継
続
的
に
」

と
認
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

創
業
支
援
等
措
置
の
契
約
期
間
に
つ
い
て
は
、
省

令
第
４
条
の
５
第
２
項
第
２
号
及
び
第
４
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
創
業
支
援
等
措
置
の
実
施
に
関

す
る
計
画
の
記
載
事
項
で
あ
る
「
契
約
に
基
づ
い
て

高
年
齢
者
が
従
事
す
る
業
務
の
内
容
」
及
び
「
契
約

を
締
結
す
る
頻
度
に
関
す
る
事
項
」
に
盛
り
込
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

１
回
あ
た
り
の
契
約
内
容
・
頻
度
に
つ
い
て
は
、

個
々
の
高
年
齢
者
の
希
望
を
踏
ま
え
つ
つ
、
個
々
の

業
務
の
内
容
・
難
易
度
や
業
務
量
等
を
考
慮
し
、
で

き
る
だ
け
過
大
又
は
過
小
に
な
ら
な
い
よ
う
適
切
な

業
務
量
や
頻
度
に
よ
る
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
留

意
し
つ
つ
労
使
で
合
意
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
改
正
法
の
趣
旨
が
「
希
望
す
る
高
年
齢

者
が
70
歳
ま
で
働
け
る
環
境
の
整
備
」
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
れ
ば
、
年
齢
の
み
を
理
由
と
し
て
70
歳
未

満
で
契
約
を
結
ば
な
い
よ
う
な
制
度
は
適
当
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、「
継
続
的
に
」
契
約
を
締
結
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
条
件
は
、

ア  

70
歳
を
下
回
る
上
限
年
齢
が
設
定
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
、

イ  

70
歳
ま
で
は
、
原
則
と
し
て
契
約
が
更
新
さ
れ

る
こ
と
（
た
だ
し
、
能
力
や
健
康
状
態
な
ど
年

齢
以
外
を
理
由
と
し
て
契
約
を
更
新
し
な
い
こ

と
は
認
め
ら
れ
ま
す
。）

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
個
別
の
事
例
に
応
じ

て
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

18　
指
針
に
お
い
て
、「
雇
用
時
に
お
け
る
業
務
と
、

内
容
及
び
働
き
方
が
同
様
の
業
務
を
創
業
支
援
等

措
置
と
称
し
て
行
わ
せ
る
こ
と
は
、
法
の
趣
旨
に

反
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
業
務
内
容

が
雇
用
時
と
同
様
で
あ
る
こ
と
だ
け
を
も
っ
て
、

創
業
支
援
等
措
置
と
し
て
不
適
切
と
判
断
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

業
務
内
容
が
雇
用
時
と
同
様
で
あ
る
こ
と
だ
け
を

も
っ
て
、
創
業
支
援
等
措
置
と
し
て
法
律
の
趣
旨
に

反
す
る
も
の
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
業
務
内

容
が
雇
用
時
と
同
様
で
、
か
つ
、
働
き
方
（
勤
務
時

間
・
頻
度
、
責
任
の
程
度
等
）
も
雇
用
時
と
同
様
で

あ
る
場
合
に
は
、
雇
用
の
選
択
肢
（
定
年
の
引
き
上

げ
・
廃
止
、
継
続
雇
用
制
度
）
に
よ
り
70
歳
ま
で
の

就
業
確
保
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
雇
用
に
よ
ら
な
い

選
択
肢
（
創
業
支
援
等
措
置
）
と
し
て
行
う
こ
と
は

法
律
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

〈
19 

略
〉

業
務
委
託
契
約
に
つ
い
て

〈 

20
21 

略
〉

22　

指
針
に
お
い
て
、「
成
果
物
の
受
領
に
際
し
て

は
、
不
当
な
修
正
、
や
り
直
し
の
要
求
又
は
受
領
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高
年
齢
者
と
の
契
約
で
定
め
ら
れ
た
成
果
物
の
基

準
に
満
た
な
い
場
合
に
、
当
該
基
準
を
満
た
す
た
め

の
修
正
、
や
り
直
し
を
求
め
る
な
ど
、
合
理
的
な
理

由
が
あ
る
正
当
な
修
正
、
や
り
直
し
を
求
め
る
こ
と

は
可
能
で
す
。

〈
23 

略
〉

社
会
貢
献
事
業
に
つ
い
て

〈
24 

略
〉

25　
事
業
主
が
創
業
支
援
等
措
置
と
し
て
、
他
の
事

業
主
や
団
体
が
実
施
す
る
社
会
貢
献
事
業
に
よ
り

高
年
齢
者
の
就
業
機
会
を
確
保
す
る
場
合
、
事
業

主
は
当
該
団
体
と
の
間
で
、
ど
の
よ
う
な
契
約
を

結
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
か
。

事
業
主
が
他
の
事
業
主
や
団
体
等
が
実
施
す
る
社

会
貢
献
事
業
に
よ
り
、
高
年
齢
者
の
就
業
機
会
を
確

保
す
る
場
合
に
は
、
事
業
主
と
社
会
貢
献
事
業
を
実

施
す
る
事
業
主
等
と
の
間
で
、「
社
会
貢
献
事
業
を

実
施
す
る
事
業
主
等
が
高
年
齢
者
に
対
し
て
社
会
貢

献
事
業
に
従
事
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
約
す

る
契
約
」
を
締
結
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
指
針

第
２
の
３
（
１
）
イ
参
考
）

契
約
を
締
結
す
る
方
式
は
自
由
で
す
が
、
紛
争
防

止
の
観
点
か
ら
、
書
面
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
書
面
に
よ
る
場
合
、

例
え
ば
、
別
添
２
の
よ
う
な
契
約
書
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

〈 

26
27 

略
〉

５ 

創
業
支
援
等
措
置
の
労
使
合
意

28　
事
業
主
が
創
業
支
援
等
措
置
を
講
じ
る
場
合
の

労
使
合
意
は
、
事
業
場
単
位
で
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
か
。

過
半
数
労
働
組
合
等
と
の
同
意
は
、
基
本
的
に

別添2

別添として創業支援等措置の実施に関する計画を添付。

拒
否
を
行
わ
な
い
こ
と
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
正
当
な
修
正
、
や
り

直
し
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。



エルダー51

労務資料 ①　高年齢者雇用安定法Q&A

は
、
事
業
所
単
位
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

た
だ
し
、

○ 
企
業
単
位
で
継
続
雇
用
制
度
を
運
用
し
て
い
る

○ 
各
事
業
所
の
過
半
数
労
働
組
合
等
の
す
べ
て
が
内

容
に
同
意
し
て
い
る
（
又
は
、
す
べ
て
が
労
使
協

定
の
労
側
当
事
者
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
等
）

場
合
ま
で
、
企
業
単
位
で
労
使
協
定
を
結
ぶ
こ
と
を

排
除
す
る
趣
旨
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

29　
創
業
支
援
等
措
置
の
実
施
計
画
に
お
い
て
、
12

項
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
労
使
合
意
し
て

い
れ
ば
12
項
目
す
べ
て
を
定
め
な
く
て
も
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。

創
業
支
援
等
措
置
に
つ
い
て
過
半
数
労
働
組
合
等

の
同
意
を
得
る
際
に
は
、
原
則
と
し
て
、
実
施
計
画

に
す
べ
て
の
記
載
事
項
を
記
載
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
下
記
⑪
の
事
項
は
、
業
務
委
託
契
約
を

締
結
す
る
措
置
を
講
ず
る
場
合
お
よ
び
自
社
が
実
施

す
る
社
会
貢
献
事
業
に
従
事
す
る
措
置
を
講
ず
る
場

合
に
は
、
記
載
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

⑫
の
事
項
は
、
措
置
の
対
象
者
全
員
に
適
用
さ
れ
る

定
め
を
し
な
い
場
合
に
は
、
記
載
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

（
参
考
） 

創
業
支
援
等
措
置
の
実
施
に
関
す
る
計
画
の
記

載
事
項

　
① 

高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
の
う
ち
、
創
業
支
援
等

措
置
を
講
ず
る
理
由

　
② 

高
年
齢
者
が
従
事
す
る
業
務
の
内
容
に
関
す
る
事
項

　
③
高
年
齢
者
に
支
払
う
金
銭
に
関
す
る
事
項

　
④
契
約
を
締
結
す
る
頻
度
に
関
す
る
事
項

　
⑤
契
約
に
係
る
納
品
に
関
す
る
事
項

　
⑥
契
約
の
変
更
に
関
す
る
事
項

　
⑦ 

契
約
の
終
了
に
関
す
る
事
項（
契
約
の
解
除
事
由
を
含
む
。）

　
⑧
諸
経
費
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項

　
⑨
安
全
及
び
衛
生
に
関
す
る
事
項

　
⑩ 

災
害
補
償
及
び
業
務
外
の
傷
病
扶
助
に
関
す
る
事
項

　
⑪ 

社
会
貢
献
事
業
を
実
施
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体

に
関
す
る
事
項

　
⑫ 

創
業
支
援
等
措
置
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
全
て

に
適
用
さ
れ
る
定
め
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ

れ
に
関
す
る
事
項

30　
創
業
支
援
等
措
置
の
実
施
計
画
の
中
に
、
安
全

衛
生
等
、
災
害
等
に
関
す
る
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、

創
業
支
援
等
措
置
に
お
い
て
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

同
種
の
業
務
に
労
働
者
が
従
事
す
る
場
合
に
お
け

る
労
働
契
約
法
に
規
定
す
る
安
全
配
慮
義
務
を
は
じ

め
と
す
る
労
働
関
係
法
令
に
よ
る
保
護
の
内
容
も
勘

案
し
つ
つ
、
創
業
支
援
等
措
置
を
講
ず
る
事
業
主
に

お
い
て
、
委
託
業
務
の
内
容
・
性
格
等
に
応
じ
た
適

切
な
配
慮
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

31　
業
務
委
託
契
約
に
お
い
て
、
事
前
に
定
め
た
基

準
を
満
た
す
成
果
物
が
納
品
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、

契
約
は
継
続
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

創
業
支
援
等
措
置
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
お
い

て
は
、「
契
約
の
終
了
に
関
す
る
事
項
（
契
約
の
解

除
事
由
を
含
む
。）」
を
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。計
画
で
定
め
た
事
由
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

契
約
を
継
続
し
な
い
こ
と
が
で
き
ま
す
。

32　
創
業
支
援
等
措
置
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
つ

い
て
、
自
社
に
い
な
い
労
働
者
（
出
向
し
て
い
る

労
働
者
や
特
殊
関
係
事
業
主
に
継
続
雇
用
さ
れ
て

い
る
労
働
者
な
ど
）
に
も
周
知
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

省
令
に
規
定
さ
れ
て
い
る
方
法
※
に
よ
っ
て
周
知

を
行
い
、
自
社
に
い
な
い
労
働
者
も
計
画
の
内
容
を

確
認
で
き
る
場
合
に
は
、
周
知
を
行
っ
て
い
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

事
業
所
へ
の
掲
示
等
（
下
記
一
又
は
三
）
に
よ
り

周
知
を
行
う
場
合
、
自
社
に
い
な
い
労
働
者
が
よ
り

計
画
を
確
認
し
や
す
い
よ
う
、
事
業
所
へ
の
掲
示
等

に
加
え
て
、
自
社
に
い
な
い
労
働
者
に
書
面
を
交
付

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

※　 高年齢者等の雇用の安定等に関する法律施行規則（抜粋）
　　第4条の5第3項　 事業主は法第十条の二第一項ただし書の同意を得た第一項の計画を、次に掲げるいずれかの方法によって、各事業所の労働者に周知す

るものとする。
　　一　常時当該事業所の見やすい場所へ掲示し、又は備え付けること。
　　二　書面を労働者に交付すること。※労働者には、出向者等の自社にいない労働者を含む
　　三　磁気テープ、磁気ディスクその他これらに準ずる物に記録し、かつ、当該事業所に労働者が当該記録の内容を常時確認できる機器を設置すること。
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②

（
１
）
就
業
状
況
の
変
化

こ
の
14
年
間
で
、「
正
規
の
職
員
・
従
業
員
」
の

割
合
は
減
少
、「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
の
割
合

は
ほ
ぼ
横
ば
い

第
１
回
調
査
か
ら
14
年
間
の
就
業
状
況
の
変
化

を
み
る
と
、「
正
規
の
職
員
・
従
業
員
」
は
、
第
１

回
38
・
５
％
か
ら
第
15
回
４・
１
％
と
減
少
し
て
い

る
。
一
方
、「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
は
、
第
１

回
16
・
８
％
か
ら
第
15
回
16
・
９
％
と
、
ほ
ぼ
横
ば

い
の
状
況
で
あ
る
（
図
表
１
）。

ま
た
、
第
１
回
で
「
仕
事
を
し
て
い
る
」
者
に
つ

い
て
、
性
別
に
第
15
回
の
就
業
状
況
を
み
る
と
、
男

の
「（
第
１
回
）
正
規
の
職
員・従
業
員
」
で
は
「
仕

事
を
し
て
い
な
い
」
の
48
・
１
％
が
最
も
高
く
、
次

い
で
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
の
17
・
７
％
、「
労

働
者
派
遣
事
業
所
の
派
遣
社
員
、
契
約
社
員・嘱
託
」

の
13・９
％
と
な
っ
て
い
る
。
女
の「（
第
１
回
）パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
で
は
「
仕
事
を
し
て
い
な
い
」

の
56
・
５
％
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
」の
35・３
％
と
な
っ
て
い
る（
図
表
２
）。

（
２
）�

就
業
希
望
と
求
職
の
状
況

第
15
回
調
査
で
「
仕
事
を
し
た
い
」
が
求
職
活
動

を
「
何
も
し
て
い
な
い
」
割
合
は
12
・
２
％
で
あ
り
、

何
も
し
て
い
な
い
理
由
は
「
病
気
・
け
が
の
た
め
」、

就
業
の
状
況

　

厚
生
労
働
省
は
、
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年

度
か
ら
、
団
塊
の
世
代
を
含
む
全
国
の
中
高
年

世
代
の
男
女
を
追
跡
し
、
そ
の
健
康
・
就
業
・

社
会
活
動
に
つ
い
て
意
識
面
・
事
実
面
の
変
化

の
過
程
を
継
続
的
に
調
査
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
ど
、
第
15
回
（
２
０
１
９
年
）
の
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、「
就
業
の
状
況
」
を
中
心

に
そ
の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
第
15
回
調
査
の
対
象
者
の
年
齢
は
64
〜

73
歳
（
２
０
０
５
年
10
月
末
現
在
で
50
〜
59
歳

の
全
国
の
男
女
）、
調
査
の
期
日
は
２
０
１
９
年

11
月
６
日
、
調
査
対
象
は
２
万
９
０
３
人
、
回

収
数
は
１
万
９
９
３
０
人
、
回
収
率
は
95
・
３
％

で
し
た
。�

（
編
集
部
）

厚
生
労
働
省 

政
策
統
括
官
付
参
事
官
付
世
帯
統
計
室

第
15
回
中
高
年
者
縦
断
調
査

（
中
高
年
者
の
生
活
に
関
す
る
継
続
調
査
）の
概
況
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図表1　第1回調査から第15回調査までの就業状況の変化
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図表2　性、第1回調査の就業状況別にみた第15回調査の就業状況
（単位：％）

第15回の仕事の有無・仕事のかたち

総数 仕事を
している

仕事を
していない

自営業主、
家族従業者

会社・
団体等の
役員

正規の
職員・
従業員

パート・
アルバイト

労働者派遣
事業所の
派遣社員、
契約社員・
嘱託

家庭での
内職など、
その他

性
・
第
１
回
の
仕
事
の
有
無
・
仕
事
の
か
た
ち

総数 （100.0） 100.0 46.1 13.1 3.2 4.1 16.9 6.2 2.6 53.6
仕事をしている （81.7） 100.0 54.0 15.5 3.7 4.9 19.4 7.4 2.9 45.8
仕事をしていない （18.3） 100.0 11.3 2.3 0.5 0.6 6.0 0.7 1.1 88.1
男 （100.0） 100.0 56.9 17.7 5.4 6.3 14.3 10.6 2.6 42.9
仕事をしている （95.3） 100.0 58.8 18.4 5.6 6.5 14.6 11.0 2.7 41.1
自営業主、家族従業者 （18.7） 100.0 79.8 64.5 3.8 1.8 5.0 2.4 2.3 20.1
会社・団体等の役員 （8.1） 100.0 68.7 10.9 35.1 5.1 8.1 7.0 2.5 31.3
正規の職員・従業員 （61.3） 100.0 51.7 6.6 2.8 8.3 17.7 13.9 2.4 48.1
パート・アルバイト （2.1） 100.0 46.3 7.3 0.6 1.8 23.8 8.5 4.3 53.7

労働者派遣事業所の
派遣社員、契約社員・嘱託 （3.7） 100.0 56.9 7.0 0.3 5.7 20.1 18.1 5.7 43.1

家庭での内職など、その他 （1.3） 100.0 52.9 11.8 2.9 2.9 15.7 6.9 12.7 47.1
仕事をしていない （4.7） 100.0 20.1 3.2 1.6 2.7 7.0 3.2 1.9 79.9
女 （100.0） 100.0 37.1 9.3 1.3 2.3 19.2 2.5 2.5 62.5
仕事をしている （70.3） 100.0 48.5 12.3 1.7 3.1 24.8 3.3 3.2 51.2
自営業主、家族従業者 （12.9） 100.0 70.0 54.5 2.4 1.0 8.8 0.5 2.8 29.9
会社・団体等の役員 （1.9） 100.0 63.0 13.0 33.7 4.3 8.7 1.1 2.2 35.9
正規の職員・従業員 （19.5） 100.0 42.7 2.5 0.7 7.8 22.6 6.0 3.0 57.2
パート・アルバイト （29.0） 100.0 43.2 2.1 0.1 1.2 35.3 2.1 2.3 56.5

労働者派遣事業所の
派遣社員、契約社員・嘱託 （3.8） 100.0 47.9 1.4 1.1 2.2 29.9 11.1 2.2 51.5

家庭での内職など、その他 （3.1） 100.0 37.5 7.2 - 1.0 11.6 2.4 15.0 62.1
仕事をしていない （29.7） 100.0 10.2 2.2 0.4 0.3 5.8 0.4 1.0 89.2

注：総数には第1回及び第15回の仕事の有無・仕事のかたちの不詳を含む
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図表3　�年齢階級別にみた第15回調査で「仕事をしていない」者の就業希望の有無・求職活動の有無・ 
求職活動をしていない理由

（単位：％）

総数 64歳 65～ 69歳 70～ 73歳

第
15
回
の
就
業
希
望
の
有
無
・
求
職
活
動
の
有
無
・
求
職
活
動
を
し
て
い
な
い
理
由

総数 100.0 100.0 100.0 100.0

仕事をしたい 16.3 18.9 18.5 14.2

　仕事探し・開業準備をしている 3.7 6.0 4.3 3.0

　　仕事を探している 3.5 5.8 4.0 2.8

　　開業の準備をしている 0.2 0.2 0.3 0.1

　何もしていない （100.0）　12.2 （100.0）　12.5 （100.0）　13.9 （100.0）　10.8

　　探したが見つからなかった （10.5）　1.3 （6.9）　0.9 （10.4）　1.5 （11.0）　1.2

　　希望する仕事がありそうにない （17.4）　2.1 （13.8）　1.7 （20.0）　2.8 （15.0）　1.6

　　知識・能力に自信がない （3.6）　0.4 （6.9）　0.9 （4.4）　0.6 （2.3）　0.2

　　病気・けがのため （19.3）　2.4 （29.3）　3.7 （18.6）　2.6 （19.0）　2.1

　　高齢のため （15.4）　1.9 （6.9）　0.9 （8.0）　1.1 （24.4）　2.6

　　家事や育児のため （4.4）　0.5 （5.2）　0.6 （4.9）　0.7 （3.6）　0.4

　　家族の介護・看護のため （8.0）　1.0 （10.3）　1.3 （11.0）　1.5 （4.6）　0.5

　　急いで仕事に就く必要がない （12.7）　1.6 （15.5）　1.9 （13.6）　1.9 （11.4）　1.2

　　その他 （8.7）　1.1 （5.2）　0.6 （9.2）　1.3 （8.6）　0.9

仕事をしたくない 80.9 80.0 78.9 82.7

注：1）第15回で「仕事をしていない」者について集計
　　2）総数には第15回の就業希望の有無・求職活動の有無の不詳を含む

図表4　これからの仕事の希望
（単位：％）

総数 仕事を
したい

仕事は
したく
ない

まだ
考えて
いない

自営
業主

家業の
手伝い

家庭での
内職など

雇われて働く

近所の人
や会社に
頼まれて

有償型の
社会参加
活動

その他
フル
タイム

パート
タイム

65～69歳の仕事 100.0 56.4 10.5 3.7 1.4 8.8 24.9 2.8 1.7 2.5 31.3 12.3

70歳以降の仕事 100.0 39.0 9.2 3.4 1.7 2.4 14.7 3.1 2.2 2.3 44.6 16.4

注：「65～69歳の仕事」は第15回で「64～68歳」の者を、「70歳以降の仕事」は第15回で「64～73歳」の者を集計
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「
希
望
す
る
仕
事
が
あ
り
そ
う
に
な
い
」
の
割
合
が

高
い第

15
回
調
査
で
「
仕
事
を
し
て
い
な
い
」
者
に
つ

い
て
、
就
業
希
望
の
有
無
を
み
る
と
、「
仕
事
を
し

た
い
」
者
の
割
合
は
16
・
３
％
、「
仕
事
を
し
た
く

な
い
」
者
は
80・９
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
仕

事
を
し
た
い
」が
求
職
活
動
を「
何
も
し
て
い
な
い
」

者
の
割
合
は
12
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
年

齢
階
級
別
に
み
る
と
、「
64
歳
」
で
12
・
５
％
、「
65

～
69
歳
」
で
13
・
９
％
、「
70
～
73
歳
」
で
10
・
８
％

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
求
職
活
動
を
し
て
い
な
い
理
由
別
に
み
る

と
、「
病
気・け
が
の
た
め
」の
19・３
％
が
最
も
高
く
、

次
い
で
「
希
望
す
る
仕
事
が
あ
り
そ
う
に
な
い
」
の

17
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
３
）。

こ
れ
か
ら
の
生
活
設
計

65
～
69
歳
に
な
っ
て
も
仕
事
を
し
た
い
者
は
56
・

４
％
、70
歳
以
降
で
も
仕
事
を
し
た
い
者
は
39
・
０
％

第
15
回
調
査
時
の
こ
れ
か
ら
の
仕
事
の
希
望
を
み

る
と
、「
仕
事
を
し
た
い
」
は
「
65
～
69
歳
の
仕
事
」

で
は
56・４
％
、「
70
歳
以
降
の
仕
事
」
で
は
39・０
％

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
仕
事
を
し
た
い
」
者
が
希
望
し
て
い
る

仕
事
の
か
た
ち
は
、「
65
～
69
歳
の
仕
事
」、「
70
歳

以
降
の
仕
事
」
の
い
ず
れ
の
年
齢
で
も
、「
雇
わ
れ

て
働
く
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）」
が
24・９
％
、14・７
％

と
最
も
高
く
、
次
い
で
「
自
営
業
主
」
が
10・５
％
、

９・２
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
４
）。

こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
つ
い
て
、「
仕
事
を
し
た
い
」

理
由
で
は
「
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
、
仕
事
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
答
え
た
者
が
51
・
２
％
と
最
も

高
く
、
次
い
で
「
条
件
が
合
う
仕
事
が
あ
る
な
ら
し

た
い
」
の
19
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。「
仕
事
を
し

た
く
な
い
」
理
由
で
は
「
今
ま
で
十
分
に
働
き
、
今

後
は
仕
事
以
外
の
こ
と
が
し
た
い
」
が
47
・
９
％
と

最
も
高
く
、
次
い
で
「
健
康
面
や
家
庭
の
理
由
で
働

く
こ
と
が
で
き
な
い
」
の
32
・
６
％
と
な
っ
て
い
る

（
図
表
５
）。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仕事をしたい理由

仕事をしたくない理由

生活費を稼ぐため、
仕事をしなければならない

自分が思っている収入が得られない

自分の経験や知識に合う仕事がみつからない

今まで十分に働き、
今後は仕事以外のことがしたい

健康面や家庭の理由で
働くことができない

企業への貢献や
生きがいのため、
ぜひ仕事をしたい

条件が合う仕事が
あるならしたい

その他 不詳

その他 不詳

51.2

47.9
1.1
3.6 32.6 13.9 0.9

11.3 19.1 9.4 9.1

図表 5　�「仕事をしたい」と希望している者の「仕事をしたい」理由・ 
「仕事はしたくない」と希望している者の「仕事をしたくない」
理由　

注：�仕事をしたい理由は、これからの仕事の希望で「仕事をしたい」と回答した者、仕事を
したくない理由は、「仕事はしたくない」と回答した者を集計
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ハ
ッ
ピ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
生
き
る
と
体
は
老
い
な
い

シ
リ
ー
ズ
　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営

働
き
方
改
革
の
基
本

本
誌
２
０
２
０（
令
和
２
）年
12
月
号
と
２
０
２
１

年
２
月
号
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
「
シ
リ
ー
ズ 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
」
の
第
３
弾
。
本
書
は
、
働
き

方
改
革
の
基
本
を
テ
ー
マ
に
、
多
様
な
人
材
が
能
力
を

発
揮
す
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
の
土
台
と
な
る
働
き

方
改
革
や
、
そ
の
に
な
い
手
と
な
る
管
理
職
の
役
割
な

ど
を
示
し
て
い
る
。

働
き
方
改
革
の
取
組
み
は
徐
々
に
進
展
し
つ
つ
あ
る

が
、
長
時
間
労
働
の
解
消
の
み
が
目
的
と
な
っ
て
い
る

内
容
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
長
時
間
労
働

の
解
消
は
大
事
な
こ
と
だ
が
、
本
書
で
は
、
働
き
方
改

革
で
解
消
す
べ
き
課
題
は
、
仕
事
が
終
わ
ら
な
け
れ
ば

残
業
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
る「
安
易
な
残
業
依
存
体
質
」

で
あ
る
と
指
摘
。
そ
の
体
質
を
解
消
し
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
経
営
や
社
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

実
現
す
る
た
め
の
取
組
み
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

と
し
て
、
労
働
時
間
の
多
様
化
、
管
理
職
の
登
用
、
勤

務
場
所
の
柔
軟
化
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
に
つ
い
て
の
考

え
方
や
取
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
い
て
い
る
。

ま
た
、
仕
事
以
外
の
生
活
も
大
事
に
し
た
い
「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
社
員
」
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が

る
「
生
活
改
革
」
の
必
要
性
も
提
示
。
働
き
方
改
革
と

生
活
改
革
の
好
循
環
の
実
現
に
向
け
て
、
個
人
や
企
業

が
や
る
べ
き
こ
と
を
考
察
し
て
い
る
。

本
書
の
タ
イ
ト
ル
「
ハ
ッ
ピ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
」
と
は
、

「
幸
福
寿
命
」
を
意
味
し
、
病
気
や
障
害
が
あ
っ
て
も
、

孤
独
感
な
く
、
社
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
多
様
な
か

た
ち
で
自
立
し
、
幸
せ
に
生
活
で
き
る
こ
と
を
表
し
て

い
る
と
い
う
。
本
書
は
、
順
天
堂
大
学
で
ジ
ェ
ロ
ン
ト

ロ
ジ
ー
（
老
年
学
）
の
講
座
を
担
当
す
る
医
師
や
研
究

者
ら
が
、「
健
康
長
寿
」
と
「
幸
福
寿
命
」
を
実
践
す

る
秘
訣
を
、
わ
か
り
や
す
く
説
い
た
一
冊
。

ハ
ッ
ピ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
の
秘
訣
は
「
動
き
、楽
し
み
、

人
を
喜
ば
せ
る
」
を
続
け
る
こ
と
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
生

き
る
た
め
に
、「
動
け
る
か
ら
だ
づ
く
り
」や「
ひ
ざ
学
」、

転
倒
の
リ
ス
ク
や
予
防
方
法
、
栄
養
改
善
、
こ
れ
か
ら

の
高
齢
者
医
療
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

働
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
仕
事
を
持
ち
、
少
し
休
み

を
増
や
し
な
が
ら
も
社
会
参
加
を
続
け
て
い
く
こ
と
も

秘
訣
に
含
ま
れ
る
よ
う
だ
。
仕
事
を
す
る
こ
と
で
、
社

会
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
続
し
、
体
を
動
か
し
、
動

く
こ
と
を
楽
し
み
、
周
囲
の
人
を
喜
ば
せ
る
活
動
を
続

け
る
こ
と
に
よ
り
、
周
囲
と
の
共
生
が
生
ま
れ
、
生
涯

自
分
は
現
役
だ
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
、「
ハ
ッ
ピ
ー

エ
イ
ジ
ン
グ
」
の
実
践
で
あ
る
と
い
う
。

生
涯
現
役
を
目
ざ
す
中
高
年
は
も
と
よ
り
、
シ
ニ
ア

社
員
の
活
躍
推
進
に
力
を
入
れ
る
経
営
者
や
人
事
労
務

担
当
者
に
と
っ
て
も
た
め
に
な
る
良
書
で
あ
る
。

元気に働き、幸せに生きて、健康寿命を延ばすには？

「ワーク・ライフ社員」を受け入れ、それぞれの能力を活用するための方策を示す
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日
本
社
会
の
高
齢
化
と
と
も
に
、
健
康
問
題
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
健
康
問
題
の
解
明
は
医
学
の
専

門
家
に
よ
る
も
の
が
多
く
を
占
め
る
が
、
本
書
は
、
教

育
や
社
会
保
障
な
ど
の
実
証
分
析
で
知
ら
れ
る
社
会
科

学
の
研
究
者
が
、
社
会
的
な
要
因
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

る
日
本
人
の
健
康
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
取

り
組
ん
だ
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

る
。
経
済
政
策
や
社
会
政
策
と
健
康
と
の
相
関
関
係
に

つ
い
て
、
多
く
の
興
味
深
い
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
、
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
て
い
る
「
国
民
生

活
基
礎
調
査
」
や
「
中
高
年
者
縦
断
調
査
」
な
ど
の
大

規
模
な
社
会
調
査
の
デ
ー
タ
を
分
析
に
活
用
し
、「
就

職
氷
河
期
世
代
の
健
康
状
態
」、「
非
正
規
雇
用
の
健
康

面
か
ら
の
評
価
」、「
中
高
年
の
健
康
格
差
と
学
歴
の
違

い
」、「
家
族
の
介
護
と
中
高
年
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」

な
ど
を
実
証
的
に
分
析
し
て
い
る
。
60
歳
以
上
の
高
齢

者
の
労
働
を
健
康
面
か
ら
取
り
上
げ
る
「
第
7
章　
高

齢
者
は
ど
こ
ま
で
働
け
る
か
」
で
は
、「
60
歳
台
後
半

で
も
男
性
は
三
割
、
女
性
は
二
割
程
度
就
業
率
を
引
き

上
げ
る
余
地
が
あ
る
」
と
言
及
し
て
お
り
、
健
康
寿
命

の
現
状
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
実
感
と
し
て
、
妥
当
な
指
摘

と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
雇
用

の
あ
り
方
を
再
検
討
す
る
際
に
も
役
立
つ
、
貴
重
な
研

究
成
果
と
し
て
一
読
を
お
す
す
め
し
た
い
。

働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ
っ
て
「
同
一
労
働
同
一
賃

金
」
に
関
す
る
法
改
正
が
行
わ
れ
、
高
齢
者
の
雇
用
、

と
り
わ
け
定
年
後
の
再
雇
用
者
の
待
遇
に
も
大
き
な
影

響
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
改
正
法
は
２
０
２
０
（
令
和

2
）
年
4
月
に
施
行
さ
れ
、２
０
２
１
年
4
月
か
ら
は
、

中
小
企
業
で
も
対
応
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
２
０
２
０
年
10
月
に
出
さ
れ
た
同
一

労
働
同
一
賃
金
を
め
ぐ
る
5
件
の
最
高
裁
判
決
が
大
き

な
注
目
を
集
め
た
こ
と
で
、
人
事
労
務
担
当
者
の
な
か

に
は
、
自
社
の
賃
金
制
度
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
た
方

も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

本
書
は
２
０
１
９
年
に
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
務

解
説
書
と
し
て
発
刊
し
、
好
評
を
博
し
た
書
籍
の
改
訂

版
で
、
前
述
し
た
最
高
裁
判
決
5
件
の
内
容
を
ふ
ま
え

た
改
定
増
補
版
と
も
い
え
る
も
の
。「
１
．総
論
」、「
２
．

均
衡
待
遇
・
均
等
待
遇
の
規
制
」、「
３
．待
遇
ご
と
の

検
討
」、「
４
．待
遇
差
の
説
明
義
務
」、「
５
．派
遣
労
働

者
の
待
遇
」、「
６
．そ
の
他
」
か
ら
な
る
。
Ｑ
＆
Ａ
部
分

の
構
成
に
は
変
更
は
な
い
が
、
解
説
文
の
随
所
に
最
高

裁
判
決
を
ふ
ま
え
た
留
意
点
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。「
均
衡
待
遇
・
均
等
待
遇
を
め
ぐ
る
判
例
・
裁
判

例
の
概
要
」
を
は
じ
め
と
し
た
、「
参
考
資
料
」
も
充
実

し
て
お
り
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
全
体
像
を
つ
か
む

た
め
の
格
好
の
入
門
書
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
国
内
で
確
認
さ
れ

て
１
年
３
カ
月
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
日
本
の
労
働
政

策
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
。

本
書
は
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
８
月
20
日
に
開

催
さ
れ
た
東
京
労
働
大
学
特
別
講
座
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
労
働
政
策
の
未
来
」
の
内
容
を
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
。
著
者
の
濱
口
桂
一
郎
氏
は

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
労
働
政
策
研
究
所
所
長
で

あ
り
、
本
誌
２
０
２
０
年
９
月
号
「
リ
ー
ダ
ー
ズ
ト
ー

ク
」
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
。

本
書
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
緊

急
対
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
政
策
の
う
ち
、
大
き
く

四
つ
（
①
雇
用
維
持
、
②
非
正
規
雇
用
、
③
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
、
④
テ
レ
ワ
ー
ク
）
に
分
け
た
各
労
働
政
策
に
つ

い
て
、
歴
史
的
経
緯
を
ふ
り
返
り
つ
つ
、
そ
の
政
策
的

意
義
に
つ
い
て
検
討
・
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
要
件
緩
和
や
適

用
拡
大
、
新
た
な
休
業
支
援
金
の
制
定
、
ア
ル
バ
イ
ト

学
生
へ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
、
学
校
休
校
に

よ
っ
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
へ
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
、
一
斉
に
拡
大
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク

の
経
緯
や
現
在
の
問
題
点
な
ど
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題
に
も
目
を
向
け
て
、
労
働
政

策
の
未
来
に
活
か
し
て
い
く
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
人
の
健
康
を
社
会
科
学
で
考
え
る

同
一
労
働
同
一
賃
金
Ｑ
＆
Ａ　
第
３
版

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
判
例
か
ら
読
み
解
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

労
働
政
策
の
未
来

大規模調査のデータを活用し、日本人の健康状態を左右する要因を探る

2020年10月の最高裁判決に対応した最新版

緊急対策として打ち出された政策の過去・現在を検証し、今後に活かす
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令
和
２
年
障
害
者
雇
用
状
況

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
民
間
企
業
や
公
的
機
関
な
ど
に
お
け

る
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
の
障
害
者
雇
用
状
況
を
ま
と

め
た
。
障
害
者
雇
用
促
進
法
で
は
、
事
業
主
に
対
し
、
常

時
雇
用
す
る
従
業
員
の
一
定
割
合
以
上
の
障
害
者
を
雇
う

こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
同
法
に
基
づ
き
、
毎
年
６
月

１
日
現
在
の
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者

の
雇
用
状
況
に
つ
い
て
、
障
害
者
の
雇
用
義
務
の
あ
る
事

業
主
な
ど
に
報
告
を
求
め
、
そ
れ
を
集
計
し
た
。

集
計
結
果
に
よ
る
と
、
２
０
２
０
年
６
月
１
日
現
在
に

お
け
る
一
般
民
間
企
業
（
規
模
45
・
５
人
以
上
の
企
業
：

法
定
雇
用
率
２
・
２
％
）
で
の
障
害
者
の
実
雇
用
率
は
２
・

15
％
（
前
年
２
・
11
％
）
で
、
９
年
連
続
で
過
去
最
高
を

更
新
し
た
。
ま
た
、
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て
い
る
企
業

の
割
合
は
48
・
６
％
（
前
年
48
・
０
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

企
業
規
模
別
に
み
た
障
害
者
の
実
雇
用
率
は
、
45
・
５

〜
１
０
０
人
未
満
で
１
・
74
％
（
前
年
１
・
71
％
）、
１
０

０
〜
３
０
０
人
未
満
で
１
・
99
％
（
同
１
・
97
％)

、
３
０

０
〜
５
０
０
人
未
満
で
２
・
02
％
（
同
１
・
98
％)

、
５
０

０
〜
１
０
０
０
人
未
満
で
２
・
15
％
（
同
２
・
11
％)

、
１

０
０
０
人
以
上
で
２
・
36
％
（
同
２
・
31
％
）
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て
い
る
企
業
の
割

合
（
規
模
別
）
は
、
45
・
５
〜
１
０
０
人
未
満
が
45
・
９
％

（
前
年
45
・
５
％
）、
１
０
０
〜
３
０
０
人
未
満
が
52
・
４
％

（
同
52・１
％
）、３
０
０
〜
５
０
０
人
未
満
が
44・１
％
（
同

43
・９
％
）、
５
０
０
〜
１
０
０
０
人
未
満
が
46
・７
％
（
同

43
・９
％
）、
１
０
０
０
人
以
上
が
60
・０
％
（
同
54
・６
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

「
平
成
30
年
高
齢
期
に
お
け
る
社
会
保
障
に

関
す
る
意
識
調
査
」
結
果

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、「
平
成
30
年
高
齢
期
に
お
け
る
社
会

保
障
に
関
す
る
意
識
調
査
」
の
結
果
を
ま
と
め
た
。
同
調

査
は
、
老
後
の
生
活
感
や
社
会
保
障
に
関
す
る
負
担
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
の
意
識
を
調
査
し
、
社
会
保
障
制
度

改
革
を
は
じ
め
と
し
た
今
後
の
厚
生
労
働
行
政
施
策
の
企

画
・
立
案
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
今
回
の
調
査
は
、「
平
成
30
年
国
民
生
活
基
礎
調

査
」
の
対
象
単
位
区
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
３
６
０
単

位
区
内
の
す
べ
て
の
世
帯
の
20
歳
以
上
の
世
帯
員
を
対
象

に
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
７
月
に
実
施
し
、
９
２
７

５
人
の
有
効
回
答
を
集
計
し
た
。

調
査
結
果
か
ら
、
何
歳
ま
で
働
き
た
い
（
収
入
を
伴
う

仕
事
を
し
た
い
）
か
に
つ
い
て
み
る
と
、
多
い
順
に
「
65

歳
ま
で
」
が
24
・
９
％
、「
70
歳
ま
で
」
が
19
・
４
％
、

「
60
歳
ま
で
」
が
16
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
生

涯
働
き
つ
づ
け
た
い
」
は 

７
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。
年

齢
階
級
別
に
み
る
と
、
年
齢
階
級
が
上
が
る
に
つ
れ
て
働

き
た
い
と
す
る
年
齢
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

老
後
に
働
く
場
合
、
ど
の
よ
う
な
働
き
方
を
希
望
す
る

か
に
つ
い
て
は
、「
働
く
日
数
を
減
ら
し
た
り
、
時
間
を
短

く
し
て
働
き
た
い
」
が
最
も
多
く
51
・
８
％
、
次
い
で
「
老

後
は
働
か
ず
に
過
ご
し
た
い
」
が
28
・
０
％
、「
現
役
世
代

と
同
じ
よ
う
に
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
た
い
」
が
５
・
１
％

と
な
っ
て
い
る
。

老
後
の
生
計
を
支
え
る
手
段
と
し
て
最
も
頼
り
に
す
る

（
１
番
目
に
頼
り
に
す
る
）
収
入
源
に
つ
い
て
は
、「
公
的

年
金
（
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
）」
が
最
も
多
く
58
・

２
％
、
次
い
で
「
自
分
の
就
労
に
よ
る
収
入
」
が
18
・
７
％

と
な
っ
て
い
る
。

調
査
・
研
究 「

２
０
２
０
年
人
事
・
労
務
に
関
す
る

ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
結
果
」

日
本
経
済
団
体

連
合
会

日
本
経
済
団
体
連
合
会
は
、「
２
０
２
０
年
人
事
・
労
務

に
関
す
る
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
結
果
」
を
発
表

し
た
。
同
調
査
は
、
１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
か
ら
毎
年

実
施
し
て
お
り
、今
回
の
調
査
は
、同
会
の
会
員
企
業
（
計

１
４
４
２
社
）
の
労
務
担
当
役
員
ら
を
対
象
に
２
０
２
０

年
８
月
〜
９
月
に
実
施
。
４
１
９
社
か
ら
回
答
を
得
た
。

調
査
結
果
か
ら
、
高
齢
者
雇
用
に
関
す
る
項
目
を
み
る

と
、「
70
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
」
の
取
組
状

況
は
、「
対
応
に
つ
い
て
検
討
中
」
と
「
ま
だ
検
討
し
て
い

な
い
」
が
43
・３
％
で
並
び
、「
具
体
的
な
対
応
を
決
定
済
」

が
９
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

「
70
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
」
に
関
す
る

対
応
状
況
（
複
数
回
答
／
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
）
に

つ
い
て
「
決
定
済
」
の
措
置
は
、「
継
続
雇
用
措
置
の
導
入

（
自
社・グ
ル
ー
プ
）」
が
最
も
多
く
90・６
％
、次
い
で
「
定

年
引
上
げ
」
が
11
・
３
％
、「
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
（
他

社
）」
と
「
業
務
委
託
契
約
を
締
結
す
る
制
度
」
が
と
も
に

７・５
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
検
討
予
定
」の
措
置
は
、

「
継
続
雇
用
措
置
の
導
入
（
自
社
・
グ
ル
ー
プ
）」
が
最
も

多
く
80
・
４
％
、
次
い
で
、「
定
年
引
上
げ
」
が
38
・
７
％
、

「
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
（
他
社
）」
が
24
・
４
％
と
な
っ

て
い
る
。

「
70
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
」
に
お
け
る

対
象
者
基
準
の
設
定
の
有
無
に
つ
い
て
、「
継
続
雇
用
措
置

の
導
入
（
自
社
・
グ
ル
ー
プ
）」
の
項
目
を
み
る
と
、「
設

定
す
る
」
が
47・３
％
、「
設
定
し
な
い
」
が
４・８
％
、「
未

定
」
が
47
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

「
令
和
元
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
」

（
特
別
調
査
）
結
果

介
護
労
働
安
定

セ
ン
タ
ー

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
が
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年

度
に
実
施
し
た
介
護
労
働
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
65
歳
以

上
の
労
働
者
が
全
体
の
１
割
を
超
え
、
60
歳
以
上
の
労
働

者
に
つ
い
て
は
全
体
の
２
割
を
超
え
て
お
り
、
約
５
人
に

１
人
が
高
齢
者
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
同
セ
ン
タ
ー
は
、
60
歳
以
上
の
労
働
者
の
実
態
に
つ

い
て
、
２
０
１
８
年
度
調
査
デ
ー
タ
の
再
分
析
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
介
護
事
業
所
に
お
け
る
人
材
不
足
対
策
と
し

て
期
待
さ
れ
る
高
齢
者
な
ど
の
多
様
な
人
材
の
活
躍
に
つ

い
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。

再
分
析
の
結
果
か
ら
、
業
務
上
の
事
故
や
け
が
な
ど
の

有
無
を
職
種
別
（
60
歳
以
上
）
で
み
る
と
、
介
護
職
員
で

「
あ
っ
た
」
が
18
・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、
訪
問
介
護
員
や

そ
の
ほ
か
の
介
護
系
職
種
に
比
べ
て
回
答
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、ヒ
ヤ
リ・ハ
ッ
ト
の
経
験
を
職
種
別
（
60
歳
以
上
）

で
み
る
と
、
介
護
職
員
で
「
あ
っ
た
」
が
55
・
０
％
と
、

ほ
か
の
職
種
に
比
べ
て
回
答
割
合
が
高
く
、「
な
か
っ
た
」

を
上
回
っ
て
い
る
。

次
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
結
果
か
ら
、
高
年
齢
者
活
用

の
ポ
イ
ン
ト
を
み
る
と
、「
①
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
、

成
長
を
支
援
す
る
取
組
、
②
体
力
や
家
庭
状
況
に
配
慮
し

た
仕
事
分
担
、
③
高
年
齢
者
の
知
識
・
経
験
の
尊
重
の
３

点
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
な
ど
の
結
果
を
ま
と

め
て
い
る
。

調
査
結
果
の
詳
細
は
、
左
記
の
介
護
労
働
安
定
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

http://w
w
w
.kaigo-center.or.jp/report/ 

2020r02_t_chousa_02.htm
l

「
生
涯
現
役
促
進
！ 

企
業
向
け
啓
発

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
新
た
に
発
行

福
山
市
生
涯
現
役
促
進

地
域
連
携
協
議
会

福
山
市
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
協
議
会
（
広
島
県
福

山
市
）
は
、「
生
涯
現
役
促
進
！ 
企
業
向
け
啓
発
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
の
新
刊
を
発
行
し
た
。

同
協
議
会
は
、
高
齢
者
（
55
歳
以
上
）
の
雇
用
機
会
を

確
保
す
る
た
め
、
福
山
市
内
の
関
係
機
関
11
団
体
で
構
成

す
る
協
議
会
。
高
齢
者
と
地
元
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機

会
の
場
の
提
供
や
、
ス
キ
ル
習
得
支
援
な
ど
を
通
し
て
就

労
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
を
行
い
、

「
生
涯
現
役
の
ま
ち
」
を
目
ざ
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
２
０
１
９
年
５
月
に
発
行
さ
れ
た

旧
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
情
報
を
最
新
の
内
容
に
す
る
と
と
も

に
、
シ
ニ
ア
人
材
を
活
用
す
る
企
業
や
社
会
福
祉
法
人
の

取
組
み
事
例
を
追
加
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

シ
ニ
ア
人
材
の
活
用
事
例
で
は
、
定
年
制
度
を
設
け
ず

技
術
の
あ
る
高
齢
者
を
柔
軟
な
対
応
で
継
続
雇
用
し
て
い

る
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
や
、
定
年
を
60
歳
か
ら
順
次
75
歳

に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
異
業
種
で
働
い
て
い
た
シ
ニ
ア

の
新
規
採
用
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
創
業
４
０
０
年
の

和
菓
子
製
造
業
な
ど
、
12
社
の
取
組
み
と
取
組
み
に
よ
る

職
場
の
変
化
、
働
く
シ
ニ
ア
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
さ
ら

な
る
シ
ニ
ア
の
活
躍
の
た
め
に
始
め
た
こ
と
や
思
い
な
ど

も
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
シ
ニ
ア
人
材
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
と
ポ
イ
ン

ト
、
シ
ニ
ア
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
、
シ
ニ
ア
人
材

活
用
の
取
組
み
方
法
、
公
的
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
助
成
金
制

度
な
ど
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
。

https://fukuyam
a-geneki.jp/
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「
令
和
元
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
」

（
特
別
調
査
）
結
果

介
護
労
働
安
定

セ
ン
タ
ー

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
が
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年

度
に
実
施
し
た
介
護
労
働
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
65
歳
以

上
の
労
働
者
が
全
体
の
１
割
を
超
え
、
60
歳
以
上
の
労
働

者
に
つ
い
て
は
全
体
の
２
割
を
超
え
て
お
り
、
約
５
人
に

１
人
が
高
齢
者
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
同
セ
ン
タ
ー
は
、
60
歳
以
上
の
労
働
者
の
実
態
に
つ

い
て
、
２
０
１
８
年
度
調
査
デ
ー
タ
の
再
分
析
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
介
護
事
業
所
に
お
け
る
人
材
不
足
対
策
と
し

て
期
待
さ
れ
る
高
齢
者
な
ど
の
多
様
な
人
材
の
活
躍
に
つ

い
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。

再
分
析
の
結
果
か
ら
、
業
務
上
の
事
故
や
け
が
な
ど
の

有
無
を
職
種
別
（
60
歳
以
上
）
で
み
る
と
、
介
護
職
員
で

「
あ
っ
た
」
が
18
・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、
訪
問
介
護
員
や

そ
の
ほ
か
の
介
護
系
職
種
に
比
べ
て
回
答
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、ヒ
ヤ
リ・ハ
ッ
ト
の
経
験
を
職
種
別
（
60
歳
以
上
）

で
み
る
と
、
介
護
職
員
で
「
あ
っ
た
」
が
55
・
０
％
と
、

ほ
か
の
職
種
に
比
べ
て
回
答
割
合
が
高
く
、「
な
か
っ
た
」

を
上
回
っ
て
い
る
。

次
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
結
果
か
ら
、
高
年
齢
者
活
用

の
ポ
イ
ン
ト
を
み
る
と
、「
①
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
、

成
長
を
支
援
す
る
取
組
、
②
体
力
や
家
庭
状
況
に
配
慮
し

た
仕
事
分
担
、
③
高
年
齢
者
の
知
識
・
経
験
の
尊
重
の
３

点
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
な
ど
の
結
果
を
ま
と

め
て
い
る
。

調
査
結
果
の
詳
細
は
、
左
記
の
介
護
労
働
安
定
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

http://w
w
w
.kaigo-center.or.jp/report/ 

2020r02_t_chousa_02.htm
l

発
行
物 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
同
一
労
働
同
一
賃
金

ま
る
わ
か
り
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
公
開

日
本
商
工
会
議
所・

東
京
商
工
会
議
所

日
本
商
工
会
議
所
と
東
京
商
工
会
議
所
は
、
主
と
し
て

中
小
企
業
向
け
に
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
内
容
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
同
一
労
働
同
一

賃
金
ま
る
わ
か
り
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
公
開
し
た
。

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
日
本
商

工
会
議
所
が
２
０
２
０
年
10
月
に
実
施
し
た
調
査
結
果
で
、

「
対
応
済
・
対
応
の
目
途
が
付
い
て
い
る
」
と
回
答
し
た
企

業
は
52
・
０
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、「
制
度
の
内

容
が
わ
か
り
づ
ら
い
」
と
の
声
も
受
け
て
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
は
、
中
小
企
業
の
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
へ
の
対
応

の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
３
章
立
て
で
全
58
ペ
ー
ジ
。
第
Ⅰ

章
で
は
、「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
基
本
的
な
考
え
方
、

厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
、
待
遇
差
の
説
明

義
務
な
ど
に
つ
い
て
、
図
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し
て
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。
第
Ⅱ
章
で
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
考
え
方
と
裁
判
例
を
示
し
て
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

企
業
が
対
応
を
進
め
る
う
え
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
待
遇
や
手

当
ご
と
に
整
理
し
て
、
て
い
ね
い
に
解
説
。
ま
た
、
２
０

２
０
年
10
月
に
示
さ
れ
た
５
つ
の
重
要
な
最
高
裁
判
決
を

ふ
ま
え
て
の
留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
と
し
て
ま
と

め
て
い
る
。
第
Ⅲ
章
で
は
、
公
的
な
支
援
策
を
紹
介
し
て

い
る
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
全
国
の
商
工
会
議
所
窓
口
な
ど
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
日
本
商
工
会
議
所
、
東
京
商
工
会
議

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

「
生
涯
現
役
促
進
！ 

企
業
向
け
啓
発

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
新
た
に
発
行

福
山
市
生
涯
現
役
促
進

地
域
連
携
協
議
会

福
山
市
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
協
議
会
（
広
島
県
福

山
市
）
は
、「
生
涯
現
役
促
進
！ 

企
業
向
け
啓
発
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
の
新
刊
を
発
行
し
た
。

同
協
議
会
は
、
高
齢
者
（
55
歳
以
上
）
の
雇
用
機
会
を

確
保
す
る
た
め
、
福
山
市
内
の
関
係
機
関
11
団
体
で
構
成

す
る
協
議
会
。
高
齢
者
と
地
元
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機

会
の
場
の
提
供
や
、
ス
キ
ル
習
得
支
援
な
ど
を
通
し
て
就

労
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
を
行
い
、

「
生
涯
現
役
の
ま
ち
」
を
目
ざ
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
２
０
１
９
年
５
月
に
発
行
さ
れ
た

旧
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
情
報
を
最
新
の
内
容
に
す
る
と
と
も

に
、
シ
ニ
ア
人
材
を
活
用
す
る
企
業
や
社
会
福
祉
法
人
の

取
組
み
事
例
を
追
加
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

シ
ニ
ア
人
材
の
活
用
事
例
で
は
、
定
年
制
度
を
設
け
ず

技
術
の
あ
る
高
齢
者
を
柔
軟
な
対
応
で
継
続
雇
用
し
て
い

る
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
や
、
定
年
を
60
歳
か
ら
順
次
75
歳

に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
異
業
種
で
働
い
て
い
た
シ
ニ
ア

の
新
規
採
用
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
創
業
４
０
０
年
の

和
菓
子
製
造
業
な
ど
、
12
社
の
取
組
み
と
取
組
み
に
よ
る

職
場
の
変
化
、
働
く
シ
ニ
ア
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
さ
ら

な
る
シ
ニ
ア
の
活
躍
の
た
め
に
始
め
た
こ
と
や
思
い
な
ど

も
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
シ
ニ
ア
人
材
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
と
ポ
イ
ン

ト
、
シ
ニ
ア
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
、
シ
ニ
ア
人
材

活
用
の
取
組
み
方
法
、
公
的
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
助
成
金
制

度
な
ど
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
。

https://fukuyam
a-geneki.jp/
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高齢で働く人の体験、企業で人事
を担当しており積極的に高齢者を
採用している方の体験、エルダー
の活用方法に関するエピソードな
どを募集します。文字量は400
字～1000字程度。また、本誌
についてのご意見もお待ちしてい
ます。左記宛てFAX、メールな
どでお寄せください。

読者の声
  募集！

本誌を購入するには̶
定期購読のほか、1冊からのご購入も受けつけています。

お 知 ら せ 編集アドバイザー （五十音順）

猪熊　律子……読売新聞編集委員
今野浩一郎……学習院大学名誉教授
大木　栄一……玉川大学経営学部教授
大嶋江都子……株式会社前川製作所コーポレート本部人財部門
金沢　春康…… 一般社団法人100年ライフデザイン・ラボ代表理事
菊谷　寛之……株式会社プライムコンサルタント代表
阪本　節郎……人生100年時代未来ビジョン研究所所長
佐久間一浩……全国中小企業団体中央会事務局次長・労働政策部長
藤村　博之……法政大学経営大学院
 イノベーション・マネジメント研究科教授
真下　陽子……株式会社人事マネジメント代表取締役
山﨑　京子…… 立教大学大学院ビジネスデザイン研究科特任教授、

日本人材マネジメント協会副理事長

◆ お電話、FAXでのお申込み
　株式会社労働調査会までご連絡ください。
　電話03-3915-6415  FAX03-3915-9041
◆ インターネットでのお申込み
　 ①定期購読を希望される方
　　雑誌のオンライン書店「富士山マガジン
　　サービス」でご購入いただけます。
　　
　②1冊からのご購入を希望される方
　　Amazon.co.jp でご購入いただけます。

富士山マガジンサービス 検 索

特集

リーダーズトーク

　2021年 5月号は、大型連休の関係から、お手元に届く日程が通常
よりも数日遅れることが見込まれています。ご不便をおかけしますが、
よろしくお願いします。ご不明の点は当機構企画部情報公開広報課
（電話：043-213-6216）までおたずねください。

『エルダー』読者のみなさまへ

訂正箇所 ８頁 脚注※1　誤   （令和２年６月１日時点）　正   （令和元年６月１日時点）
46頁 労務資料  誤   厚生労働省 職業安定局 雇用開発部 高齢者雇用対策課
　　　 　　　  正   厚生労働省 職業安定局 高齢者雇用対策課

  『エルダー』2021年３月号にて、下記の通り誤りがありました。
謹んでお詫び申し上げるとともに下記の通り訂正をさせていただきます。
お詫びと訂正

次 号

予 告
5月号

永坂順二さん（株式会社ファンケル上席執行役員 管理本部本部長）

5月号 歴史に学ぶ高齢者雇用

●
今
回
の
特
集
は
「
年
金
」
を
テ
ー
マ
に
お
届
け
し
ま
し

た
。
国
民
年
金
、厚
生
年
金
の
い
わ
ゆ
る「
公
的
年
金
」は
、

保
険
料
も
受
給
額
も
法
律
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
て
い

る
も
の
で
す
が
、
生
年
月
日
や
加
入
期
間
、
支
給
開
始
年

齢
の
繰
上
げ
・
繰
下
げ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
で
受
給

額
が
変
わ
る
そ
の
難
解
さ
に
苦
労
し
て
い
る
方
は
少
な

く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
方
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ

や
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
い
わ
ゆ
る
「
私
的
年
金
」
は
、
老
後
に

備
え
て
企
業
や
個
人
が
独
自
に
加
入
す
る
制
度
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
運
用
は
法
律
に
基
づ
い
て
お
り
、
こ
ち

ら
も
人
事
・
労
務
に
関
わ
る
場
合
は
押
さ
え
て
お
き
た
い

仕
組
み
と
い
え
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
近
年
の
法
改
正
で
制
度
が
変
更
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
特
集
で
は
、
各
種
法
改
正
の
内
容
と
と

も
に
、
老
齢
厚
生
年
金
の
仕
組
み
や
、
年
金
に
関
す
る
労

務
管
理
上
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

総
論
（
７
頁
）
で
、
玉
木
先
生
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
公
的
年
金
は
「
保
険
」
で
あ
り
、
仕
事
か
ら
離
れ
た

後
の
私
た
ち
の
生
活
を
経
済
面
か
ら
支
援
す
る
仕
組
み
で

す
。「
生
涯
現
役
時
代
」、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
と
い
わ

れ
る
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
は
ま

す
ま
す
増
し
て
い
く
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
特
集
を
機
に
、
従
業
員
の
方
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
支
援
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
こ
の
４
月
よ
り
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
確
保
を
企
業

の
努
力
義
務
と
す
る
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。読
者
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

70
歳
ま
で
働
け
る
制
度
・
職
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
当
機
構

で
は
、
改
正
法
の
施
行
に
合
わ
せ
て
、
70
歳
ま
で
の
雇
用

推
進
に
向
け
て
必
要
な
施
策
や
具
体
的
手
順
に
つ
い
て

ま
と
め
た『
70
歳
雇
用
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
裏
表
紙
参
照
）

を
発
行
し
ま
し
た
。
当
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

月刊エルダー4月号　No.497
●発行日̶令和3年4月1日（第43巻 第4号 通巻497号）
●発　行̶独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）
 発行人̶企画部長　奥村英輝
 編集人̶企画部次長　五十嵐意和保
〒261-8558　千葉県千葉市美浜区若葉3-1-2　　TEL　043(213)6216（企画部情報公開広報課）
ホームページURL　https://www.jeed.go.jp/　  メールアドレス　elder@jeed.go.jp
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●発売元　労働調査会
〒170-0004　東京都豊島区北大塚2-4-5　　TEL　03(3915)6401　　FAX　03(3918)8618
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＊ 本誌に掲載した論文等で意見にわたる部分は、それぞれ筆者の個人的見解であることをお断りします。
 （禁無断転載）
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測
定
技
能
を
駆
使
し
て

新
製
品
の
開
発
期
間
短
縮
に
貢
献

工
業
製
品
が
問
題
な
く
機
能
す
る
の

は
、
製
品
を
構
成
す
る
部
品
一
つ
ひ
と

つ
が
精
密
な
検
査
を
経
て
組
み
立
て
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
検
査
を

に
な
う
熟
練
の
機
械
検
査
工
は
、
も
の

づ
く
り
の
現
場
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
と
い
え
る
。
精
密
測
定
機
器
メ
ー

カ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
株
式
会
社
ミ
ツ

ト
ヨ
宇
都
宮
事
業
所
で
、
40
年
以
上
に

わ
た
り
品
質
管
理
に
従
事
し
て
き
た
山

納
孝
雄
さ
ん
も
、
そ
の
一
人
だ
。

職
場
は
、
産
業
界
で
広
く
使
用
さ
れ

機
械
検
査
工

山さ
ん

納の
う

孝た
か

雄お

さ
ん
（
62
歳
）

器
の
品
質
を
支
え
る

な
測
定
技
能
で

な
測
定
技
能
で

経
験
豊
富

器
の
品
質
を
支
え
る

精
密
測
定
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1/1000mm単位で計測できる「高性能高さ測定器」の測定方法を指導。「正確に測定するには、対象物に測定子をソフトにあてることがコツ」と山納さん

て
い
る
ノ
ギ
ス
※1
や
ハ
イ
ト
ゲ
ー
ジ
※2

を
生
産
す
る
測
器
工
場
。
検
査
を
通
じ

た
部
品
や
製
品
の
品
質
維
持
・
向
上
は

も
と
よ
り
、
検
査
方
法
の
標
準
化
な
ど

に
も
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
。
特
に
新
製

品
開
発
や
製
品
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、

各
部
品
の
新
た
な
評
価
の
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
測
定
が
求
め
ら
れ
る
。
山
納
さ

ん
は
各
種
の
測
定
機
器
を
駆
使
し
、
高

精
度
の
測
定
に
よ
る
正
確
な
評
価
を
行

い
、
新
製
品
の
開
発
か
ら
リ
リ
ー
ス
ま

で
の
期
間
短
縮
に
も
貢
献
。
長
年
に
わ

た
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、２
０
２
０
（
令

和
２
）
年
11
月
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

の「
卓
越
し
た
技
能
者（
現
代
の
名
工
）」

に
選
ば
れ
て
い
る
。

部
品
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
知
識
を

品
質
改
善
に
活
か
す

山
納
さ
ん
の
技
能
に
お
い
て
特
筆
す

べ
き
は
、
精
密
な
計
測
の
技
能
に
加
え

て
、
検
査
の
対
象
と
な
る
部
品
や
金
型

な
ど
の
製
造
・
加
工
技
術
に
つ
い
て
の

知
識
が
豊
富
な
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
、

検
査
で
品
質
に
問
題
が
見
つ
か
っ
た
場

合
に
は
、
製
造
工
程
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

改
善
策
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
例
え
ば
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
射
出

成
形
の
場
合
、
金
型
の
ゲ
ー
ト
（
注
入

口
）
か
ら
注
入
し
た
溶
融
樹
脂
の
二
つ

の
流
れ
が
合
流
す
る
部
分
に
ウ
ェ
ル
ド

と
呼
ば
れ
る
筋
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
原
因
は
、
合
流
部
分
が
ゲ
ー
ト

か
ら
離
れ
て
お
り
、
注
入
し
た
樹
脂

が
冷
え
て
か
ら
合
流
し
た
た
め
で
す
。

ウ
ェ
ル
ド
が
で
き
て
外
観
上
不
具
合
が

あ
る
場
合
は
、
問
題
を
指
摘
す
る
だ
け

で
な
く
、
金
型
の
ゲ
ー
ト
の
位
置
を
変

更
さ
せ
る
な
ど
の
改
善
を
提
案
し
ま
す
」

山
納
さ
ん
は
入
社
後
16
年
間
、
外
注

部
品
の
受
入
れ
検
査
に
従
事
。
協
力
会

社
か
ら
納
品
さ
れ
る
部
品
の
品
質
向
上

の
た
め
に
、
協
力
会
社
と
と
も
に
改
善

に
取
り
組
む
な
か
で
、
金
属
加
工
・
成

形
加
工
・
射
出
成
形
・
表
面
処
理
な
ど

の
知
識
を
身
に
つ
け
た
。
豊
富
な
経
験

に
基
づ
く
幅
広
い
知
見
が
、
同
社
製
品

の
品
質
向
上
や
開
発
期
間
の
短
縮
な
ど

に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

測定技能に加えて部品の製造ノウハウも知っていることで
品質の改善や新製品開発期間の短縮などに役立つ提案ができます

※1　ノギス……対象物の長さや厚さなどを測定する工具
※2　ハイトゲージ……対象物の高さを測定する工具
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業
能
力
開
発
協
会
の
技
能
検
定
試
験
の

機
械
検
査
の
主
席
検
定
員
も
務
め
る
。

「
機
械
検
査
技
能
士
の
輩
出
に
た
ず

さ
わ
れ
る
こ
と
に
喜
び
と
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。
ミ
ツ
ト
ヨ
計
測
学
院

の
講
座
で
は
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に

書
い
て
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
家

に
持
ち
帰
り
、﹃
た
め
に
な
る
講
座
で
、

さ
っ
そ
く
職
場
に
戻
り
実
践
し
ま
す
﹄

と
い
っ
た
感
想
を
、
晩
酌
を
し
な
が
ら

読
む
の
が
至
福
の
ひ
と
と
き
で
す
」

山
納
さ
ん
自
身
、
普
通
科
高
校
出
身

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
知
識
不
足
で
一

時
は
転
職
を
考
え
る
ほ
ど
悩
ん
だ
り
、

技
能
検
定
試
験
に
落
ち
た
こ
と
も
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
後
心
機
一
転
し
て

努
力
し
、
１
級
技
能
士
や
職
業
訓
練
指

導
員
免
許
を
取
得
し
た
。
苦
労
し
た
経

験
の
あ
る
山
納
さ
ん
の
指
導
は
、
多
く

の
後
進
に
と
っ
て
励
み
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

株
式
会
社
ミ
ツ
ト
ヨ
宇
都
宮
事
業
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
８（
６
５
６
）１
１
１
１（
代
表
）

https://w
w
w
.m
itutoyo.co.jp/

（
撮
影
・
福
田
栄
夫
／
取
材
・
増
田
忠
英
）

社
内
外
の
多
く
の
後
進
に

検
査
技
能
を
伝
承

現
在
、
山
納
さ
ん
の
も
と
に
は
、
評

価
を
必
要
と
す
る
部
品
や
金
型
が
持
ち

込
ま
れ
る
ほ
か
、
工
場
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
部
門
か
ら
測
定
に
関
す
る
相
談
が
寄

せ
ら
れ
、
測
定
方
法
を
教
え
る
こ
と
も

多
い
。
工
場
内
で
は
「
測
定
で
困
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
ら
山
納
さ
ん
に
聞
け
」

が
合
言
葉
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

「
私
に
と
っ
て
は
み
な
、
お
客
さ
ま

と
同
じ
な
の
で
﹃
忙
し
い
か
ら
ダ
メ
﹄

と
は
い
い
ま
せ
ん
。
測
定
に
関
す
る
知

識
や
技
能
を
、
余
す
こ
と
な
く
多
く
の

人
に
伝
承
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

後
進
の
育
成
に
も
精
力
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
入
社
２
年
目
の
若
手
社
員

に
研
修
を
行
う
「
ミ
ツ
ト
ヨ
技
能
開
発

セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
機
械
検
査
作
業
・

測
定
実
技
の
指
導
員
を
14
年
間
に
わ
た

り
務
め
て
き
た
。
さ
ら
に
、
企
業
の
計

測
担
当
者
の
養
成
を
に
な
う
「
ミ
ツ
ト

ヨ
計
測
学
院
」
の
講
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山納さんが所属する品質管理課品質管理係のみなさん。各種の測定方法に
精通し、主管製品の検査を一通り経験している山納さんは、頼れる存在だ

技能検定の一つ、「三針法によるねじプラグゲージの有効径測定」を実演。
1/1000mm単位まで正確に測定するには、対象物や工具の清掃も欠かせない

左：金型の品質を顕微鏡で検査する方法を指導。課内だけでなく他部門の社員に測定方法
を教えることも多い／右：企業内職業訓練認定校「ミツトヨ技能開発センター」の卒業試験
にあたる「技能照査試験」で寸法測定を検定（写真は2016年）（提供：株式会社ミツトヨ）

宇都宮事業所ではノギス、ハイトゲー
ジ、三次元測定機などを生産する
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目標
3分

第46回
1～ 50 の数字で、抜けているものが 2つあります。
それは何と何でしょう。

数字さがし

　今回は注意力を鍛える課題です。特に「持続的な注意」を鍛えます。とびそうに
なる意識をつなぎ留めながらがんばってください。スムーズに見つけられるまで
何度でもくり返しましょう。

篠原菊紀（しのはら・きくのり）

1960（昭和 35）年、長野県生まれ。
公立諏訪東京理科大学医療介護健
康工学部門長。健康教育、脳科学
が専門。脳計測器多チャンネルNIRS
を使って、脳活動を調べている。『中
高年のための脳トレーニング』（NHK
出版）など著書多数。

23　46

【問題の答え】

記憶力や注意力を高める方法
記憶力や注意力を高めるには、まず
は物事に興味を持つこと、おもしろい
と思うことが大切になってきます。
今回は「探して解く脳トレ問題」で
すが、ただ探すだけでは解けず、物事
は覚えられません。探しながら、「あっ
た！」、「わかった！」と思えればしめ
たものです。もし解けなくても答えを
見て、悔しい思いをしたのならば、そ
れはそれでよいことです。
先月号でも紹介しましたが、このよ
うな感動や悔しさの感情が加わること
で、脳に大きなインパクトを与えて、
記憶が残りやすくなるのです。

また、脳が情報を得ると、前頭前野
にもち込まれて「好き・おもしろい」
とか「嫌い・つまらない」と判断・理
解されます。このとき、「好き・おも
しろい」と感じれば脳の働きを高めま
すし、「嫌い・つまらない」と感じた
ら脳の働きは止まります。
「なるほど！」と思った情報は、「自
分もやってみたい」という気持ちを起
こさせ、自分の考えを生み出し記憶と
して伝えられます。この思考回路は、
エンドレスに回る渦のようになってい
るので、くり返し考えることで新しい
発想が生まれるのです。

答え答え
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（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構　各都道府県支部高齢・障害者業務課　所在地等一覧
　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構では、各都道府県支部高齢・障害者業務課等において高齢者・障害
者の雇用支援のための業務（相談・援助、給付金・助成金の支給、障害者雇用納付金制度に基づく申告・申請の受
付、啓発等）を実施しています。� 2021年4月１日現在

名称 所在地 電話番号（代表）
北海道支部高齢・障害者業務課 〒063-0804 札幌市西区二十四軒4条1-4-1  北海道職業能力開発促進センター内 011-622-3351
青森支部高齢・障害者業務課 〒030-0822 青森市中央3-20-2  青森職業能力開発促進センター内 017-721-2125
岩手支部高齢・障害者業務課 〒020-0024 盛岡市菜園1-12-18  盛岡菜園センタービル３階 019-654-2081
宮城支部高齢・障害者業務課 〒985-8550 多賀城市明月2-2-1  宮城職業能力開発促進センター内 022-361-6288
秋田支部高齢・障害者業務課 〒010-0101 潟上市天王字上北野４-143  秋田職業能力開発促進センター内 018-872-1801
山形支部高齢・障害者業務課 〒990-2161 山形市漆山1954  山形職業能力開発促進センター内 023-674-9567
福島支部高齢・障害者業務課 〒960-8054 福島市三河北町7-14  福島職業能力開発促進センター内 024-526-1510
茨城支部高齢・障害者業務課 〒310-0803 水戸市城南1-4-7  第５プリンスビル５階 029-300-1215
栃木支部高齢・障害者業務課 〒320-0072 宇都宮市若草1-4-23  栃木職業能力開発促進センター内 028-650-6226
群馬支部高齢・障害者業務課 〒379-2154 前橋市天川大島町130-1  ハローワーク前橋３階 027-287-1511
埼玉支部高齢・障害者業務課 〒336-0931 さいたま市緑区原山2-18-8  埼玉職業能力開発促進センター内 048-813-1112
千葉支部高齢・障害者業務課 〒261-0001 千葉市美浜区幸町1-1-3  ハローワーク千葉５階 043-204-2901

東京支部高齢・障害者業務課 〒130-0022 墨田区江東橋2-19-12  ハローワーク墨田５階 03-5638-2794
東京支部高齢・障害者窓口サービス課 　〃　 〃 03-5638-2284

神奈川支部高齢・障害者業務課 〒241-0824 横浜市旭区南希望が丘78  関東職業能力開発促進センター内 045-360-6010
新潟支部高齢・障害者業務課 〒951-8061 新潟市中央区西堀通6-866  NEXT21ビル12階 025-226-6011
富山支部高齢・障害者業務課 〒933-0982 高岡市八ケ55  富山職業能力開発促進センター内 0766-26-1881
石川支部高齢・障害者業務課 〒920-0352 金沢市観音堂町へ1  石川職業能力開発促進センター内 076-267-6001
福井支部高齢・障害者業務課 〒915-0853 越前市行松町25-10  福井職業能力開発促進センター内 0778-23-1021
山梨支部高齢・障害者業務課 〒400-0854 甲府市中小河原町403-1  山梨職業能力開発促進センター内 055-242-3723
長野支部高齢・障害者業務課 〒381-0043 長野市吉田4-25-12  長野職業能力開発促進センター内 026-258-6001
岐阜支部高齢・障害者業務課 〒500-8842 岐阜市金町5-25  G-frontⅡ７階 058-265-5823
静岡支部高齢・障害者業務課 〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35  静岡職業能力開発促進センター内 054-280-3622
愛知支部高齢・障害者業務課 〒460-0003 名古屋市中区錦1-10-1  MIテラス名古屋伏見４階 052-218-3385
三重支部高齢・障害者業務課 〒514-0002 津市島崎町327-1  ハローワーク津２階 059-213-9255
滋賀支部高齢・障害者業務課 〒520-0856 大津市光が丘町3-13  滋賀職業能力開発促進センター内 077-537-1214
京都支部高齢・障害者業務課 〒617-0843 長岡京市友岡1-2-1  京都職業能力開発促進センター内 075-951-7481

大阪支部高齢・障害者業務課 〒566-0022 摂津市三島1-2-1  関西職業能力開発促進センター内 06-7664-0782
大阪支部高齢・障害者窓口サービス課 〃 〃 06-7664-0722

兵庫支部高齢・障害者業務課 〒661-0045 尼崎市武庫豊町３-1-50  兵庫職業能力開発促進センター内 06-6431-8201
奈良支部高齢・障害者業務課 〒634-0033 橿原市城殿町433  奈良職業能力開発促進センター内 0744-22-5232
和歌山支部高齢・障害者業務課 〒640-8483 和歌山市園部1276  和歌山職業能力開発促進センター内 073-462-6900
鳥取支部高齢・障害者業務課 〒689-1112 鳥取市若葉台南7-1-11  鳥取職業能力開発促進センター内 0857-52-8803
島根支部高齢・障害者業務課 〒690-0001 松江市東朝日町267  島根職業能力開発促進センター内 0852-60-1677
岡山支部高齢・障害者業務課 〒700-0951 岡山市北区田中580  岡山職業能力開発促進センター内 086-241-0166
広島支部高齢・障害者業務課 〒730-0825 広島市中区光南5-2-65  広島職業能力開発促進センター内 082-545-7150
山口支部高齢・障害者業務課 〒753-0861 山口市矢原1284-1  山口職業能力開発促進センター内 083-995-2050
徳島支部高齢・障害者業務課 〒770-0823 徳島市出来島本町1-5  ハローワーク徳島５階 088-611-2388
香川支部高齢・障害者業務課 〒761-8063 高松市花ノ宮町2-4-3  香川職業能力開発促進センター内 087-814-3791
愛媛支部高齢・障害者業務課 〒791-8044 松山市西垣生町2184  愛媛職業能力開発促進センター内 089-905-6780
高知支部高齢・障害者業務課 〒780-8010 高知市桟橋通4-15-68  高知職業能力開発促進センター内 088-837-1160
福岡支部高齢・障害者業務課 〒810-0042 福岡市中央区赤坂1-10-17  しんくみ赤坂ビル６階 092-718-1310
佐賀支部高齢・障害者業務課 〒849-0911 佐賀市兵庫町若宮1042-2  佐賀職業能力開発促進センター内 0952-37-9117
長崎支部高齢・障害者業務課 〒854-0062 諫早市小船越町1113  長崎職業能力開発促進センター内 0957-35-4721
熊本支部高齢・障害者業務課 〒861-1102 合志市須屋2505-3  熊本職業能力開発促進センター内 096-249-1888
大分支部高齢・障害者業務課 〒870-0131 大分市皆春1483-1  大分職業能力開発促進センター内 097-522-7255
宮崎支部高齢・障害者業務課 〒880-0916 宮崎市大字恒久4241  宮崎職業能力開発促進センター内 0985-51-1556
鹿児島支部高齢・障害者業務課 〒890-0068 鹿児島市東郡元町14-3  鹿児島職業能力開発促進センター内 099-813-0132
沖縄支部高齢・障害者業務課 〒900-0006 那覇市おもろまち1-3-25  沖縄職業総合庁舎４階 098-941-3301
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　2021（令和３）年４月１日より、改正高年齢者雇用安定法が
施行され、70歳までの就業機会を確保する措置を講ずることが
企業の努力義務となりました。そこで当機構では厚生労働省と連
携して、70歳までの就業機会確保措置を講じるためのポイントを
まとめた『70歳雇用推進マニュアル』を発行しました。

『70歳雇用推進マニュアル』
のご案内

改正高齢法や雇用施策の考え方、
人事制度改定の手順などを解説

先進企業の事例も多数紹介しています

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構　雇用推進・研究部
〒261-0014　千葉県千葉市美浜区若葉 3-1-3　TEL：043-297-9530　FAX：043-297-9550

『70歳雇用推進マニュアル』は、当機構ホームページよりダウンロードできます。
https://www.jeed.go.jp/elderly/date/manual.html 70歳雇用推進マニュアル 検 索

改正法をわかりやすく解説
ポイント

1 「70歳雇用」を進めるための
考え方や施策を解説

ポイント

2 人事制度改定の
具体的手順を解説

ポイント

3
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